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日本地質学会第110年年会プログラム

期　日　2003年9月19日（金）―9月21日（日）
会　場　静岡大学大谷キャンパス・静岡コンベンションセンター

（グランシップ）

会場への交通機関のご案内

◎静岡駅→静岡大学
ＪＲ静岡駅前（エクセルワード静岡ビル前）から，静岡鉄道バス13番乗場（静岡大学行きまたは大谷行き）に乗車し，静岡大学前

または片山下車　所要約25分（280円），徒歩３分，タクシー約15分（約1,600円）

◎静岡駅→静岡コンベンションセンター（グランシップ）
静岡駅からＪＲ（上り線）に乗車し，東静岡駅下車　所要３分（140円），徒歩１分

◎静岡大学→静岡コンベンションセンター（グランシップ）
静岡大学前から静岡鉄道バス（東静岡行き）に乗車し，東静岡下車　所要約15分（220円），徒歩１分

注意：大学構内では学会用の駐車スペースを確保できません．公共交通機関を利用してお越し下さるようお願いいたします．

グランシップ 
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会場案内図
受付 （2F）

A201 （2F）

A202 （2F）

A301 （3F）

A302 （3F）

A401 （4F）

A405 （4F）

B301 （3F）

B401 （4F）

B501 （5F）

ポスター会場 （B棟1F・生協第１食堂）

休憩室 （A305，A405）

学会本部 （A101）

静岡大会事務局（A102）

展示販売 （A104，A105，A106）

保育室 （A206）

試写室 （A103）

大会事務局電話　090-4851-3760

（大会期間中のみ）

※大学構内は原則的に禁煙です．喫煙は建物外の指定された場所でお願いします．

※地方銀行のATMは日曜日，郵便局のATMは土・日曜日には利用できません．
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ポ ス タ ー  オ ー ラ ル  



（ ）4

１．開会

２．議長選出

３．報告事項

2003年度事業報告（2003.1.1－12.31）

４．承認を求める事項

1）2004年度役員選挙結果報告

2）2003年度評議員会議決事項

3）2002年度（2002.1.1－12.31）

決算・財産目録および会計監査報告

4）2003年度（2003.1.1－12.31）予算案

５．審議事項

1）名誉会員の推薦

2）2004年度（2004.1.1－12.31）

事業計画および予算案について

3）倫理綱領について

4）法人化に向けた会則改正などについて

5）その他

６．日本地質学会各賞授与

７．名誉会員及び50年会員の顕彰

８．その他

９．会長挨拶

10．閉会

日本地質学会第110年総会
2003年７月１日

日本地質学会会長　平　朝彦

日本地質学会第110年総会を次の議事により開催します．

2003年9月19日（金）（10：00－12：00）

会場：静岡大学大学会館3階ホール

総会の議決には，会則第10条により正会員・学生会員の1/15以上（委任状を含む）の参加が必要です（2003年

５月末現在の数では319名）．多くの会員の総会への出席をお願いします．欠席される場合には，ニュース誌７月
号に綴じ込みの委任状を９月17日までに事務局宛にお送りください．

特　別　講　演

9月19日　9：00～9：40 会場：静岡大学大学会館3階ホール

講演者：日本地質学会副会長　加藤碵一（産業総合技術研究所地球科学情報研究部門）

題　目：新たな地質情報戦略と地質学会の機能

講演内容：インターネット時代における地質情報の有り様と地質学会の関わりはいかにあるべきか．社会の役に立つ実学とし

ての地質学・地質情報の復権と地質学会の果たすべき役割はどうあるべきか．国際的な視点もふまえて，レビュー

と問題提起を試みる．

懇　親　会

9月20日（土）18：00～20：00 会場　静岡大学第二食堂

原則的には予約参加です．予約は８月29日締め切りです．会場に余裕がある場合には，当日参加を歓迎します，会場受付で

確認し，当日参加の申し込みをしてください．会費は予約外として，正会員・非会員（一般）6,000円，名誉会員・院生割引

会費適用正会員・学生会員（会員の家族および非会員院生・学生含）は3,500円です．

オープニングビアパーティ

9月19日（土）17：00～20：00 会場　静岡大学第一食堂（ポスター会場）

自由参加，事前の申し込みは必要ありません．ビール，焼き鳥，簡単なつまみ類を販売いたします．ポスターを肴にご歓談

下さい．この日のポスター発表者のポスターは，なるべくパーティー終了時まで掲示して下さい．
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特別セッション　「宮城県沖及び宮城北部の地震と地質災害」

行事委員会と地質災害委員会が共催で，急遽特別セッションを開催します。このセッションでは，５月26日の宮城沖地震と７月26日の宮城北

部での内陸地震を中心とする地震活動と，変動地形，地殻構造，その地質災害の概要を報告すると共に，想定されている宮城県沖の巨大地震に

ついて，現在どこまで分っているのかを会員皆様にお伝えするためのよい機会と思います．

日　時：９月19日　午後０時15分より１時45分　会　場：静岡大学大学会館（3Fホール）

世話人：徐　垣（行事委員長）・玉生志郎（地質災害委員会） 座　長：松田時彦

0：15～0：35

2003年７月26日宮城北部の地震と想定宮城県沖地震………………………………………………………長谷川　昭（東北大地震火山予知センター）

0：35～0：55

旭山撓曲周辺の変動地形 ……………………………………………………………………………………………………今泉俊文・楮原京子（山梨大学）

0：55～1：15

宮城県北部の地殻構造と新生代テクトニクス……………………………………………………………佐藤比呂志・加藤直子（東京大学地震研究所）

1：15～1：30

5月26日宮城県沖・7月26日宮城県北部の地震で発生した地質災害…………木村克己・宮下由香里・吉岡敏和・宮地良典（産業技術総合研究所）

1：30～1：45

「5月26日宮城県沖の地震」および「7月26日宮城県北部の地震」の被害の概要

…………………………………………………………………………青野道夫・笠間友博・府川宗雄・山本高司・高橋路輝（日本地質学会関東支部）

当日参加登録について

＊『参加登録票』をご持参の方（事前参加登録
済み）
『参加登録票』に記載されている項目順に受付し，終了し

た時点で『参加登録票（兼入金確認証）』を回収させていた

だきます．

１．参加登録（全員）→ネームカードの配布

２．講演要旨（予約購入者のみ）→演旨の配布

３．懇親会（参加者のみ）→名簿確認と参加証の配布

４．見学旅行（参加者のみ）→名簿確認と参加最終確認

＊　事前登録をしていない方
１．当日参加者として参加登録をおこなう．備え付けの

『参加登録票』に必要事項を記入し受付へ．

２．当日参加登録費（講演要旨集付きです．要旨集が不要

の場合でも割引はありません）

正会員：5,000円

院生割引会費適用正会員・名誉会員・学生会員・非会

員学生：3,500円

非会員（一般・院生）：7,000円

３．講演要旨当日販売

会　員：3,500円

非会員：4,500円

４．懇親会当日参加費（ただし，人数に余裕がある場合に

限る）

正会員・非会員（一般）：6,000円

名誉会員・院生および学生会員（家族および非会員院

生・学生含）：3,500円

事前参加登録は８月29日に締め切ります．事前登録者には，『参加登録票（兼入金確認証）』を９月12日過ぎ頃に届くようお

送りします．当日は，この『参加登録票』によって受付けを行いますので，お忘れなくご持参ください．

見 学 旅 行
参加申し込みは８月８日に締め切られました．

大会ホームページに参加者への連絡など，随時掲載してい

ます．

http://www.geosociety.jp

なお，以下のように案内者（著者）の追加があります．

Ｂ班：谷口祐美枝

Ｄ班：加藤　進，荒木吉章

企業等団体展示
展示は，次の会社・団体が行います．ポスター会場の生協

第１食堂にコーナーを設ける予定です．

アジア航測株式会社（賛助会員）

石油資源開発株式会社（賛助会員）

マリック国際シンポジウム実行委員会及び石油公団

帝国石油株式会社（賛助会員）

北九州市立自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館）

（賛助会員）

株式会社大和地質研究所（賛助会員）

海洋科学技術センター（地球深部探査センター）
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夜　間　小　集　会

19日（金）・21日（日）18：00－20：00

会場，名称（世話人）集会の概要の順で簡単に紹介いたします．

都合により急遽会場が変更になる場合もございますので，会期

中の掲示にご注意下さい．

19日（金）
A201会場　堆積地質部会幹事会公開会議（世話人：七山　太）

堆積地質部会の今後の運営方針について幹事会で集中的に議論

する．これにあわせて，国内外の堆積学関連の行事全般の情報

交換を行う．本会合には，部会員のオブザーバーの参加を認め

る．

A202会場　環境地質部会・環境地質研究委員会（世話人：田村

嘉之・風岡　修）環境地質に関する講演会と事務連絡等

A301会場　地質環境長期安定性研究委員会（世話人：高橋正

樹・増田俊明・吉田英一）地層処分における地質環境の長期安

定性研究についての情報交換と委 員会関連報告

A302会場　学校教育・生涯教育（世話人：阿部国広）博物館，

学校教育のジュニアへの取り組みを話し合う．

A401会場　Jデスク（世話人：徐　垣）：IODPに関係する国内

の研究ファシリティ（高知海洋コア総合研究センター，東京大

学海洋研究所サイスミックリサーチセンター，微化石リファレ

ンスセンター等）について紹介し，国内研究者が今度どのよう

にこれらの研究ファシリティを利用するのか話し合う．

A402会場　有孔虫の分類基準に関する研究会（世話人：長谷川

四郎・秋元和實）新生代有孔虫の標本データベース構築に向け

て，分類学的問題を整理し，今後の研究方針を相談する．

B301会場　南極地質研究委員会（世話人：本吉洋一）第44次夏

期観測報告，第46次夏期観測計画について，第47，48次航空機

を用いた地学観測について，第9回国際南極地学シンポジウム

（ポツダム）報告，その他

B401会場　日本海洋岩石の集い：IODPに向けた日本の海洋岩

石研究戦略について（世話人：阿部なつ江）「陸域・海域を融

合した岩石学」の新展開を通じてIODPにおける日本発の海洋

岩石学を目指した検討を行う．

B501会場　地震発生帯の深海掘削計画（世話人：氏家恒太郎・

森田澄人）沈み込み帯地震発生帯掘削に関する最新の動向・研

究成果を持ち寄り，掘削成功に向けて意見交換を行う．

21日（日）
A201会場　炭酸塩堆積学に関する懇談会（世話人：戸丸　仁・

橋本直明・松田博貴）炭酸塩堆積学に関する最近の話題・トピ

ックスについて討論するとともに，最新研究動向・情報につい

て意見交換を行う．

A202会場　地質学史懇話会（世話人：会田信行・金　光男・鈴

木尉元）（講演２題）杉村　新：望月勝海抜粋，土　隆一：静

岡大学理学部地学・地球科学教室の歴史

A301会場　考古学への地質学の貢献（3）（世話人：渡辺正巳・

井上智博・小倉徹也・趙　哲済・那須孝悌・別所秀高・松田順

一郎）岡村　渉（静岡市教委）「登呂遺跡の古環境復原」，栗野

克己（（財）静岡埋文調査研究所）「静・清平野の古環境復原と

地層」の話題提供とディスカッション

A302会場　地質災害委員会―宮城県沖の地震（５月26日）の災

害報告―（世話人：玉生志郎・越谷　信・木村克己・宮地良典）

５月26日に発生した宮城県沖の地震に関する災害状況に関し

て，情報交換を行う．

B301会場　地球掘削科学の現状と今後の展望（世話人：徳山英

一・浦辺徹郎・日本地球掘削科学コンソーシアム）IODPや

ICDPに代表される地球掘削科学の国内外の情勢および今後の

推進体制の紹介と情報交換．

B401会場　ヒマラヤ地質研究委員会（世話人：在田一則・酒井

治孝・酒井哲弥）ヒマラヤの地質学研究の情報交換および2004

年の19th Himalaya-Karakorum-Tibet Workshop （19HKT）

日本開催の準備

B501会場　地学教育を考える集い（世話人：公文富士夫・天野

一男）系統性の無い指導要領への改悪によって，小学校から高

等学校までの地学教育を体系的に見直す必要が一層重要となっ

ている．また，その認識が地球科学全体に広まってきていると

いう点でも重要な時期である．この問題についての認識を共有

し，また，地質学会としての戦略的目標と重点課題を明確にし

て，次のステップへ進む場としたい．小学校から大学までの教

員会員の参加を要望する．

専門部会等ランチョン

20日（土）－21日（日）12：00－13：00

20日（土）
堆積地質部会（A201会場）堆積地質部会の今後の運営方針につ

いて議論する．これにあわせて，国内外の堆積学関連の行事全

般の情報交換を行う．

女性地球科学者交流会（A202会場）女性に限らず，科学者が抱

える問題をざっくばらんに出し合い，意見交換や情報交換を行

います．学生・院生・技術者・研究者のみなさん，気軽にご参

加下さい．男性の参加も歓迎いたします．

地方地質誌編集委員会（A301会場）（世話人：加藤碵一）

火山部会（A302会場）火山部会の総会を開催致します．御多忙

中恐縮ですが，みなさま奮ってご参加ください．役員の交代等

の議事があります．なお，ご意見・議題等がありましたら，京

都大・鎌田浩毅<kamata@gaia.h.kyoto-u.ac.jp>および東北大・

大場司<ohbatu@mail.cc.tohoku.ac.jp>まで，メールでご連絡い

ただけましたら幸いです．

古生物部会（A401会場）以下の報告と議題を予定している．

１）報告：古生物部会の活動状況．評議委員会から．行事委員

から（静岡大会の準備について）．編集委員と各賞選考委員か

ら．２）議題：静岡大会の反省．今後の古生物部会の活動．

海洋地質部会（A402会場）部会の発足以降，多くの海洋関連の

プロジェクト（IMAGESなど）の進展や組織動向（IODP関連

など）があり，日本地質学会の年会でも関連シンポジウムやト

ピックセッションが開催されています．しかし，成果をあげて

いる多くの若い海洋研究者も就職等での厳しい問題を抱えてい

ます．情報や意見交換の場として機能すべき部会ですが，果た

せてこなかったのが現状です．海洋地質の分野に関心ある方の

フリーな意見交換をしたいと思います．お集まりください．

地域地質部会・層序部会合同（B301会場）昨年同様，地域地質

部会と層序部会では合同でランチョンを行います．ランチョン
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では，議事の前に両部会に関係した講演を行います．部会員の

みならず，数多くの皆様の参加をお待ちしております．

尾崎正紀「20万分の1シームレス日本地質図のための全国統一凡

例」

岩石部会（B401会場）

構造地質部会（B501会場）北海道中央部のテクトニクスに関す

る講演会，部会役員の選任，合同学会での地質学会定番セッシ

ョンのコンビーナの選任，賞の推薦，および部会の運営と構造

地質研究会との関係について議論をおこなう．

21日（日）
第四紀地質部会（A301会場）ランチョンでは，１）学会賞の推

薦プロセスや基準について，２）今回のトピックセッション

「沖積層層序区分・・・」の今後について，話し合う予定です．

また，第四紀地質部会は昨年発足したばかりですので，今後の

活動方向等についても議論できればと考えています．第四紀地

質に接している会員，興味ある会員の出席をお待ちしています．

発　表　者　へ

一般発表の発表者は招待講演を除いて本学会の会員に限ります

（共同発表の場合は筆頭者に適用）．また，止むを得ぬ事情により，

予め連記された共同発表者内で筆頭者の変更を希望する場合は，

必ず事前に行事委員会（会期前は学会本部へ，会期中は年会本部

事務局へ）に連絡して下さい．この場合も「会員に限り１人１題」

の発表制限は守るものといたします．代理人による代読，発表会

場内での突然の発表者変更，発表順序の変更は一切認めませんの

でご注意下さい．とくに口頭発表者の方には発表時間の厳守をお

願いいたします．発表に際しては座長の指示に従い，会場の運営

がスムーズに行われますようご協力下さい．

口頭発表
・１題15分（討論時間を含む）

・各会場には液晶プロジェクターとOHPが準備されています．

・プロジェクターとパソコンの接続等については，発表者自身

が責任を持ち，緊急用としてのOHPも必ずご用意ください．

・スライドプロジェクターは発表申込時に使用を申し出た講演

に対し，そのつど準備します．スライドを使用される場合は，

スライドの左下に赤丸印と映写順の番号を記入のうえ，講演

開始60分前まで（９時15分までに講演する方は前日，または

当日の遅くとも30分前まで）に試写室担当者に提出してくだ

さい．終了後は，試写室で返却します

ポスターセッション
・掲示する際の画鋲，テープ等の用意はありません．必要なも

のは各自でご用意くださるよう，ご協力をお願いします．

・展示時間は，9：00－17：00です．ただし，19日（金）につ

いては，会場がビールパーティの会場ともなるので，20時ま

で延長して展示されることを希望します．展示の準備・撤収

は上記の時間内にお願いします．

・コアタイムは13：00－14：00です．この時間は必ずポスター

に立ち会い，その他の時間は各自の都合によって随時行って

下さい．

・ボード面積は120cm×180cm（ヨコ×タテ）です．

・発表番号・発表題名・発表者名をポスタータイトルとして，

必ず明記して下さい．

・コンピューターやビデオを使用される場合，機器の準備は各

自で行ってください．電源は確保できませんので，予備バッ

テリーをご準備下さい．

・ポスター発表に対し，別記の要領にて優秀講演賞が授与され

ます．奮ってご準備下さい．

優秀講演賞について

今年度静岡大会においても，学会講演での優秀ポスターに

対して優秀講演賞を授与したいと思います．この賞は学会で

発表される全ポスター発表の中から，選考委員会の審査に基

づき，地質学会長から大会開催中に授与されるものです．

○本賞は，おおよそ毎日２～４件の発表講演に対して授与さ

れる．

・学会長から受賞者に直接賞状の授与（表賞と写真撮影）

される．

・受賞ポスターは，その栄をたたえ大会期間中，別途作ら

れたボードに掲示される．

・地質News誌において氏名，課題名，選択事由等が後日

公表される．

○審査は選考委員会によって行われ，学会長がこれを承認す

る．

・選考委員会は，大会期間中毎日召集され，行事委員会委

員５名，大会事務局代表１名および各賞選考委員会委員

１名の合計７名から構成される．なお，選考委員氏名リ

ストは学会終了後の地質News誌にて公表．

○審査基準の項目

（発表様式）

・美しいポスターか

・レイアウトはわかりやすいか

・斬新であるかどうか

（内容）

・発表内容の妥当性はあるか

・発表内容にオリジナリティがあるか

○受賞発表の時期と方法

・発表は，16：00以降に行うこととする．表彰は決定後直

ちに，ポスター会場で行う．

・ポスター会場：受賞ポスターには「花」をつける．

・口頭セッション会場：最後講演後に審査結果を公表す

る．
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世話人：平野　聡（hiranos@jamstec.go.jp），齋藤実篤，和田秀

樹，布浦拓郎，北里　洋，平　朝彦

9月21日（日）10：45－17：15 B301会場
座長：1―3 平野　聡，4―5 尾田太良，6―9 久光敏夫，10―12

岡田　誠，13―15 亀尾浩司，16―17，総合討論　北里　洋

O―1 10：45 島弧前弧域における堆積現象と物質循環：相模

湾における現行過程 ……………………北里　洋

O―2 11：00 銚子地域第四系堆積物の物性解析と層序

…久光敏夫・斎藤実篤・銚子コア研究グループ

O―3 11：15 銚子ボーリングコアの年代層序

……岡田　誠・中里裕臣・安田尚登・北里　洋

銚子コア研究グループ

O―4 11：30 千葉県北東部犬吠層群250ｍコアのテフラ層序

…………………中里裕臣・佐藤弘幸・奥田昌明

銚子コア研究グループ

O―5 11：45 千葉県北東部犬吠層群250ｍコアの花粉記録と

MIS11-19の気候変動 …………………奥田昌明・

中里裕臣・岡崎浩子・斎藤実篤・平　朝彦

O―6 14：00 銚子地域の第四系から産出する石灰質ナンノ化

石に基づく表層海洋環境 ……………亀尾浩司・

斎藤実篤・平　朝彦

O―7 14：15 南関東地域における水溶性天然ガスの起源

………………金子信行・猪狩俊一郎・前川竜男

O―8 14：30 相良掘削計画：相良油田周辺の層序・テクトニ

クスと掘削の意義 ……………………平野　聡・

北里　洋・和田秀樹・荒木吉章・尾田太良・

亀尾浩司・相良掘削計画研究者一同

O―9 14：45 相良油田ボーリングコア試料におけるカルサイ

トセメントの形成過程 ………………荒木吉章・

加藤和浩・和田秀樹・平野　聡・

相良掘削計画研究者一同

O―10 15：00 静岡県南部に分布する始新統～中新統泥質岩の

有機地球化学特徴 ……………………三瓶良和・

日浦祐樹・長沢健次郎・石田　聖

O―11 15：15 相良油田に分布する炭化水素ガス分析結果に基

づく相良原油の成因 …………………土岐知弘・

蒲生俊敬・角皆　潤・和田秀樹・平野　聡・

相良掘削計画（SDP）研究者一同

O―12 15：30 相良油田ボーリングコア堆積物中のバクテリア

バイオマーカー …………齋藤裕之・鈴木徳行・

相良掘削計画研究者一同

O―13 15：45 Organic Geochemical Characteristics of Sagara

Oils, Shizuoka, Japan

………………Yessalina Svetlana, Hiroyuki Saito, 

and Noriyuki Suzuki

O―14 16：00 相良原油の地化学特性 ………………加藤　進・

早稲田周・西田英毅

O―15 16：15 堆積物中微生物相から見た相良油田の特性

………………布浦拓郎・笈田花子・益井宣明・

稲垣史生・高井　研・堀越弘毅・

相良掘削計画研究者一同

O―16 16：30 相良－掛川堆積盆におけるシロウリガイ類化石

の分布 ……………………………………延原尊美

O―17 16：45 付加体中を流体はどのように流れるか？

…………………………………………小川勇二郎

（17：00―17：15 総合討論）

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―1 犬吠埼横根層前弧海盆堆積物の圧密・浸透特性

……………………………………………鈴木清史

世話人：松岡　篤（matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp）・八尾

昭・小松俊文・近藤康生

9月21日（日）14：00－16：00 A302会場
座長：18―20 八尾　昭，21―23 小松俊文，24 総合討論　松岡

篤

O―18 14：00 ニュージーランド北島における三畳紀／ジュラ

紀境界 ………堀　利栄・相田吉昭・竹村厚司・

山北　聡・小玉一人・榊原正幸・鎌田祥仁・

鈴木紀毅・竹村静夫・大金　薫・古谷野隆行・

佐竹　敦・坂本慎吾・中村洋一・

酒井豊三郎・H. J. Campbell・

J. A. Grant-Mackie・B.K. Spörli

O―19 14：15 中国広東省の下部ジュラ系心田門層の二枚貝化

石群 ……………小松俊文・和田紘樹・陳　金華

O―20 14：30 四国の上部ジュラ系鳥巣層群及び相当層に産す

る様々なタイプの鳥巣石灰岩とその堆積環境 芝

崎晴也・近藤康生

O―21 14：45 西南日本外帯，秩父累帯南帯の鳥ノ巣型石灰岩

から産出した放散虫化石 ………………石田直人

O―22 15：00 愛媛県城川地域に分布するジュラ紀付加体被覆

層の層序と年代 ……………武井雅彦・松岡　篤

O―23 15：15 四国西部鳥巣層群の生層序対比

………………………………武井雅彦・松岡　篤

O―24 15：30 西南日本のジュラ系の形成場 …………八尾　昭

2．ジュラ系

1．沈み込み帯前弧域における層序・堆積・
炭素循環：銚子・相良油田ボーリングの

成果を中心として

口頭およびポスター発表

＊口頭（O）・ポスター（P）それぞれに通し番号がついています．すでにお知らせした番号，時間が多少ずれている発表もあるかもし

れませんので必ずご確認ください．

＊口頭発表時間　15分（質疑応答含む），ポスター発表コアタイム　13：00～14：00
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（15：45－16：00 総合討論）

世話人：倉本真一（s.kuramoto@jamstec.go.jp）・芦寿一郎

9月19日（金）14：00－17：45 B501会場
座長：25―29 芦寿一郎，30―34 坂口有人，35―38 倉本真一

14：00 趣旨説明 ……………………………………世話人

O―25 14：15 （招待講演）地殻変動データで見る南海トラフ

の巨大地震発生サイクル ………………鷺谷　威

O―26 14：30 熊野灘沖地震発生帯イメージング

………………倉本真一・岡野　正・橋本　創・

田中英樹・平　朝彦

O―27 14：45 南海地震発生帯・四万十帯比較研究

……………………………………………木村　学

O―28 15：00 四万十帯震源断層からみた固着域の歪みの分配

……………………………………………坂口有人

O―29 15：15 OST浅部域の断層岩 …………………向吉秀樹・

坂口有人・大槻憲四郎

O―30 15：30 地震性摩擦発熱による断層ガウジの保磁力の増

大 ………………福地龍郎・溝口一生・嶋本利彦

O―31 15：45 プレート境界岩としてのメランジュと地震断層

岩 ……………北村有迅・佐藤活志・池澤栄誠・

池原（大森）琴絵・木村　学・近藤英樹・

氏家恒太郎・大西セリア智恵美・川端訓代・

橋本善孝・向吉秀樹・眞砂英樹

O―32 16：00 メランジュの小断層解析により検出された地震

発生帯浅部境界付近における正断層性応力場

………………………………佐藤活志・木村　学

O―33 16：15 Isocon法を用いた圧力溶解変形による付加体泥

質岩の体積変化 …………川端訓代・池澤栄誠・

木村　学・田中秀実

O―34 16：30 南海付加体デコルマ帯における変形と間隙水圧

変動 …………氏家恒太郎・久光敏夫・平　朝彦

O―35 16：45 南海トラフ地震発生帯掘削の事前調査－潜水艇

による冷湧水と地質構造の研究－

………………芦寿一郎・木下正高・倉本真一・

Nankai-SEIZ

O―36 17：00 熊野海盆及び熊野泥火山群の形成過程

………………森田澄人・芦寿一郎・佐伯龍男・

青池　寛・澤田拓也・倉本真一

O―37 17：15 サイスミックアトリビュート解析を用いた南海

トラフにおけるデコルマの物性に関する研究

……辻　健・中村恭之・松岡俊文・山田泰広・

徳山英一・倉本真一・Bangs, Nathan. L.

O―38 17：30 （招待講演）「ちきゅう」掘削による南海トラフ

地震発生帯解明計画ーサンプリング・ロギン

グ・モニタリング統合観測ー

…………木下正高・木村　学・Tobin, Harold・

IODP南海掘削提案者一同

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―2 粘土鉱物のリング剪断その場赤外スペクトル測定

……………………………廣野哲朗・田中秀実・中嶋　悟

P―3 サイスミックプロファイルからみた熊野海盆の泥火山

…………………市橋孝二・中村恭之・倉本真一・竹内章

世話人：星住英夫（h.hoshizumi@aist.go.jp）・金子隆之

9月19日（金）14：00－17：00 A302会場
座長：39―44 金子隆之，45―50 星住英夫

O―39 14：00 雲仙科学掘削の概要と成果 …………宇都浩三・

中田節也・星住英夫・清水　洋

O―40 14：15 （招待講演）雲仙火山科学掘削USDP－1，－2，

－3コアのK-Arおよび40Ar/39Ar年代測定

…………………松本哲一・星住英夫・宇都浩三

O―41 14：30 科学掘削により明らかになった雲仙火山の形成

史 ……………星住英夫・宇都浩三・松本哲一・

栗原　新・小栗和清

O―42 14：45 雲仙火山噴出物の岩石学的特徴とその時間変化

………………下司信夫・星住英夫・小栗和清・

Hoang NGUYEN・松本哲一・宇都浩三

O―43 15：00 雲仙火道掘削の科学目標と現状について

…中田節也・佐久間澄夫・清水　洋・宇都浩三

O―44 15：15 ボーリングコア・カッティングス解析から推定

される雲仙火山のマグマプロセス

………………黒川　将・中田節也・吉本充宏・

秋政貴子・星住英夫

O―45 15：30 富士山における火山体掘削と総合的観測研究の

概要 …………金子隆之・渡辺秀文・鍵山恒臣・

吉本充宏・中田節也・藤井敏嗣

O―46 15：45 富士火山における掘削調査：FJ-1，2，3，4で得

られた試料の概要 ……………………吉本充宏・

嶋野岳人・金子隆之・安田　敦・

藤井敏嗣・中田節也

O―47 16：00 小御岳火山とはなにか

……高橋正樹・須合辰也・西　直人・永井　匡

O―48 16：15 新富士火山山頂部の形成史

……石塚吉浩・山元孝広・高田　亮・中野　俊

O―49 16：30 富士宝永噴火噴出物：噴火推移と化学組成変化

………………藤井敏嗣・吉本充宏・金子隆之・

中田節也・安田　敦

O―50 16：45 富士火山宝永スコリアの斑晶メルト包有物のイ

オウ組成

……山口佳昭・桜井正幸・太田　靖・原田英男

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―4 雲仙活断層群の最近10万年間の活動

……………長岡信治・雲仙活断層研究グループ

P―5 科学掘削コアおよび周辺地表にみられる雲仙火山噴出物

の粒度特性 ………………栗原　新・星住英夫・鹿野和彦

P―6 富士火山，貞観噴火と宝永噴火：ガラス包有物からのア

プローチ ………………………………古川晃子・藤井敏嗣

4．火山体掘削：雲仙火山と富士山の噴火史・
噴火ダイナミクスの解明に向けて

3．南海トラフ地震発生帯掘削
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世話人：藤原　治（fujiwara@tono.jnc.go.jp）・池原　研・七山

太

9月21日（日）9：00－12：00 A201会場
座長：51―54 鎌滝孝信，55―58 池原　研，59―60 藤原　治

O―51 9：00 地震イベント堆積物の研究展望

…………………藤原　治・池原　研・七山　太

O―52 9：15 深海底タービダイトからみた1940年積丹半島沖

地震震源域周辺の地震発生間隔

…………………池原　研・板木拓也・保柳康一

O―53 9：30 地震性タービダイト：室戸沖南海トラフ

KR9705P1の例……………岩井雅夫・藤原　治・

門馬大和・岡村　眞・白石昭史

O―54 9：45 釧路海底谷の谷底から見出されたタービダイト

………………………………野田　篤・辻野　匠

O―55 10：00 陸棚・深海の厚層理津波（？）堆積物

……………………………松本　弾・増田富士雄

O―56 10：15 津波堆積物の内部構造と貝化石群

………………………………鎌滝孝信・藤原　治

O―57 10：30 房総半島南部巴川に分布する完新世津波堆積物

中の有孔虫群集組成とその層位変化

……………内田淳一・阿部恒平・長谷川四郎・

藤原　治・鎌滝孝信

O―58 10：45 津波が陸上に残す堆積物の研究意義

……………………………………………七山　太

O―59 11：00 丹後半島間人地域における新第三系水中火砕流

堆積物の液状化によるカリフラワー状ドーム構

造 ………………紺谷吉弘・京都地学教育研究会

O―60 11：15 遺跡で検出される地震の痕跡 …………寒川　旭

（11：30 ポスター発表の紹介および総合討論）

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―7 トルコ北西部ゲムリック湾およびイズミット湾における

海底活断層 ……………山盛邦生・岡村　眞・松岡裕美・

粟田泰夫・Ismail Kuscu・Selim Ozalp

P―8 北海道東部，厚岸町史跡国泰寺跡において認められた歴

史および先史津波の痕跡 …………添田雄二・赤松守雄・

山田悟郎・熊崎農夫博・七山　太・古川竜太・

澤井祐紀・佐竹健治・中川　充・重野聖之・

石井正之

世話人：楡井　久（nirei@mx.ibaraki.ac.jp）・田崎和江・和田信

彦・丸茂克美・吉田英一・難波謙二・高嶋恒太

9月20日（土）10：15－12：00 A202会場
座長：61―63 上砂正一，64―66 高嶋恒太

10：15 趣旨説明 …………………………………楡井　久

O―61 10：30 地層処分の長期安定性にかかわる日本近海のプ

レート運動史 ………………高橋　晋・吉田鎮男

O―62 10：45 ダムの環境地質学－排砂による下流への影響－

………………國峯由貴江・森川俊和・田崎和江

O―63 11：00 イラク戦争中，イラクから日本に運搬された炭

素粒子の粉塵 …………………………田崎和江・

田崎ゼミ研究グループ・山本政儀・周　国平

O―64 11：15 ナホトカ号流出重油の残留状況

……西川　治・沢野伸浩・長谷川卓・田崎和江

O―65 11：30 旧日本軍の毒ガス兵器による地質汚染

………………楡井　久・藤崎克博・難波謙二・

大脇正人・吉田　剛・篠原　誠・

加藤木真紀・大島健太・小原崇嗣・

寺田亜紀・布施太郎・金城有吾・古橋優剛

O―66 11：45 VOCs個体汚染源による地下空気汚染形態

………………大脇正人・板津　透・小原崇嗣・

篠原　誠・楡井　久・楠田　隆

9月20日（土）14：00－17：00 A202会場
座長：67―70 大脇正人，71―74 難波謙二，75－78 田崎和江

O―67 14：00 粘土層中におけるトリクロロエチレンの挙動

………………………………上砂正一・田中　武

O―68 14：15 揚水対策現場における地下水ポテンシャル分布

と水質浄化効果の確認事例 …………久留景吾・

手塚裕樹・和知　剛・秋葉義彦・香川　淳・

酒井　豊・楠田　隆・古野邦雄

O―69 14：30 地すべり防止施設（水抜ボーリング）に形成さ

れるバイオマットとその影響 ………高橋直人・

白石秀一・瀬川宏美・田崎和江

O―70 14：45 地すべり地帯の水抜き穴に形成されたバイオマ

ットの多様性 ……………瀬川宏美・白石秀一・

高橋直人・田崎和江

O―71 15：00 鉄を含む地下水に生息する鉄バクテリアのバイ

オマット形成 ………………佐藤一博・田崎和江

O―72 15：15 リモナイト鉱床形成における微生物のはたらき

………………………………盛一慎吾・田崎和江

O―73 15：30 温泉に生息する微生物によるヒ素の生体鉱物化

作用 ………………………宮田浩志郎・田崎和江

O―74 15：45 Electron microscopical  observation of minerals

formed in the Southern Kamchatskaya

geothermal province,Russia

………Belkova N. L.・Tazaki K・Okrugin V. M.

O―75 16：00 キラウエア火山堆積物に検出される化学独立栄

養微生物……………難波謙二・Kari Dunfield・

高橋あすか・Gary King

O―76 16：15 クエン酸アルミニウム分解性菌の分布と性質に

ついて …………高嶋恒太・難波謙二・楡井　久

O―77 16：30 微生物による粘土鉱物の生成－イモゴライトを

例にして－ …………………森川俊和・田崎和江

O―78 16：45 潮来市内沖積層における微生物分布と地質環境

………………宮坂　郁・難波謙二・加藤憲二・

楡井　久・福永　栄・菅野　毅

世話人：井内美郎（yinouchi@sci.ehime-u.ac.jp）・高安克己・新

7．沖積層層序区分に関する新展開

6．Green Geologyと地質汚染・有害地質の
浄化・除去

5．地震イベント
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妻信明・岡　孝雄・中山俊雄・長谷義隆・三田村宗樹・

木村克己・卜部厚志・立石雅昭・斎藤文紀・稲崎富士

9月20日（土）10：30－17：00 A301会場
座長：はじめに，79―81高安克己，82―85 斎藤文紀，86―89 卜

部厚志，90―93 長谷義隆，94，総合討論　井内美郎・三

田村宗樹・立石雅昭

10：30 はじめに …………………………………中山俊雄

O―79 10：45 関東平野の沖積層層序と課題 …………遠藤邦彦

O―80 11：00 東京湾沿岸域の沖積層 ………………石綿しげ子

O―81 11：15 完新統・更新統境界の工学的意味 ……大里重人

O―82 11：30 諫早湾の沖積層 …………………………籾倉克幹

O―83 11：45 筑紫平野の沖積層層序区分における「島原海湾

層問題」について ………………………下山正一

O―84 14：00 九州西部熊本平野―有明海域の沖積層

…長谷義隆・平城兼寿・岩内明子・中原功一朗

O―85 14：15 出雲平野の沖積層と古環境 …………高安克己・

出雲古代景観復元チーム

O―86 14：30 沖積層基底礫層の層位 …………………牧之内猛

O―87 14：45 新潟，越後平野の沖積層：層序区分，堆積盆の

特性 …………小林巌雄・田中里志・鴨井幸彦・

安井　賢・立石雅昭

O―88 15：00 北海道石狩低地帯および天塩平野の沖積層層序

区分と問題点 ……………………………岡　孝雄

O―89 15：15 内湾域“沖積層”の層序区分についてー瀬戸内

海を例にー ………………………………井内美郎

O―90 15：30 東京低地から中川低地の沖積層の堆積システム

と層序区分 ………………木村克己・宮地良典・

石原与四郎・田辺　晋・稲崎富士・

中島　礼・原未来也・中山俊雄・

中沢　努・堀　和明・斎藤文紀

O―91 15：45 東京低地から中川低地の沖積層における貝化石

群集の変遷 ………………中島　礼・木村克己・

田辺　晋・宮地良典・石原与四郎

O―92 16：00 東京低地および中川低地の沖積層コア（GS-KM-

1，GS-SK-1）の高精度解析―堆積相・堆積物物

性・化学特性― ………………………田辺　晋・

石原与四郎・木村克己・宮地良典・

中島　礼・原未来也・河合小百合・

石原園子・堀　和明

O―93 16：15 中川低地域の沖積層の土質特性 ……稲崎富士・

木村克己・宮地良典・石原与四郎・

田辺　晋・八戸昭一

O―94 16：30 東京低地の沖積層とくに七号地層について

……………………………………………中山俊雄

（16：45 総合討論）

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―9 音波探査記録から見た備讃瀬戸海域の過去約１万年間の

地史 …………………大平　亮・塩屋藤彦・井内美郎

P―10 猫瀬戸東方海域の底質分布と海峡形成史 ……中條喜友・

井上卓彦・大平　亮・布川裕也・井内美郎

世話人：川幡穂高（h.kawahata@aist.go.jp）

9月19日（金）14：00－16：30 A402会場
座長：95―97 板木拓也，98―100 川幡穂高，101―103 黒柳あず

み

14：00 IMAGES（国際全海洋変動研究）の研究の趣旨

と現状

O―95 14：15 北西太平洋　下北沖における過去３万年間の放

散虫群集変遷 ……………干場真弓・本山　功・

成田尚史・池原　研・川幡穂高・小田啓邦・

佐藤高晴・南　秀樹

O―96 14：30 浮遊性有孔虫群集に基づく北西部北太平洋の古

環境復元 ………………黒柳あずみ・川幡穂高・

大串健一・成田尚史・南　秀樹・干場真弓

O―97 14：45 北西太平洋における14万年前以降の海洋深層環

境の変化：鹿島沖IMAGESコアMD01-2421の底

生有孔虫群集から …………金子大輔・的場保望

O―98 15：00 鹿島沖コア（IMAGES, MD2421）の高精度磁気

層序 …………………………林田　明・小田啓邦

O―99 15：15 日本海南部における過去15万年間の放散虫群集

変化：コアMD01-2407の記録から

………………板木拓也・渡辺哲子・藤根和穂・

南　育絵・多田隆治

O―100 15：30 野尻湖底堆積物に基づく過去６万年間の古気候

復元 …………公文富士夫・金丸絹代・田原敬治

O―101 15：45 四国沖IMAGESコアを用いた過去３万年間のア

ルケノン古水温変動 ………………松田あゆり・

池原　実・外西奈津美・村山雅史・

安田尚登・河村公隆・川幡穂高

O―102 16：00 北部東シナ海における海洋環境変動

……………………………………………川幡穂高

O―103 16：15 沖縄トラフIMAGES coreの底生有孔虫群集解析

……………………………氏家　宏・氏家由利香

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―11 完新世のオホーツク海南西部深層域における貧酸素化に

ついて－MD01-2412の底生有孔虫群集に基づいて－

………………………………………吉本直一・長谷川四郎

P―12 過去18万年間のシャツキー海膨における底生有孔虫群集

の変動 …………………畑　元子・根本直樹・大串健一

世話人：波田重熙・永広昌之・久田健一郎・上野勝美・小嶋

智・脇田浩二（koji-wakita@aist.go.jp）

9月21日（日）9：00－16：00 A202会場
座長：104―107 一瀬めぐみ，108―110 奥沢康一，111―114 小

嶋　智，115―117 亀高正男，118―120 脇田浩二

9：00―9：15 主旨説明

O―104 9：15 東・東南アジアの海洋プレート層序

9．東アジアの構造発達史と
ゴンドワナ・テチス

8．第四紀における海洋と陸域の環境変動
－IMAGESコアなどによる気候変動と

海洋環境の解析－
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…………………………脇田浩二・Ian Metcalfe

O―105 9：30 アンダマンオフィオライトの地質・岩石および

その起源………………新井田清信・山元正継・

安井光大・Dhanapati Haldar

O―106 9：45 ベンガル扇状地から産出した砕屑性クロムスピ

ネル・ザクロ石とそのテクトニックな意

義………………………………………奥沢康一・

久田健一郎・黒田潤一郎・荒井章司

O―107 10：00 Reconstruction of tectonic evolution of the Sa

Kaeo-Chanthaburi accretionary complex,

eastern Thailand ～　Detrital chromian spinel

studies ～

………………Vichai CHUTAKOSITKANON, 

Ken-ichiro HISADA, 

Punya CHARUSIRI and Shoji ARAI

O―108 10：15 タイ国，サケオ・チャンタブリー地域における

ペルム紀－三畳紀付加コンプレックスの古地温

度構造…………………………………原　英俊・

Vichai CHUTAKOSITKANON・

久田健一郎・Punya CHARUSIRI

O―109 10：30 Paleogeographic significance of Permo-

Carboniferous glacial marine deposit in

Peninsular Thailand

…………………………Tianpan AMPAIWAN, 

Ken-ichiro HISADA, and Punya CHARUSIRI

O―110 10：45 インドシナブロック北部における後期古生代テ

クトニクス試論…………………………吉田孝紀

O―111 11：00 中国雲南省昌寧一孟連帯に分布するパレオテチ

ス海山型石灰石：層序と有孔虫群集変遷

………………上野勝美・王　玉浄・堤　聡衣・

中澤　努・王　向東

O―112 11：15 揚子プラットフォーム北東部の中部ペルム系リ

ン酸塩－チャート堆積物　－特に海緑石とリン

酸塩ノジュールについて－

…亀高正男・武辺勝道・永井ひろ美・朱　嗣昭

O―113 11：30 岡山県成羽層群から後期三畳紀非海生二枚貝化

石Jiangxiellaの発見とその意義

………田中　均・Jinhua CHEN・高橋　努・

一瀬めぐみ・沖村雄二

O―114 11：45 山中白亜系の後背地の推定－アジア大陸東縁部

の白亜紀前期古地理－……………一瀬めぐみ・

久田健一郎・田中　均・高橋　努

O―115 14：00 舞鶴帯は飛騨帯に衝上する：福井県東部飛騨外

縁帯二畳系野尻層群の地質と岩石

………………………………石渡　明・松澤真樹

O―116 14：15 南部北上帯からPerrinites（ペルム紀アンモノ

イド）の発見とその層位学的・古生物地理学的

意義……………永広昌之・御前明洋・長谷川精

O―117 14：30 北中国－南中国ブロック間の衝突年代に関する

制約：北中国ブロックのジュラ紀古地磁気極…

………………………………宇野康司・黄　宝春

O―118 14：45 極東ロシア，シホテアリン山地のペルム紀・ジ

ュラ紀付加テクトニクス……………小嶋　智・

山北　聡・鈴木紀毅・大藤　茂・永広昌之

O―119 15：00 横ずれ説：日本列島の構造発達についての１モ

デル………………………………………田沢純一

O―120 15：15 大陸縁辺域における大規模な横ずれ断層運動

……………………………………………波田重熙

（15：30―16：00 総合討論）

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―13 黒瀬川帯：海嶺沈み込みにより生じたトランスフォーム

断層帯か？……………………………加藤　潔・坂　幸恭

P―14 北東アジア数値地質構造図の編集とその特徴

………………………小笠原正継・脇田浩二・須藤定久・

W.J.Nokleberg・M.Kuzmin・A.l.Khanchuk・

G.Badarch・H.Yan・D.H.Hwang

学校教育委員会・地質科学連合・地質学研究連絡委員会共催

世話人：天野一男（kazuo@mx.ibaraki.ac.jp）・公文富士夫・阿部

国広・佐瀬和義

9月20日（土）14：00－15：45 A302会場
座長：121―123 天野一男，124―126 阿部国広，127 公文富士

夫

O―121 14：00 高等学校理科教育の多様化と課題－選択の幅の

拡大で希薄になる中高間の系統性－…中尾征三

O―122 14：15 指導要領・教科書から見る地球科学の学習と私

の実践……………………………………田中　博

O―123 14：30 指導要領における地質学教育と私の実践

……………………………………………小野　洋

O―124 14：45 地球科学を学ぶ生徒が少ない高校現場での実践

…………………………………………長谷川静雄

O―125 15：00 教員養成系大学における小中学校の教員養成

……………………………………………高橋　修

O―126 15：15 観察事項を基にしたコミュニケーション活動～

博物館での地学講座実践から～………田口公則

O―127 15：30 これからの教科書について……………今吉拓哉

世話人：斎藤　眞（saitomkt@ni.aist.go.jp）・岡田　誠・天野一

男

9月19日（金）14：00－17：00 B301会場
座長：128―131 川村信人，132―135 高橋　浩，136―139 川上

俊介

O―128 14：00 北海道雌阿寒岳，ポンマチネシリ赤沼火口開口

以降の環境変動……………池田保夫・櫻間静恵

O―129 14：15 下部中新統，滝の上層中の“蛇紋岩”

………………加藤孝幸・新井田清信・高橋功二

O―130 14：30 北部北上山地東縁，種市町周辺に分布する新第

三系について

……………八木下晃司・小布施明子・栗田裕司

11．地域地質・地域層序

10．初等中等教育における地学教育の現状と
将来展望－地球を理解する

若い芽を育てよう－
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O―131 14：45 古典的試料，“仙台産石灰質団塊”の後期中新

世珪藻化石群集とその意義……………秋葉文雄

O―132 15：00 石炭質ナンノ化石からみた秋田県沿岸部北由利

衝上断層群の活動時期

………………佐藤時幸・小川由梨子・金子光好

O―133 15：15 朝日山地東縁の剪断帯－大井沢構造帯の南方延

長部について－……………大友幸子・大泉瑠里

O―134 15：30 栃木県北西部の足尾帯中生層

…………………指田勝男・上松佐知子・滝沢茂

O―135 15：45 関東山地，白亜系跡倉層に貫入する白亜紀石英

閃緑岩………………………竹内圭史・牧本　博

O―136 16：00 千葉県中央部地域の地質構造調査（その１）

……………………………………………浅尾一巳

O―137 16：15 房総半島新第三系三浦層群における古地磁気学

的研究と回転テクトニクス

………………………………岡村雅之・岡田　誠

O―138 16：30 テフラからみた君津・木更津地域の中・上部更

新統………………………………………佐藤弘幸

O―139 16：45 赤石構造帯北部，水窪町地域の地質と放散虫化

石…………………………………………村松　武

9月20日（土）9：00－11：45 B301会場
座長：140―143 長森英明，144―147 吉川敏之，148―151 斎藤

眞

O―140 9：00 飛騨山脈の第四紀における隆起上昇史の解明－

北部フォッサマグナの埋没続成作用の検討－

………………………………川上郁夫・福澤仁之

O―141 中止（欠番）

O―142 9：15 丹沢山地北東部を構成する水中火山砕屑岩類の

堆積層………………………松原典孝・天野一男

O―143 9：30 南部フォッサマグナにおける中新世水中火山の

特徴 …………………天野一男・A. J., Martin・

依田直樹・会津隆士・田中館宏橘・

納谷友規・原田明敏・松原典孝・

遠藤和麻・山浦亮一

O―144 9：45 瀬戸内火山岩と外帯花こう岩および同時期の周

辺地質体の時空分布………角井朝昭・新正裕尚

O―145 10：00 長野県富草層群（中新統）上部の層序

……………………………………………細山光也

O―146 10：15 岐阜県瑞浪市北方に分布する下部～中部中新統

瑞浪層群本郷累層の火砕流堆積物

……………………………………………林　譲治

O―147 10：30 富山県・八尾地域に分布する下部～中部中新統

の古磁気学的研究

………………玉置真知子・伊藤康人・渡辺真人

O―148 10：45 反射法地震探査から見た北陸沖新第三紀堆積盆

の構造………………………伊藤康人・荒戸裕之

O―149 11：00 福井県勝山市北谷地域に分布する手取層群北谷

層の堆積環境と古土壌………………久保田克博

O―150 11：15 南条山地美濃帯北縁部における層序区分の問題

点…………………………………………中江　訓

O―151 11：30 神戸市東部，“渦ヶ森断層”と“王子断層”の

再検討………………………宮田隆夫・川村昌子

9月20日（土）14：00－17：00 B301会場
座長：152―155 中江　訓，156―159 宮本隆実，160―163 石田

啓祐

O―152 14：00 広島県細見谷地域の地質構造………宮本隆実・

古川耕三

O―153 14：15 西南日本白亜系関門層群の古土壌

…………堀内　悠・久田健一郎・Yong Il Lee

O―154 14：30 黒瀬川帯シルル紀炭酸塩岩の層序と微相特性

……………川村寿郎・高野洋平・足立奈津子・

江崎洋一・ 山哲夫

O―155 14：45 四国東部秩父累帯の地帯区分と層序－四国中・

西部の対比のために－

………………………………石田啓祐・香西　武

O―156 15：00 四国東部秩父累帯の地帯区分に基づく白亜紀二

枚貝フォーナの再検討

………………………………香西　武・石田啓祐

O―157 15：15 大分県津久見市無垢島の下部白亜系

………………………………高橋　努・田中　均

O―158 15：30 北西九州，日比水道周辺における野島層群相当

層の分布…………………………………河野重範

O―159 15：45 九州領家帯の原岩（地質）の時代

……………………………豊原富士夫・村田正文

O―160 16：00 鹿児島県上甑島地域における構造発達史

………………………………藤内智士・清川昌一

O―161 16：15 九州四万十帯の中期始新世付加体の形成とその

影響………………………………………斎藤　眞

O―162 16：30 南中国欽州に分布するデボン紀新世から石炭紀

古世の含放散虫珪質岩層とＦ／Ｆ境界問題

…………………角和善隆・夏　文臣・王　国慶

O―163 16：45 東南アジア半島部の前・中期古生代堆積相と古

環境……………………上松佐知子・指田勝男・

Salyapongse, S.・Sardsud, A.

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―15 韓国釜山地域に分布する沖積層の堆積環境の変遷

………岩城啓美・北田奈緒子・宮川ちひろ・斎藤礼子・

諏訪靖二・後川裕一・正垣孝晴・朴　性栽・鄭　京皖

P―16 ベトナム，ホーチミン市東方における層序，段丘区分，

OSL年代北沢俊幸・中川貴博・橋本哲夫・立石雅昭

P―17 ニュージーランド北島アローロックスにおけるペルム紀

中－後期の遠洋性堆積物の岩相変化 …………竹村静夫・

坂本慎吾・竹村厚司・西村年晴・相田吉昭・

酒井豊三郎・中村洋一・山北　聡・鎌田祥仁・

堀　利栄・榊原正幸・大金　薫・鈴木紀毅・

K. Bernhard Spörli・Hamish J. Campbell

P―18 北海道幌延地域におけるヌカナン断層群の断層露頭とそ

の意義 ………………………………安江健一・高橋一晴

P―19 蝦夷東帯・中部蝦夷層群基底部の新たな不整合露頭

………………川村信人・森谷明博・植田勇人・望月　貴

P―20 中止（欠番）

P―21 北上山地における前期白亜紀アダカイト質花崗岩の貫入

とそれに伴う変形－５万分の１地質図幅「綾里」を例

に－ ……………………………………西岡芳晴・吉川敏之

P―22 古生代付加体早池峰帯の構造層序と南部北上帯－５万分
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の１「早池峰山」図幅の地域地質（その５）

………………………中川　充・北上古生層研究グループ

P―23 ５万分の１地質図幅「須原」地域の地質

……………高橋　浩・豊島剛志・志村俊昭・原　英俊・

竹内圭史・酒井　彰・中野　俊

P―24 房総半島中部，木更津地域における第四系の層序と分布

……………………………小松原琢・中澤　努・兼子尚知

P―25 大深度ボーリング掘削から見た関東平野の地下地質～特

に堆積層の分布形態について～ ……林　広樹・笠原啓司

P―26 房総半島南部の新第三系層序から発信する付加体地質学

………………………………………………………川上俊介

P―27 北関東地域の第三系火山岩の層序対比と発達史

………………………………………………………吉川敏之

P―28 関東山地北東部岳山クリッペ“跡倉層”の方解石脈に発

達する変形双晶 ………………………近重史朗・小坂和夫

P―29 白亜系銚子層群の地質について ………………松原義嘉・

久田健一郎・一瀬めぐみ・奥澤康一

P―30 北アルプス南部，梓川流域の活断層群の運動像

…………………………………………永吉哲也・大塚　勉

P―31 長野県の北部フォッサ・マグナ地域における標準層序の

小川層，柵層，猿丸層の再検討 ……長森英明・古川竜太

P―32 南部フォッサマグナ御坂山地西部の火山岩類について

………………青木智彦・松田泰治・金　容義・山本玄珠

P―33 巨摩層群と西八代層群及び富士川層群との層序・構造対

比 ………………………………………尾崎正紀・杉山雄一

P―34 瀬戸川帯大岳衝上体ビク石山周辺の地質構造

………………………………………………………高橋直樹

P―35 浜名湖北東地域の秩父帯中・古生界 …………丹羽耕輔・

大塚　勉・束田和弘・柏木健司・丹羽正和

P―36 山中断層を横断する中新世流紋岩岩脈について

…森　幸仁・北川陽一・入谷　剛・永田高弘・丹羽　茂

P―37 福井県三方五湖周辺，丹波帯緑色岩中の斜長石巨斑晶玄

武岩 …………………………小泉一人・石渡明・市山祐司

P―38 江津層群のFT（フィッション・トラック）年代

………………永井淳也・山内靖喜・永島晴夫・大平寛人

P―39 山口県北西部に分布する白亜紀阿武層群の火山層序・構

造 ……………井村　隼・高橋厳己・今岡照善・井川寿之

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―40 対馬北部における第三紀の堆積環境-砂岩層の堆積構造と

海底地すべり堆積物- ………………………………山口悠哉

P―41 大分市丘陵地から別府湾に分布する碩南・大分層群の地

質 ………………………………………竹友祥平・本座榮一

P―42 沖縄県，名護層の変形相と風化相（その１）

…………………………………………竹之内耕・大河内誠

P―43 沖縄県，名護層の変形相と風化相（その２）

…………………………………………大河内誠・竹之内耕

世話人：黒川勝巳・亀尾浩司・岡田　誠（okada@mx.ibaraki.ac.

jp）

9月21日（日）9：00－10：45 B301会場

座長：岡田　誠

O-164 9：00 給源から約200kmを流走したSK110および

SK100テフラ……………黒川勝己・矢萩春菜・

丹真紀子・長瀬美香子・坂井　一

O―165 9：15 岩手県岩手郡地方に分布するテフラの層序につ

いての新知見……………………………照井一明

O―166 9：30 中央日本における4Ma頃の広域火山灰層；坂井

（東海層群）―砂小谷（北陸層群）―Ya-５（西

山層）火山灰層の対比

…………………田村糸子・山崎晴雄・水野清秀

O―167 9：45 浜名湖東岸で発見された古期御岳火山起源軽石

とその意義………………………………竹下欣宏

O―168 10：00 三浦層群安野層と東海層群常滑層の火山灰対比

からみた鮮新統広域層序とその年代

……………………………………………里口保文

O―169 10：15 テフラ層序に基づく銚子地域の犬吠層群小浜層

と房総半島の上総層群黄和田層，大田代層およ

び梅ヶ瀬層との対比

…………………藤岡導明・亀尾浩司・小竹信宏

O―170 10：30 関東地方中央部における石灰質ナンノ化石層序

と地下構造

…………………千代延俊・佐藤時幸・石川謙一

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―44 上北平野における海成段丘の形成と平野の埋積過程

……………………………………………………桑原拓一郎

P―45 東北日本弧南部における中新世中期～後期のテフラ層

………………………………………………………平中宏典

P―46 DAPプラスチックディテクターを用いたジルコン，アパ

タイトのフィッショントラック年代測定：紀伊半島北部，

室生火砕流堆積物と地獄谷層石仏凝灰岩の例

………………岩野英樹・吉岡　哲・暖腹　徹・鶴田隆雄

P―47 北太平洋の漸新世・新第三紀珪藻化石層序の高精度化

－ODP Leg145 Site887Cの珪藻化石層序の再検討－

…………………………………………渡辺真人・柳沢幸夫

世話人：西村　昭（akira-nishimura@aist.go.jp）・湯浅真人・氏

家　宏

9月20日（土）10：00－12：00 A402会場
座長：171―174 塚脇真二，175―178 川村喜一郎，

O―171 10：00 オホーツク海南西部における完新世後期の海洋

環境の復元…………………小森次郎・福沢仁之

O―172 10：15 石狩湾の現世堆積作用…………………片山　肇

O―173 10：30 三陸沖ODPコア（Site 1151）の鮮新－更新統

の底生有孔虫群集…………野村寛昭・的場保望

O―174 10：45 沖縄トラフで採取された深海堆積物の古流向解

析…………川村喜一郎・池原　研・藤岡換太郎

O―175 11：00 南西諸島の海底鍾乳洞

…………………杉崎彩子・石川賀子・木村政昭

O―176 11：15 カンボジアのトンレサップ湖およびメコン河下

流域における完新世環境変遷史……塚脇真二・

13．海洋地質

12．地域間層序対比と年代層序スケール
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O―177 11：30 ODP Leg204 Hydrate Ridgeにおけるガスハイ

ドレートの分布と間隙水の異常

………戸丸　仁・ODP Leg204乗船研究者一同

O―178 11：45 南海トラフ－付加体からの含メタン流体の排出

……………………………松本　良・陳　毅風・

第２白嶺丸02航海乗船研究者

9月20日（土）14：00－16：00 A402会場
座長：179―182 倉橋稔幸，183―186 荒井晃作

O―179 14：00 奥尻海嶺北部の逆断層システム………岡村行信

O―180 14：15 北海道南東部　釧路沖隆起帯と十勝沖沈降帯の

新第三系音響層序と地質構造

………………………………辻野　匠・岡村行信

O―181 14：30 音波探査および潜航調査にもとづく浜松沖陸棚

斜面の地質構造…………荒井晃作・岡村行信・

池原　研・倉本真一

O―182 14：45 北西太平洋シャツキーライズ北方（ODP Site

1179）の前期白亜紀海洋底玄武岩の不均質性に

ついて……………………………………早坂康隆

O―183 15：00 音波探査記録から見た関門海峡海底の地質構造

……………………………………………倉橋稔幸

O―184 15：15 小笠原海域，母島海山の地形・地質；望星丸

2003－04・05海洋実習航海…………金　容義・

根元謙次・坂本　泉・佐藤　武・乗船者一同

O―185 15：30 小笠原海域，母島海山北部の粘土鉱物；望星丸

2003年04・05海洋実習航海

……東　豊土・坂本　泉・金　容義・根元謙次

O―186 15：45 スマトラ断層南端とスンダ海峡沖のテクトニク

ス……………………………徐　垣・斉藤実篤・

YK02－07調査航海乗船研究者一同

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―48 大型地球海洋観測船「みらい」の運用，観測機器，ミッ

ション，そしてBEAGLE2003 ………………藤岡換太郎・

前野克尚・奥村　智・末吉惣一郎・GODI観測研究部

P―49 西赤道大西洋Demerara Riseにおいて採取された白亜紀黒

色頁岩と暁新世/始新世境界堆積物－ODP Leg 207航海報

告－ ……………………菅沼悠介・西　弘嗣・近藤朋美・

ODP Leg 207乗船研究者一同

P―50 西赤道太平洋ODP Hole 807Aの上部第四系石灰質ナンノ

化石層序－モンスーン強度変化と関連して－

…………………………成清玲香・渡辺美紀子・佐藤時幸

P―51 海砂採取後の海域における地形変化－三原瀬戸を例に－

…………………………岩本直哉・塩屋藤彦・井上卓彦・

大平　亮・井内美郎

P―52 駿河湾西岸の静岡・清水海岸における海岸線変化の数量

化 ……………………………………………………村上文敏

P―53 タイ沖浅層における三次元地震波探査データの地形学的

考察 ………松岡俊文・佃　十宏・藤井康友・山田　真・

加地時夫・山田泰広

P―54 燧灘東部海域で確認された第四紀層の海底地質構造の連

続性と性状 …塩屋藤彦・大平　亮・三井拓也・井内美郎

P―55 音波探査記録からみた宍道低地帯東部の後期更新世以降

の地史 …………………井上卓彦・塩屋藤彦・岩本直哉・

天野敦子・井内美郎

P―56 若狭湾東部海域の地質構造について …………北川陽一・

入谷　剛・森　幸仁・林　和幸・鮎沢秀美・佐藤誉司

世話人：竹内　誠（takeuchi@eps.nagoya-u.ac.jp）・君波和雄

9月19日（金）14：00－14：45 A201会場
座長：竹内　誠

O―187 14：00 砕屑物組成データにおける定数和効果のlog-

ratio法による査定 ……………………太田　亨

O―188 14：15 伊豆・小笠原海溝底から採取されたピストン・

コアの鉱物・化学組成…………………青木三郎

O―189 14：30 砕屑岩組成からみた四万十帯と三波川変成帯と

の関連………………………君波和雄・小柳津篤

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―57 西南日本外帯及び日高帯の古第三紀付加体の砂岩組成と

堆積岩岩石区 ………………………………………酒井　彰

P―58 徳島県西部大歩危地域に分布する三波川帯砂質片岩中の

砕屑性ジルコンのCHIME年代

……………………………田中姿郎・鈴木和博・金子吾朗

P―59 REE組成から見た遠洋性堆積物の初期続成過程

…………………………………………武辺勝道・山本鋼志

世話人：山田茂昭（yamadas@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・井川

敏恵

9月21日（日）14：00－17：15 A201会場
座長：190―193 狩野彰宏，194―198 井川敏恵，199―202 山田

茂昭

O―190 14：00 揚子江ゴルジュの“Cap Carbonate”（先カン

ブリア系ドウシャントウ層群）の微細組織と鉱

物組成……………………山崎　梓・松本　良・

ホセイン・ガライ・李　　越・王　　偉

O―191 14：15 Facies differentiation of the Ordovician reefs

in South China ……………李　　越・松本　良

O―192 14：30 下部デボン系層孔虫がつくりだす微環境とマイ

クロバイアライトの組織の多様性

…………足立奈津子・江崎洋一・John Pickett

O―193 14：45 秋吉生物礁は石炭紀新世の全球的寒冷化にどの

ように応答したか？

………………佐野弘好・藤井さとみ・松浦布美

O―194 15：00 南中国，揚子地塊の最下部トリアス系マイクロ

バイアライトの形成規制要因

…江崎洋一・劉　建波・足立奈津子・長野正寛

O―195 15：15 宮古島に発達する縞状トゥファの高解像度安定

同位体微量元素解析………川合達也・萩原リサ

O―196 15：30 奈良県川上村入之波温泉に発達する縞状トラバ

ーチン組織……高島千鶴・佐藤貴子・狩野彰宏

O―197 15：45 同位体・化学組成から見た奈良県川上村入之波

15．炭酸塩岩の起原と地球環境

14．砕屑物組成・組織と続成作用
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温泉のトラバーチン堆積機構

………………………………狩野彰宏・高島千鶴

O―198 16：00 琉球列島，酸素同位体ステージ７－５期間の礁

性堆積物………山田茂昭・松田博貴・大村明雄

O―199 16：15 沖縄県南大東島の地下水の地球化学的特性

…松田博貴・州脇美智子・土井浩二・橋本直明

O―200 16：30 沖縄県南大東島大東層におけるドロマイト化作

用のモデル………………橋本直明・土井浩二・

松田博貴

O―201 16：45 駿河湾石花海周辺海域における炭酸塩チムニー

について…………………武内里香・松本　良・

沼波秀樹・小松原純子

O―202 17：00 炭酸塩フラックスから見た新生代海洋循環の変

化………………中森　亨・北村京子・中田新平

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―60 秋吉石灰岩層群の下部ペルム系におけるマイクロバイア

ライトの産状及びその堆積環境 …………………井川敏恵

P―61 秋吉石灰岩ペルム系にみられる干潟堆積物の特徴と出現

の周期性～コアおよび露頭観察～

……………………………中澤　努・上野勝美・鮎沢　潤

P―62 中 国 貴 州 省 ペ ル ム 系 石 灰 海 綿 礁 に 特 徴 的 な

Archaeolithoporellaの役割と成因

……………………………中井沙織・江崎洋一・劉　建波

P―63 中国貴州省・四川省における最下部トリアス系スロンボ

ライトを形成する微生物化石と球状構成物

……………長野正寛・江崎洋一・劉　建波・足立奈津子

P―64 上部ジュラ～下部白亜系鳥巣層群の石灰岩における石灰

質マイクローブの空間分布と微環境

…………………………………………白石史人・狩野彰宏

P―65 沖縄県宮古島南部地下ダムコアにみられる琉球層群の層

序と堆積環境 ………………………溝田あゆみ・松田博貴

P―66 中部琉球喜界島に分布する上部更新統産単体サンゴのウ

ラン系列年代 …………………………稲垣美幸・大村明雄

P―67 コンピューターシュミュレーションモデル“Facies 3D”

を用いた炭酸塩堆積物の堆積過程の復元－現世および第

四系琉球層群を例として ………………………中田武士・

松田博貴・岩橋龍太郎・辻　喜弘

P―68 炭酸塩安定同位体比の高感度定量法の開発と微小・個別

有孔虫殻への応用 …………………石村豊穂・角皆　潤・

井尻　暁・蒲生俊敬

P―69 シロウリガイ貝殻の化学組成とメタン湧水強度変化

…………………………小松原純子・松本　良・比屋根肇

世話人：高野　修（takano-o@rc.japex.co.jp）・酒井哲弥

9月19日（金）15：00－16：45 A201会場
座長：203―206 齋藤高浩，207―209 高野　修

O―203 15：00 北ベトナム白亜紀堆積盆のテクトニクスとイン

ドシナ変動………………坂井　卓・坂　幸恭・

平野弘道・安藤寿男・加藤　潔・太田　亮・

Le Thi Nghinh・Khien Nguyen Xuan・

Khien Nguyen Linh

O―204 15：15 ゴンドワナ超大陸における後期古生代氷河の衰

退と堆積作用：インド，オリッサ州タルチール

堆積盆の例……………………………前島　渉・

Rajashree Das・K.L. Pandya・林　美明子

O―205 15：30 東アジア前期白亜紀内陸堆積盆地の埋積様式と

paleohydrology……………伊藤　慎・松川正樹

O―206 15：45 陸成層におけるサイクル（シーケンス）層序モ

デルの多様性とサイクル認定手法の検討

………………………高野　修・Swie Djin Nio

O―207 16：00 房総半島下部更新統黄和田層に発達するスラン

プ堆積物の形態と内部構造……………荻原英昭

O―208 16：15 房総半島鮮新統清澄層に認められる砂質海底扇

状地システムのシーケンス層序学的特徴

……………………………………………齋藤高浩

O―209 16：30 厚層タービダイトの再堆積システムの復元－新

潟県南長岡ガス田の中新統下部寺泊層S-Tuffの

例－……………………保柳康一・大村亜希子・

安中　齊・荒戸裕之

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―70 熊本県天草下島および上島西部に分布する古第三系砥石

層の堆積相と堆積環境 ………………齋藤竜輔・松田博貴

P―71 新潟平野縄文海進期におけるラグーン堆積物の地域特異

性 ……………………吉田真見子・卜部厚志・保柳康一・

大村亜希子・山崎　梓・山岸美由紀・高濱信行

世話人：斎藤文紀（yoshiki.saito@aist.go.jp）・宮田雄一郎

9月20日（土）9：00－11：30 A201会場
座長：210―214 成瀬　元，215―219 牧野泰彦

O―210 9：00 デルタの近年の変容と人間活動

………………………………斎藤文紀・楊　作升

O―211 9：15 中新統八重山層群西表層の高海水準期デルタ堆

積体に見られる砂岩層の多様性と堆積作用

………………齋藤　有・高川智博・増田富士雄

O―212 9：30 ファブリックは粒子のサイズとアスペクト比に

依存する…………………山路　敦・増田富士雄

O―213 9：45 ３次元粒子流シミュレーションによる非球形粒

子の配列過程……………高川智博・原田英治・

後藤仁志・増田富士雄

O―214 10：00 茨城県北部，里川の河床地形と堆積物

………………………………牧野泰彦・金谷　晋

O―215 10：15 南西オホーツク海におけるGISによる海底表層

堆積物の供給源解析…………………内藤和也・

田辺竜男・廣野哲朗・坂本竜彦

O―216 10：30 九州上甑島貝池における現行堆積過程の観察-

デジタルカメラを用いた現場時系列観測より

………………小栗一将・平野　聡・坂井三郎・

小泉嘉一・福井　学・北里　洋

O―217 10：45 岩堆積環境と安定炭素同位体比にもとづく有機

物の起源・有機物組成の関連

17．堆積作用・堆積過程

16．堆積相と堆積システム・シーケンス
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……………………………大村亜希子・保柳康一

O―218 11：00 堆積残留磁化が示す北部フォッサ・マグナ鮮新

統高府泥岩の堆積環境…………………新妻祥子

O―219 11：15 太古代の熱水性堆積場と生物活動．西オースト

ラリア，ピルバラクラトンにて

……………………………………………清川昌一

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―72 集団効果による粒子流の挙動特性 ……………岡本佳子・

遠藤徳孝・重松孝昌・砂村継夫

P―73 セルオートマトンモデルからみたリップルの発生要因

………………………………………岡野安治・宮田雄一郎

P―74 粒子配列マッピング法による堆積構造の可視化

……………成瀬　元・増田富士雄・酒井哲弥・横川美和

P―75 初期地形が砂漣の発達におよぼす影響：二次元造波水路

実験 ……………………………………関口智寛・砂村継夫

P―76 陸上土石流から水中重力流への移行実験：その堆積過程

と粒子分別 …………藤川沙也賀・佐藤智之・田村　亨・

成瀬　元・増田富士雄

P―77 琵琶湖西岸近江舞子地域の臨湖扇状地群の陸上と水中に

おける堆積地形 と堆積物 ……………田中　淳・前島　渉

P―78 大潮－小潮堆積物：北九州漸新統芦屋層群

………………………佐藤智之・坂倉　範彦・増田富士雄

P―79 愛媛県北条市沖の砂堆“大洲”の月別底質粒度変化

…布川裕也・大平　亮・中條喜友・山本法証・井内美郎

P―80 中止（欠番）

P―81 仙台平野完新統内側陸棚堆積物の層厚分布 ……田村　亨

P―82 陸棚斜面環境で堆積したタービダイトの特徴とその形

成：静岡県掛川 群の例 ……………………………酒井哲弥

P―83 上総層群中にみられる分布様式の異る２種類のタービダ

イト層 …………………宮田雄一郎・二宮寛仁・辻　隆司

P―84 安房層群清澄層の砂岩層に認められる多重逆級化層とそ

の側方変化

…………石原与四郎・宮田雄一郎・杉山貴哉・徳橋秀一

P―85 付加体砕屑岩中に見られるサンドシルーダイク複合体の

特異な形態と形成メカニズム ………富岡雅仁・川村信人

世話人：大久保　進（okubo@rc.japex.co.jp）・荒戸裕之

9月20日（土）11：30－12：00 A201

座長：三瓶良和

O―220 11：30 花粉の色調変化（stTAI）と地質現象

……………………………………………氏家良博

O―221 11：45 Effective Stress-porosity relationship for

compaction modeling： Improvement by

incorporationg mean effective stress concept

and applycation to the Cuu Long Basin,

Vietnam. ……………Nguyen Binh Thi Thanh, 

Tomochika Tokunaga, Akihiko Okui

9月20日　9：00－17：00 ポスター会場
P―86 原油を含む温泉における銅の生体鉱物化作用

…………………………………………脇元理恵・田崎和江

P―87 石油貯留岩の研究（その１）；酸性火山岩貯留岩の岩相，

変質および孔隙 ………大久保　進・及川　透・近藤和也

世話人：小林健太（kenkoba@gs.niigata-u.ac.jp）・大谷具幸

9月20日（土）10：15－12：00 B501会場
座長：222―225 重松紀生，226―228 小林健太

O―222 10：15 チャートに発達する変形微細構造とその成因に

ついて………………………小山敦子・小林健太

O―223 10：30 メタチャート中の微細変形構造を用いたメタモ

ルフィックソールの歪解析

……………木村希生・小野寺久美子・増田俊明

O―224 10：45 落射型微分干渉顕微鏡下における石英のマイロ

ナイト組織………………梅崎基考・豊原富土夫

O―225 11：00 （招待講演）Quantification of grain boundary

migration microstructures in quartz :

comparison of natural and experimental

microstructures ……………Renee Heilbronner

O―226 11：15 石英・長石の摩擦特性に与える水の影響－実験

的アプローチ－…………新井崇史・増田幸治・

藤本光一郎・重松紀生・高橋美紀・

角井朝昭・奥山康子

O―227 11：30 脆性－塑性遷移条件下での斜長石の塑性変形：

実験的アプローチ

……重松紀生・新井崇史・高橋美紀・増田幸治

O―228 11：45 容器内変形透水試験機「容子」の誕生

……………………………………………嶋本利彦

9月20日（土）14：00－17：00 B501会場
座長：229―231 金川久一，232―234 大谷具幸，235―237 島田

耕史，238―240 堤　昭人

O―229 14：00 岩石の破壊に伴う電磁界変動：封圧の影響

………………………………堤　昭人・白井信正

O―230 14：15 岩石の高温粘弾性挙動の相転移について

…………………川田祐介・長濱裕幸・原　啓明

O―231 14：30 異方性媒体の物理特性とフィンスラー幾何

……………………………………………長濱裕幸

O―232 14：45 日高変成帯南部，幌満川上流域の断層岩分布

………………島田耕史・田中秀実・豊島剛志・

小原友弘・新里忠史

O―233 15：00 日高変成帯パンケヌーシハンレイ岩マイロナイ

トのレオロジー……………金川久一・島野裕文

O―234 15：15 活断層は断層岩で認定可能か？………小林健太

O―235 15：30 延性剪断帯における歪集中：白雲母の影響

……………………………………………曹　奎煥

O―236 15：45 畑川破砕帯マイロナイトの分布とその特徴

……………大谷具幸・重松紀生・藤本光一郎・

Benoit Ildefonse・David Mainprice

O―237 16：00 畑川破砕帯から産出するシュードタキライトの

微細組織…………………小澤佳奈・滝沢　茂・

藤本光一郎・重松紀生・大谷具幸

O―238 16：15 粉砕起源のシュードタキライト検証に向けて－

19．岩石・鉱物の破壊と変形

18．石油・石炭地質学
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磨砕による石英のガラス化－

………………………………滝沢　茂・小澤佳奈

O―239 16：30 横ずれ伸張場におけるシュードタキライトの形

成－足助剪断帯の例

…………………酒巻秀彰・高木秀雄・島田耕史

O―240 16：45 シュードタキライトのジルコンFT（フィッシ

ョントラック）年代測定

…………………村上雅紀・田上高広・高木秀雄

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―88 カソードルミネッセンス・顕微赤外分光観察：再結晶石

英中の水素 欠陥マッピング

……………………………武藤　潤・長濱裕幸・橋本哲夫

P―89 日高変成帯のシュードタキライトとそれに伴われる変形

岩 …………豊島剛志・小原友弘・新里忠史・島田耕史・

田中秀実・和田幸永

P―90 畑川破砕帯の形成環境と内陸地震発生への意義

…………………………藤本光一郎・重松紀生・大谷具幸

P―91 棚倉破砕帯西縁断層のガウジ帯 ………………淡路動太・

杉本良太・新井宏嘉・小林健太・酒巻秀彰・高木秀雄

P―92 雁行脈の三次元形態 ………………………………新井宏嘉

P―93 関東山地北西部，白亜系山中層群に伴う蛇紋岩の変形構

造 ………………………平内健一・小坂和夫・久田健一郎

P―94 上部地殻下底付近の硬化作用：丹沢山地に露出する伊豆

弧地殻断面の例 …………石川正弘・山村博和・田中良一

P―95 新潟県中西部，寺泊層・椎谷層・西山層の地下浸透率構

造 …………………………相澤泰隆・谷川　亘・嶋本利彦

P―96 境峠断層による奈川花崗岩の破壊・変形

…………………………………………川原直樹・大塚　勉

P―97 飯田・松川断層の浸透率構造と断層運動のメカニズム

…………………………………………斉藤泰彦・嶋本利彦

P―98 花崗岩体の断層活動に関連した暗色貫入岩

…………………………島津光沙子・細見幸信・高木秀雄

P―99 宮崎層群と延岡衝上断層帯の浸透率

……………………………北島弘子・嶋本利彦・村田明広

世話人：遅沢壮一（osozawa@dges.tohoku.ac.jp）・原　英俊

9月20日（土）9：00－10：15 B501会場
座長：241―242 原英俊，243―245 山本由弦

O―241 9：00 IC値とb0値に基づく中圧型を主体とする付加

帯の変成作用………………遅沢壮一・小板橋亨

O―242 9：15 屋久島における付加体変形の時系列とファブリ

ック変化……………………山本由弦・殿谷和樹

O―243 9：30 テクトニックメランジュからの剪断面の復元－

複合面構造とスリッケンラインの比較－：四国

白亜系四万十帯の例

………………………………柴田伊廣・橋本善孝

O―244 9：45 美濃－丹波帯北縁部に分布するメランジュの変

形構造解析………………………………丹羽正和

O―245 10：00 美濃帯東部味噌川コンプレックスの放散虫化石

と構造形成………………大塚　勉・首藤拓郎・

小林晶子・根本芳之・中村淳二

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―100 九州四万十帯延岡衝上断層と周辺の構造解析と流体包有

物から求めた温度・圧力条件…………………近藤英樹・

坂口有人・木村　学

P―101 三宝山帯のトリアス系深海相海洋性岩石………尾上哲治

P―102 中止（欠番）

P―103 高知県興津周辺の四万十帯の流体包有物－炭質物再考

…………………………………………竹野直人・田口幸洋

P―104 三波川帯－秩父累帯境界としての滝原衝上断層の再検討

………………………………………………………遠竹行次

P―105 美濃帯金山ユニットのテクトニックメランジュの形成過

程……………………………………狩野謙一・福井亜希子

P―106 イライト結晶度からみた美濃帯東部島々・沢渡コンプレ

ックスの地質構造……………………小林伸隆・大塚　勉

P―107 美濃帯東部におけるチャートの小褶曲からみた付加テク

トニクス……………………………谷井裕美子・大塚　勉

P―108 未固結堆積物中へのMORBの貫入による相互作用－北海

道トムラウシ岩体の例－………………………今中里華子

世話人：束田和弘（tsukada@num.nagoya-u.ac.jp）・大藤　茂

9月21日（日）9：00－12：00 B501会場
座長：246―249 高木秀雄，250―253 川上源太郎，254―257 林

大五郎

O―246 9：00 紅海リフトシステムのFEMによる応力解析

…………………………林大五郎・M. S. Hamid

O―247 9：15 四国－瀬戸内海のリソスフェア構造：2002四国

横断地震探査の成果…………………伊藤谷生・

佐藤比呂志・平田　直・岩崎貴哉・

大西正純・2002四国横断探査グループ

O―248 9：30 大都市圏地殻構造調査と最近の成果：房総2002

及び相模2003…………佐藤比呂志・平田　直・

岩崎貴哉・伊藤谷生・笠原敬司・纐纈一起・

伊藤　潔・David Okaya・Kate Miller・

Steven Harder・井川　猛・大西正純・

阿部　進

O―249 9：45 多賀火山の古地磁気方位からみた丹那断層周辺

の広範囲な横ずれ変形

………………木村治夫・石川尚人・佐藤比呂志

O―250 10：00 西南日本の主要活断層は，いつから存在するの

か………………高木秀雄・岩村　陽・板谷徹丸

O―251 10：15 水系パターンと断層岩の組織構造から推定され

る紀伊半島東部中央構造線の横ずれインバージ

ョン…………………………丸山　正・林　愛明

O―252 10：30 琉球弧における小断層解析

………………………………寺前憲昭・林大五郎

O―253 10：45 葉山隆起帯北列北方の地下の葉山層群内に推定

される逆断層………………江藤哲人・小沢　清

O―254 11：00 中新統川端層の花崗岩礫に記録された古第三紀

の日高帯における上昇運動

21．テクトニクス

20．付加体
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……………………………川上源太郎・大平寛人

O―255 11：15 インド－ユーラシア衝突のDEMシミュレーシ

ョン……………山田泰広・田中篤史・松岡俊文

O―256 11：30 インド－ユーラシア衝突による揚子江の河道変

遷…………………………………………林　愛明

O―257 11：45 中央ネパールのテクトニクスと山脈上昇

………………………………在田一則・大平寛人

9月21日（日）14：00－16：30 B501会場
座長：258―262 束田和弘，263―267 山本啓司

O―258 14：00 日本海拡大と東南アジアのテクトニクス

……………………………………………新妻信明

O―259 14：15 コーヒスタン島弧のカミラ剪断帯における流動

変形は80Maまでに終了した ………山本啓司・

小林　桂・中村栄三・金子慶之

O―260 14：30 飛騨三角地帯……………………………宇井啓高

O―261 14：45 北アルプス後立山連峰の更新世傾動カルデラ

……………………………大藪圭一郎・原山　智

O―262 15：00 逆解法による白亜紀和泉堆積盆の古応力解析

……………………………………………西田隆男

O―263 15：15 沈み込み抵抗としての市之川時階の中央構造線

…………………原　郁夫・塩田次男・宮本隆実

O―264 15：30 静岡県浜北市より採取したボーリングコアに見

られる剪断帯について………………束田和弘・

柏木健司・丹羽正和・丹羽耕輔・宮越憲明

O―265 15：45 徳島県木沢村の黒瀬川帯北縁部の地質構造

……………………………………………村田明広

O―266 16：00 関東山地東部，名栗地域の地質と地体区分

……大藤　茂・野口陽平・田口智也・山北　聡

O―267 16：15 紀伊半島四万十帯奇絶峡地域の音無川付加体の

変形構造………………………………中屋志津男

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―109 断層系の発達過程および周辺地盤の変形過程－模型実

験・現地調査による基礎的検討－……………上田圭一・

井上大榮・宮腰勝義・宮川公雄・三浦大助

P―110 反射法地震探査による国府津－松田断層及び足柄平野地

下構造の解明………田中　環・宮内崇裕・佐藤比呂志・

伊藤谷生・越後智雄・加藤　一・河村知徳・

石山達也・菊池伸輔・児島悠司・笠原敬司・

太田陽一・川崎慎治・井川　猛

P―111 飛騨山脈およびその周辺の新生代応力場の変遷－岩脈群

と火山活動様式から見た2～3Maにおける応力場の転換

期－……………………及川輝樹・梅田浩司・棚瀬充史・

二ノ宮淳・原山　智

P―112 新潟県西山および中央油帯地域における小断層解析

…………………………………………大坪　誠・山路　敦

P―113 日本海拡大時期の東北日本弧と西南日本弧の境界

………………………………………………………高橋雅紀

P―114 瀬戸内海下における中央構造線深部構造と下部地殻：

2002瀬戸内海横断地震探査報告………………児島悠司・

伊藤谷生・田中　環・津村紀子・宮内崇裕・

佐藤比呂志・村田明広・長谷川修一・小松正幸・

山北　聡・於保幸正・竹下　徹・宮田隆夫・

大西正純・小澤岳史

P―115 四国西部の中央構造線沿いの地質構造からみた中央構造

線の断層運動史……………………………………窪田安打

P―116 広島県佐伯町周辺に分布する広島花崗岩体中の割れ目の

系統と分布特性………中澤哲二郎・小森朋典・小松正幸

P―117 ジルコンの結晶形態からみた九州中軸部花崗岩類

…………………………………………戸邉恵里・高木秀雄

P―118 岡山県真庭地域の変形分帯－智頭変成作用（180Ma）以

降の剪断運動による地体改変………青山正嗣・大藤　茂

P―119 付加体応力場に与えるデコルマ面と地表面の傾斜の影響

…………………………………………森下忠良・林大五郎

P―120 垂直性岩盤の重力性傾動構造：岩相規制と形成過程

…………………………………………柏木健司・横山俊治

世話人：永田秀尚（nagatah@concerto.plala.or.jp）・宮田雄一

郎・柏木健司

9月19日（金）14：00－15：15 A301会場
座長：268―270 加藤靖朗，271―272 永田秀尚

O―268 14：00 地中レーダーを用いた地盤変状機構の解析－兵

庫県南部地震による学校被害を例に－

……………香田達也・万木純一郎・宮田隆夫・

田結庄良昭

O―269 14：15 地震による地すべりか？：石狩低地東縁，厚幌

Ⅰ遺跡の地すべり堆積物……………田近　淳・

大津　直・乾　哲也・乾　希

O―270 14：30 島根半島海岸で確認された地すべり移動による

屈曲構造…………………熊谷直樹・横田修一郎

O―271 14：45 第三系北但層群における層状貫入岩体の地すべ

り構造………加藤靖朗・吉松弘行・吉村和司・

秋山晋ニ・井上英将・関　正造

O―272 15：00 中部日本，隆起帯における緩み岩盤斜面の性状

と緩み発生機構…………………………斉藤　聡

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―121 ベインストラクチャーの成因は海底面の密度流か？

………………………………………大角恒雄・小川勇二郎

P―122 紀伊半島中新統田辺層群にみられる泥ダイアピルの内部

構造…………………………………三宅邦彦・宮田雄一郎

P―123 神戸層群凝灰岩の斜面変動に伴う貫入現象

……………………………村井政徳・加藤靖郎・横山俊治

P―124 地すべり末端部の構造－長野県北部御山里地すべりの

例－……………………………………小林祐哉・清水貞良

P―125 線状凹地－カタログ化の試み－…………………永田秀尚

世話人：入月俊明（irizuki`riko.shimane-u.ac.jp）・近藤康生

9月19日（金）14：00－16：30 A401会場
座長：273―275 入月俊明，276―279 野村律夫，280―282 根本

直樹

23．新生代古生物

22．ノンテクトニック構造
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O―273 14：00 北西太平洋産化石および現生Limopsis属（二枚

貝）の新種……………………………天野和孝・

Konstantin A. Lutaenko

O―274 14：15 日立層の貝化石について

…………………大原　隆・菅谷政司・根本修行

O―275 14：30 長崎県漸新統西彼杵層群板浦層の貝形虫化石群

集とその生息環境…………山口龍彦・神谷隆宏

O―276 14：45 貝形虫化石群集を用いた後期鮮新世の日本海沿

岸域における古海洋復元とイベント

………………山田　桂・田中裕一郎・入月俊明

O―277 15：00 富山県氷見市灘浦地域の藪田層（鮮新統）の浮

遊性有孔虫化石群集（予報）－とくにNo.3

Globorotalia inflata bedについて－

……………三輪美智子・渡辺真人・山田　桂・

柳沢幸夫

O―278 15：15 栃木県烏山地域に分布する中新統荒川層群の底

生有孔虫化石層序……………………松尾洋子・

長谷川四郎・高橋雅紀

O―279 15：30 津軽半島南部に分布する中～上部中新統の有孔

虫化石………………………山内茂人・根本直樹

O―280 15：45 長崎県諫早湾における現生底生有孔虫の分布

……………秋元和實・田中正和・大久保功史・

近藤　寛

O―281 16：00 底生有孔虫の分散方法に関する一考察

………………………………野村律夫・瀬戸浩二

O―282 16：15 現世マングローブ沼における有機物の生産と挙

動……………………………瀬戸浩二・中村建作

9月20日（土）9：00－9：15 A401会場
座長：入月俊明

O―283 9：00 石川県加賀市の大聖寺層（中期中新世）から産

出したカシパンウニ化石にみられる捕食痕

……………………………中川登美雄・杉本裕美

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―126 大型植物化石から推定されるタイ北部の第三紀の古気候

…………………………矢部　淳・Wickanet Songtham・

Benjavun Ratanasthien

P―127 下部更新統口之津層群加津佐層最上部の堆積環境と貝化

石群…………………………………………………中尾賢一

P―128 新潟県鮮新統鍬江層における貝形虫化石群集～特に3.4～

2.8Maについて～ …………………庄司真弓・入月俊明・

山田　桂・田中裕一郎

P―129 過去40年間における中海の貝形虫群集の変化

………………入月俊明・中村雄三・高安克己・坂井三郎

P―130 生痕Macaronichnus：現生と下総層群産化石の比較

………………………………………………………小出雅文

世話人：鈴木雄太郎（sysuzuk@ipc.shizuoka.ac.jp）・長谷川卓

9月20日（土）9：15－10：45 A401会場
座長：284―286 鈴木雄太郎，287―289 和仁良二

O―284 9：15 PT境界層準のマールの岩石学的・地球化学的

特徴　～南中国朝天セクションについて～

………………清水紀英・磯崎行雄・川幡穂高・

吉岡秀佳・姚建新

O―285 9：30 南中国四川省朝天における中・上部ペルム系境

界層の詳細層序

…………………小林儀匡・磯崎行雄・姚　建新

O―286 9：45 中国貴州省に分布する三畳系Qingyan層

Yuqing部層の堆積環境と化石群－Posidoniaの

分布について－

…………………赤崎真彦・小松俊文・陳　金華

O―287 10：00 下部白亜系宮古層群の堆積相と軟体動物化石相

藤野滋弘

O―288 10：15 下部白亜系宮古層群における花粉・胞子化石の

生層序学的研究

…………………梅津慶太・佐藤洋子・二階堂嵩

O―289 10：30 北海道北西部小平地域の白亜系層序

………………………………舟木泰智・平野弘道

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―131 中国広西来賓のペルム紀放散虫

………………桑原希世子・八尾　昭・姚建新・李　家譲

P―132 ニュージーランド北島アローロックスから産出した最前

期三畳紀Induan（Griesbachian～Dienerian）のコノド

ント化石………………山北　聡・竹村厚司・相田吉昭・

酒井豊三郎・鎌田祥仁・鈴木紀穀・掘　利栄・

榊原正幸・藤木　徹・大金　薫・竹村静夫・

坂本慎吾・小玉一人・中村洋一・

Hamish Campbell・Bernhard K. So_rli

世話人：仲谷英夫（nakaya@eng.kagawa-u.ac.jp）・柴　正博

9月20日（土）14：00－15：45 A401会場
座長：290―293 仲谷英夫，294―296 柴　正博

O―290 14：00 鮮新世の海生哺乳類化石に含まれる脂質の炭素

同位体比からの古生態解析…………新村龍也・

沢田　健・鈴木徳行・柴　正博

O―291 14：15 哺乳類化石に基づく弥勒層群赤崎層と上甑島層

群中甑層の地質時代の考察とその重要性

……………………………………………宮田和周

O―292 14：30 静岡県富士宮市庵原層群沼久保礫シルト層から

発見されたシカ化石…………………柴　正博・

石田太一郎・宮澤市郎・阿部勇治

O―293 14：45 東京都八王子市の上総層群から産出した長鼻類

化石とその意義

…………………相場博明・馬場勝良・松川正樹

O―294 15：00 日本列島におけるナウマンゾウの時空分布の再

検討………………………………………近藤洋一

O―295 15：15 タイ，ナコンラチャシマ産サイ化石

……………………………福地　亮・仲谷英夫・

長岡信治・國松　豊・田中里志・

Benjavun Ratanasthien・Pratueng Chintasakul

25．脊椎動物化石

24．中古生代古生物
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O―296 15：30 エチオピア南部前期更新世コンソ層産ウマ化石

………………………………仲谷英夫・諏訪　元

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―133 3DCGによる魚竜化石の変形復元 …………越前谷宏紀・

川村信人・岡山宗夫・箕浦名知男

P―134 山陰東部～北陸地域における中新世哺乳動物足跡化石相

について……………………………………………安野敏勝

世話人：海野　進（sesumin@ipc.shizuoka.ac.jp）・宮地直道・高

田　亮

9月20日（土）14：00－16：15 A201会場
座長：297―300 片岡香子，301―304 木村純一

O―297 14：00 近畿北部・田倉山火山の割れ目噴火口

……………………………………………小滝篤夫

O―298 14：15 成層火山と基盤地質の関係－北関東吾妻川流域

に分布する複数の浸食成層火山を実例として－

……………………………………………中村庄八

O―299 14：30 東北日本弧第四紀火山岩類の起源に対するアセ

ノスフェア・リソスフェア・スラブフルイドの

寄与………………木村純一・吉田武彦・飯泉滋

O―300 14：45 姶良カルデラ，沖小島ボーリングコア試料の岩

相記載とFT年代

………古川邦之・斉藤武士・鎌田浩毅・檀原徹

（休憩　15：00－15：15）

O―301 15：15 火山近傍地域での火砕物二次堆積作用とその時

間的変遷：沼沢火山５ka噴火の例

………………………………片岡香子・卜部厚志

O―302 15：30 沼沢火山５ka噴火後の只見川・阿賀野川流域

における火砕物の二次堆積過程と地形形成

………………………………卜部厚志・片岡香子

O―303 15：45 北八ヶ岳火山における前期更新世の火山活動

………………………………西来邦章・三宅康幸

O―304 16：00 烏帽子火山群における中期更新世の火山活動

……………………………………………高橋　康

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―135 スラッシュフローによる平面浸食と滝状後退浸食－地盤

の凍結・融解とYukishiro Laharの起源－

………………………………………………………安間　荘

P―136 中部地方における前期／中期更新世の火山活動場の変化

……………………………三宅康幸・高橋　康・西来邦章

P―137 阿武単成火山群の地質学的研究…清杉孝司・田中和広

P―138 溶岩円頂丘崩落型火砕流に伴う火砕サージの分布特性と

その発生機構……………長井大輔・遠藤邦彦・宮地直道

P―139 八甲田第一期・第二期火砕流堆積物のESR年代

…………………………………………水垣桂子・宝田晋治

世話人：前田仁一郎（jinmaeda@ep.sci.hokudai.ac.jp）・大場　司

9月19日（金）14：00－17：00 B401会場
座長：305―308 土谷信高，309―312 藤林紀枝，313―316 大場

司

O―305 14：00 領家花崗岩産の球状花崗岩の球状組織と岩石学

的特徴………………………熱田真一・津村善博

O―306 14：15 垂直分化するフェルシックマグマたまりとマフ

ィックエンクレーブの大規模な浮上－黒部川花

崗岩体…………和田　肇・原山　智・山口佳昭

O-307 14：30 太平山地及び白神山地に分布する白亜紀花崗岩

類の岩相と構造…………………………藤本幸雄

O―308 14：45 飛騨帯ジュラ紀船津花崗岩中閃緑岩質捕獲岩体

の成因に関する岩石化学的検討

……………………………………………石岡　純

O―309 15：00 東北日本弧後期中新世_第四紀の火山フロント

側火山岩のSr-Nd同位体比

………………………………山元正継・安井光大

O―310 15：15 中期中新世温海ドレライトに伴われる珪長質火

山岩類の成因……………土谷信高・新宮直実・

竹下昭男・後藤芳彦・木村純一

O―311 15：30 岩手県南部，国見山地域の後期中新世カルデラ

火山活動と鮮新世ソレアイトマグマ活動

……安井光大・山元正継・久枝栄二・水野俊兵

O―312 15：45 北日本弧，八甲田－十和田カルデラクラスター

における大規模珪長質マグマの岩石学的特徴と

その時間変遷 …………工藤　崇・佐々木 実・

内山祥弘・野澤暁史・佐々木寿・

時沢武史・相澤幸治

O―313 16：00 北八ケ岳および黒富士火山から推定される低Sr

同位体組成の玄武岩マグマ

………………………………藤林紀枝・新井智幸

O―314 16：15 北部九州に産する新生代アルカリ玄武岩類の地

球化学的特徴………………石橋秀巳・柳　　哮

O―315 16：30 韓国，ウルルン島火山岩類の主要・微量元素組

成及びSr・Nd同位体比 ……………周藤賢治・

石本博之・平原由香・川畑　博・

平元加奈子・宋　錫煥・李　鉉具

O―316 16：45 サハリン南部モネロン島の白亜紀火山岩のK-

Ar年代と岩石化学的性質

…………………岡村　聡・西戸裕嗣・岡田利典

9月20日（土）9：00－11：45 B401会場
座長：317―320 榊原正幸，321―324 高澤栄一，325―327 前田

仁一郎

O―317 9：00 東北部シホテアリン地域の新生代火山活動－日

本海拡大前後におけるマグマ成因の時空的変

遷－……………平原由香・巽　好幸・佐藤佳子

O―318 9：15 日本海溝130Ma太平洋プレート上で発見された

６Ma玄武岩と最上部マントル捕獲物質

……………………………………………平野直人

O―319 9：30 浜田レルゾライト捕獲岩中に見られるK-

metasomatismについて

……………………………阿部なつ江・荒井章司

O―320 9：45 アセノスフェアによるリソスフェアマントルの

改変プロセス：幌満かんらん岩体の例

27．深成岩・火山岩とマグマプロセス

26．噴火と火山発達史
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………………………………高澤栄一・高木貴志

O―321 10：00 室戸岬はんれい岩体の層状構造形成過程再考－

かんらん石の結晶沈積と結晶成長

…………………小畑正明・星出隆志・赤塚貴史

O―322 10：15 オマーンオフィオライト・フィズ地域における

ガブロノーライト質貫入シートの結晶作用

…………………宮下純夫・足立佳子・岡沢志樹

O―323 10：30 オマーンオフィオライト北部フィズブロックの

ガブロにおける単斜輝石微量成分組成

…………………足立佳子・宮下純夫・水田敏夫

O―324 10：45 Oman Ophiolite中部，Haylayn岩体における２

ステージの火成作用

……………………………山崎　徹・前田仁一郎

O―325 11：00 異なる部分溶融程度で形成された流紋岩質マグ

マ…………………………………………深瀬雅幸

O―326 11：15 玄武岩質マグマにおける大規模液体不混和現象

榊原正幸・東村美香・佐野　栄

O―327 11：30 溶岩・火砕流が海岸付近に定置した際に生じる

二次爆発堆積物…………………………大場　司

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―140 福岡県津屋崎町渡半島に分布する花崗岩類の放射年代か

ら見た熱水活動の時期……………柚原雅樹・鮎沢　潤・

大平寛人・西奈保子

P―141 山陰西部のコールドロンにおける帯磁率異方性

………………牛塚太基・今岡照喜・金丸龍夫・田結庄昭

P―142 三重県・領家花崗岩から産出した球状花崗岩について

…………………………………………津村善博・熱田真一

P―143 長野県北佐久郡望月地域の更新世火山岩類の地質学的・

岩石学的研究～東北日本地方に産する島孤ソレアイトと

の比較～………………………………加藤雅泰・周藤賢治

P―144 福島県日山周辺に分布する阿武隈花崗岩の地質と岩石記

載………………………………………亀井淳志・高木哲一

P―145 千廐岩体は例外的に若いのか？－南部北上山地，白亜紀

深成岩類の角閃石K-Ar年代－……………………奥山康子

P―146 北部北上帯東縁に産する前期白亜紀のバイモーダル火成

活動の成因…………………………平元加奈子・土谷信高

P―147 北海道日高山脈北部，パンケヌシ斑れい岩体千呂露川ル

ートにおける同位体比の垂直変化とその意義

……………山本　悠・倉本能行・森　良樹・銭谷竜一・

山崎　徹・前田仁一郎

P―148 同位体的に不均質なパンケヌシ斑れい岩体に対する全岩

アイソクロン法適用の試み………倉本能行・森　良樹・

銭谷竜一・山本　悠・前田仁一郎

P―149 北海道における第三紀玄武岩質マグマの部分溶融度と溶

け残りマントル…………石本博之・周藤賢治・後藤芳彦

P―150 北海道奥尻島，前期中新世バハイト質安山岩と関連岩類

の成因関係……………………………佐藤　誠・周藤賢治

P―151 北海道北部，当沸岳周辺の中新世島弧火山岩の岩石成因

的研究……………………小澤宜史・岡村　聰・菅原　誠

P―152 北部北海道雄武地域に産する中新世未分化ソレアイト質

玄武岩の形成条件……………………武藤　智・周藤賢治

P―153 ピクライト質玄武岩マグマとフェルシックマグマの混合

で形成されたHMA－北部北海道興部に産する中新世の

三井山溶岩－…………………………綾部万理・周藤賢治

P―154 南西インド洋海嶺から得られたガブロにおける単斜輝石

の組成累帯構造………………………根尾夏紀・宮下純夫

P―155 南西インド洋海嶺アトランティス海台で採取された斑れ

い岩類の鉱物化学組成…………前田仁一郎・山崎　徹・

KR00-06 Scientific Party・YK01-14 Scientific Party

世話人：サチィツシュ　クマール（smsatis@ipc.shizuoka.ac.

jp）・有馬　眞・岡本　敦

9月21日（日）9：00－12：00 B401会場
座長：328―331 奥平敬元，332―335 池田　剛，336―339 岡本

敦

O―328 9：00 モホ面近傍のP波速度構造：コヒスタン古島弧

ジジャル岩体の例………河野義生・石川正弘・

中島　隆・Said Rahim Khan・有馬　眞

O―329 9：15 高度変成岩における変成度と弾性波速度の関係

……北村圭吾・石川正弘・有馬　眞・白石和行

O―330 9：30 丹沢変成岩類の塑性変形と伊豆弧衝突テクトニ

クス…………………………田山良一・石川正弘

O―331 9：45 島弧海溝系における熱構造シミュレーション：

沈み込むＳlab Windowの影響

………………………………吉武美子・奥平敬元

O―332 10：00 多成分多相系の非静水圧熱力学と非調和圧力溶

解…………………………清水以知子・奥平敬元

O―333 10：15 非調和圧力溶解による微細組織変化：領家変成

帯における変形角閃岩の例

…………………奥平敬元・井門令子・金川久一

O―334 10：30 四国中央部新居浜地域の三波川帯における電気

石濃集ナップ境界…………砂田大樹・榊原正幸

O―335 10：45 紅簾石のマイクロブーディン構造を利用した三

波川変成帯の差応力概査……………増田俊明・

木村希生・渋谷朝紀・落合達也・赤木俊介・

山口はるか・釘宮康郎

O―336 11：00 斜長石斑状変晶中のインクルージョンファブリ

ックに記録された三波川変成岩の沈み込みと上

昇剪断流動……竹下　徹・石井和彦・金川久一

O―337 11：15 Natural examples of olivine fabrics in

subduction environments : implications for the

origin of anomalous seismic anisotropy

……………水上知行・Simon Wallis・山本順司

O―338 11：30 四国三波川帯・高越藍閃石エクロジャイトの沈

み込みP-T path：海嶺沈み込みの予兆

………………青矢睦月・上原真一・松本昌俊・

ウォリス＝サイモン・榎並正樹

O―339 11：45 四国三波川帯・五良津西部岩体のエクロジャイ

ト相変成作用……………………………榎並正樹

9月21日（日）14：00－17：00 B401会場
座長：340―343 臼杵　直，344―347 中村大輔，348―351 ウォ

リス＝サイモン

O―340 14：00 九州東部・朝地変成岩の変成作用

28．変成岩とテクトニクス
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………………………………藤井正博・早坂康隆

O―341 14：15 高温－超高温変成岩中のザクロ石分解反応：減

圧あるいは昇温？

………………外田智千・本吉洋一・小山内康人

O―342 14：30 東南極　レイナー岩体のU―Th―Pb EPMA年代

…………………本吉洋一・外田智千・白石和行

O―343 14：45 東南極リュッツォ・ホルム岩体スカレビークス

ハルセンの変形構造解析とスピネル＋石英共生

………………………………河上哲生・池田　剛

O―344 15：00 Cenozoic and Mesozoic metamorphism in the

Longmenshan orogen ： Implications for

geodyramic models of eastern Tibet.

…………Simon Wallis・青矢睦月・辻森　樹・

兵藤博信・河上哲生・鈴木和博・寺田健太郎

O―345 15：15 ‘Forbidden Zone’環境（超低地温勾配域）

への窓：広域ローソン石エクロジャイトの研究

………………………辻森　樹・John G. Liou・

Robert G. Coleman

O―346 15：30 イタリア西アルプス・セシア帯の変成花崗閃緑

岩から見出されたヒスイ輝石とオンファス輝石

の共生とその意義…………松本啓作・平島崇男

O―347 15：45 クフェールグラニュライトの鉱物学的特徴

…………平島崇男・佐井寛禎・Martin Svojtka

O-348 16：00 ボヘミア山塊　ブレンスキーレス岩体のガーネ

ットかんらん岩の岩石学……………苗村康輔・

佐井寛禎・平島崇男・Martin Svojtka

O―349 16：15 チェコ共和国・ノブドボリーザクロ石カンラン

岩体に伴う藍晶石エクロジャイトについて

………………中村大輔・苗村康輔・臼杵　直・

平島崇男・Martin Svojtka

O―350 16：30 クフェールグラニュライト中のザクロ石に認め

られる非対称累帯構造の成因とその岩石学的意

義…………………………臼杵　直・平島崇男・

Martin Svojtka

O―351 16：45 クフェールグラニュライト中の3種のAl2SiO5

鉱物－特にせん断帯に出現する紅柱石について

…………廣井美那・平島崇男・Martin Svojtka

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―156 長野県白馬村松川のエクロジャイト礫－蓮華帯のエクロ

ジャイト－

……………高須　晃・櫻井　剛・柏原由芙子・南出幸代

P―157 プレート境界における２種のクラック

………………………………………鳥海光弘・山口はるか

P―158 Ｘ線CTによる三波川変成岩　斜長石斑状変晶中の３次

元包有物構造…………石井和彦・ 山　明・中野　司・

上杉健太朗・竹下　徹

P―159 三波川変成岩中に発達するシールドクラックの鉱物組織

と化学組成………………………………………山口はるか

P―160 四国三波川変成帯における低変成度地域の変成作用と温

度構造………………………………………………坂口真澄

P―161 四国汗見川地域の三波川変成岩のPrograde P―T path

……………薗部美穂子・岡本　敦・乾　睦子・鳥海光弘

P―162 ギブス法による温度圧力履歴解析の精度についての検討

………………………………………………………岡本　敦

P―163 天竜地域三波川変性帯阿多古川流域における石墨化度を

用いた地質構造および熱構造について

………………………………………谷本一樹・田切美智雄

P―164 熊本県矢部町周辺の肥後変成帯の変成分帯

…………………………………………福永義信・西山忠男

P―165 柳井地域領家変成帯の温度圧力構造……………池田　剛

P―166 領家変成帯東緑帯における紅柱石ポーフィロブラストの

成長過程………………………………木本　健・小松正幸

P―167 伊豆－小笠原弧大町海山から採取された・エクロジャイ

ト相を経験した角閃岩類

……………………………植田勇人・臼杵　直・倉本能行

P―168 八方尾根地域のエクロジャイト相変成岩類について

………………………………………………………宮下　敦

P―169 丹沢変成岩中の角閃石の組成累帯構造…………桑谷　立

P―170 東南極エンダービランド，Howard Hills産，超苦鉄質岩

と周辺岩石のSr，Ｎd同位体組成 ……………宮本知治・

吉村康隆・本吉洋一・D. J. Dunkley・

E. S. Grew・C. J. Corsor

P―171 東南極ナピア岩体の超高温変成作用におけるフッ素交代

作用………………角替敏昭・小山内康人・大和田正明・

豊島剛志・外田智千・W. A. Crowe

P―172 The behavior of carbon during partial melting of

graphitic metapelites……………………M. Satish-Kumar

世話人：サチィツシュ　クマール（smsatis@ipc.shizuoka.ac.

jp）・有馬　眞・岡本　敦

9月20日（土）14：00－16：00 B401会場
座長：352―354 外田智千，355―357 棟上俊二，358―360 加藤

丈典

O―352 14：00 超塩基性一の目潟捕獲岩の高温高圧条件下にお

ける弾性波速度測定…………………西本壮志・

石川正弘・有馬　眞・吉田武義

O―353 14：15 オーストラリア，Cooma花崗閃緑岩のCHIME

モナザイト年代………………………鈴木和博・

ダニエル・J・ダンクリー

O―354 14：30 CHIME年代測定用ウラン標準資料の評価

……………………………………………加藤丈典

O―355 14：45 結晶格子に欠陥をともなう長石の発見と展望

……………………………………………高橋正則

O―356 中止（欠番）

O―357 15：00 高松香川地域の衝突物質……………三浦保範・

古賀　登

O―358 15：15 福岡県田川郡に産する香春花崗岩閃緑岩中のマ

イクロサモメトリーとその周辺部における交代

作用の関連について……………………棟上俊二

O―359 15：30 紀伊半島の新生代安山岩類（2）………佐藤隆春

O―360 15：45 美濃舟伏山地域のHFSEに富む海洋島起源緑色

岩　特にハイロクラスタイトの産状と化学組成

………………………………市山祐司・石渡　明

29．岩石鉱物一般
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9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―173 島根県西部，馬谷城山ペグマタイト鉱山に産する石英の

流体包有物に関する研究

…………………………大平寛人・田代信太郎・田口幸洋

P―174 ニューイングランド褶曲帯南部の蛇紋岩メランジ中のテ

クトニックブロック …………………佐野　栄・R. Offler

P―175 能登半島北東部に産する穴水累層火山岩類の岩石学的特

徴とK－Ar年代……………………梅香　賢・石渡　明・

J. C. Lopez・板谷徹丸

P-176 能登半島西部，志賀町・富来町の累層穴水累層カルクア

ルカリ安山岩：肥薩・諏訪地域の「洪水安山岩」との比

較………………………………………平井佐利・石渡　明

P―177 福井県加越地域に産する中新世チャートの岩石学的特徴

とその堆積環境…………………………………梅田美由紀

P―178 本州北部地域の河川堆積物の化学組成

………………………………………御子柴真澄・今井　登

P―179 山口県西部，関西・豊西層群中の電気石岩の産状と化学

組成……………………………………滝澤範之・今岡照善

P―180 隠岐島後に産する優白色岩中の高Mgざくろ石の産状と

形態…………………………………………………増成寛文

P―181 セプタークォーツの成因…………高橋　泰・今井裕之・

保坂正博・砂川一郎

P―182 Newly identified as an angrite meteorite showing

dendritil texture and five other angrites. ……矢内桂三

世話人：坂本正徳（cigma@kokugakuin.ac.jp）

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―183 地質標本登録データベースの公開と将来展開－産総研研

究情報公開データベース（RIO-DB）課題として－

……………兼子尚知・青木正博・豊　遙秋・遠藤祐二・

春名　誠・坂野靖行・松江千佐世・利光誠一・

奥山康子・中澤　努・中島　礼

P―184 地層名検索データベースの構築－その２－

……………巖谷敏光・鹿野和彦・中野　俊・松浦浩久・

高橋　浩・西岡芳晴・尾崎正紀

P―185 琵琶湖周辺と湖底地形の統合DEMデータの作成とその

利用………横川美和・加藤　悠・敷田幸則・村上　剛・

熊谷道夫・焦春萌

P―186 Terramodを用いた地形図の処理 ………………坂本正徳

P―187 論理モデルを用いたデータ処理プログラムの開発－画像

データから境界面データの作成－

……………………………梶山敦司・居川信之・塩野清治

世話人：田村嘉之（tamura-yoshiyuki@pop07.odn.ne.jp）・風岡

修

9月19日（金）14：00－16：45 A202会場
座長：361―364 風岡　修，365―368 宮地良典，369―371 加藤

晶子

O―361 14：00 ウィヘルト式変位型地震計のデジタル化

…………………酒井　豊・楠田　隆・加藤晶子

O―362 14：15 表層付近の地質と地震動の関係

…………………加藤晶子・酒井　豊・楠田　隆

O―363 14：30 銚子市付近で発生する地震による震度分布の特

徴……………楠田　隆・酒井　豊・加藤晶子・

竹之内耕・岩井久美子

O―364 14：45 2003.5.26 宮城県沖の地震災害調査報告－新幹

線橋脚の被害サイトと地盤特性－

…………………宮地良典・木村克己・越谷　信

O―365 15：00 砂鉄採取場跡の液状化－流動化による被害の

例－1987年千葉県東方沖地震時の九十九里平野

でのブロック塀の沈下例……………風岡　修・

佐藤光男・風戸孝之・楠田　隆・早川　実・

笠原　豊・古野邦雄・原　雄・香村一夫・

佐藤賢司・楡井　久

O―366 15：15 北浦西岸における行方台地の水文地質単元と水

循環………………………篠原　誠・大脇正人・

板津　透・楡井　久

O―367 15：30 北総地域の湧水と地質環境　その１

………………田村嘉之・岩井久美子・山濱　裕

O―368 15：45 北総地域の湧水と地質環境　その２

………………岩井久美子・田村嘉之・山濱　裕

O―369 16：00 常総粘土層の地下水流動について（その２）

………………佐藤賢司・仁平雅子・笠原　豊・

楠田　隆・高嶋恒太・高信勝巳・

本田　崇・和田信彦

O―370 16：15 千葉県における2002年の地下水盆監視

………………………………香川　淳・楠田　隆

O―371 16：30 地下水シュミレーションの事後監査（その２）

……………………………………………藤崎克博

9月20日（土）9：00－10：00 A202会場
座長：372―375 田村嘉之

O―372 9：00 比抵抗探査を用いた汚染水浸透メカニズムの解

明……………………………香村一夫・原　雄・

楠田　隆・西川順二

O―373 9：15 北京・天津での深層熱水利用…………玉生志郎

O―374 9：30 琵琶湖の硫黄・ストロンチウム同位体システマ

ティクス　－過去40年間の琵琶湖水の復元－…

………………伊藤　孝・田辺和江・石井玲子・

中野孝教・梶原良道

O―375 9：45 道路堆積物の化学分析（第５報）……平岡義博

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―188 金丸地域新第三系に含まれる石英粒子の受けた放射線損

傷：核種地下水移行現象のナチュラルアナログの研究

…塚本　斉・渡部芳夫・関　陽児・内藤一樹・鈴木正哉

P―189 金丸地域花崗岩類の地質岩石とウランについて．核種地

下水移行現象のナチュラルアナログ研究

…………………………………………内藤一樹・高木哲一

P―190 山形県金丸地域新第三系における地下浅部ウラン濃集現

象：核種地下水移行現象のナチュラルアナログ研究

……………渡部芳夫・関　陽児・内藤一樹・鈴木正哉・

31．環境地質

30．情報地質
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亀井淳志・中嶋輝允

P―191 山形県金丸地域の水理地質と孔井水中ウランの深度・経

時変化：核種地下水移行現象のナチュラルアナログ研究

……………関　陽児・渡部芳夫・内藤一樹・亀井淳志・

P―192 新潟地域中束でのウラン濃集鉱物化学：核種地下水移行

現象のナチュラルアナログ研究…鈴木正哉・鈴木　覚・

間中光雄・本田純子・内藤一樹・渡部芳夫

P―193 新潟地域中束でのウラン濃集帯試料の化学組成とウラン

系核種の挙動：核種移行現象のナチュラルアナログ研究

………………上岡　晃・金井　豊・中嶋輝允・塚本　斉

P―194 金沢市犀川流域における地球化学図

……………………………今西弘樹・森　祐介・田崎和江

P―195 シリカを含有する水酸化鉄が鉄バイオマットの構造およ

び繁殖に及ぼす影響………………………………名倉利樹

P―196 愛媛県北灘湾における海底堆積物からみた過去約100年

間の環境変遷……………天野敦子・星加　章・井内美郎

世話人：上野将司（ueno-shouji@oyonet.oyo.co.jp）・横田修一郎

9月19日（金）15：30－17：00 A301会場
座長：376―378 横田修一郎，379―381 野崎　保

O―376 15：30 富山県の地すべり災害特性「地すべりハザード

マップの構築に向けて」

………………………………野崎　保・小幡真弓

O―377 15：45 さしせまる地震後の六甲山地における土石流災

害「ダム捕捉可能土砂量から見た土石流災害の

危険性」…………………末延武司・田結庄良昭

O―378 16：00 碓氷峠鉄道施設で見られる煉瓦の凍結破砕につ

いて…………………………朽津信明・森井順之

O―379 16：15 塩類風化による砂岩急崖のタフォニ形成と岩盤

崩落

…西山賢一・横田修一郎・竹原和也・横山勝三

O―380 16：30 地すべりの安定性評価に関する検討

……………………………………………上野将司

O―381 16：45 岩相的に均質な来待石の力学的異方性

……………………………横田修一郎・甲斐康弘

9月19日（金）9：00－17：00 ポスター会場
P―197 自己組織化マップによるボーリングコアデータの岩盤分

類……………平野　勇・植田論史・松岡俊文・山田泰広

世話人：阿部国広（abek1@cello.ocn.ne.jp）・佐瀬和義・府川宗

雄

9月20日（土）9：00－11：30 A302会場
座長：382―385 府川宗雄，386―388 佐瀬和義，389―391 阿部

国広

O―382 9：00 惑星地球の姿　～大気の世界と物の燃え方～

……………………………………………阿部国広

O―383 9：15 炭酸塩に関する教材開発と理科総合Ｂへの導入

………………………………瀬戸義悦・川村寿郎

O―384 9：30 地質時代の大量絶滅と環境教育………太田泰弘

O―385 9：45 地学普及のための環境教材の一例－武蔵野台地

における水管理の方策－………………羽鳥謙三

O―386 10：00 高校地学系クラブ活動の現状と課題－静岡県を

例にして－………………………………青島　晃

O―387 10：15 博物館における中・高校生の活動－ジュニア自

然史クラブとjuniorメーリングリスト－

……………………………………………中条武司

O―388 10：30 実践している地質学・古生物学教育普及からの

提言………………………………………神戸信和

O―389 10：45 ボランティアによる地質図作り………蟹江康光

O―390 11：00 ライマンの贈りもの……………………金　光男

O―391 11：15 和達からベニオフに至る深発地震の研究史

……鈴木尉元・ネオテクトニクス研究グループ

9月20日（土）9：00－17：00 ポスター会場
P―198 火山のおもしろ実験～爆発的噴火を扱った水槽実験の実

践～…………………………………………………笠間友博

P―199 観察を深める工夫　－含エメラルド片岩を題材にした授

業（その２）－ ……………………………………横山義人

P―200 偏光板と鉱物結晶を利用した観察実習の試み　－偏光顕

微鏡観察への導入として－…………佐野晋一・萩谷　宏

P―201 断層見学公園（糸魚川ー静岡構造線）フォッサマグナパ

ークの整備と活用……………………宮島　宏・竹之内耕

P―202 野外携帯用の簡易な古地磁気（偏角）測定具の試作とそ

の応用例……………………………………………藤井厚志

P―203 博物館における普及教育活動に使用する模造岩石の新し

い製作技法……………………………松本幸英・藤山佳人

P―204 TM（Teacher-Museum）ネットワークの試み－博物館

と学校教育のよりよい連携の模索

………………………川端清司・自然史博物館TMチーム

世話人：吉川周作（yoshi@sci.osaka-cu.ac.jp）・輿水達司・北村

晃寿

9月21日（日）9：00－17：00 A301会場
座長：392―395 内山　高，396-399 嵯峨山積，400―403 鴈澤

好博，404―407 佐藤高晴，408―411 輿水達司，412―415

渡邊正巳

O―392 9：00 東部北海道根釧―釧路地域の中～下部更新統

…………………嵯峨山積・宝田晋治・中川　充

O―393 9：15 高感度赤TL測定装置の開発と石英単粒子によ

る年代測定……鴈澤好博・古川英照・橋本哲夫

O―394 9：30 日本海の海面変動と日本の氷河……加藤萬太郎

O―395 9：45 下北半島の周辺海岸に発見された海底林（続

報）………藤井昭二・奈良正義・山口吾一郎・

畑中　盛・堀内一穂

O―396 10：00 新潟県佐渡島と信濃川中流域における更新世中

期～後期の赤色風化―赤色土の垂直分布につい

て―………………………………………仲川隆夫

O―397 10：15 新潟県北部，荒川，胎内川，加治川の河成段丘

34．第四紀地質（第四紀地質部会）

33．地学教育・地学史

32．応用地質学一般
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の形成過程と成因についての問題点

…………………………………………藤平秀一郎

O―398 10：30 富山県，鮮新―更新統十二町層から見いだされ

た穂高―Kd39テフラと福田―恵比須峠テフラ，

およびその層位と意義……大久保弘・荒井晃作

O―399 10：45 更新統下総層群清川層にみられる海水準上昇初

期の河川堆積物…………岡崎浩子・兼子尚知・

平山　廉・伊佐治鎭司・鵜飼宏明・

樽　　創・高桑祐司・百原　新・

奥田昌明・中里裕臣

O―400 11：00 千葉県の泉谷泥岩の層序単元と古環境復元

……吉田　剛・大岡健三・大脇正人・楡井　久

O―401 11：15 箱根火山湯本―早川間の地質の検討

………………………………今永　勇・山下浩之

O-402 11：30 音波探査からみた富士五湖西湖の湖底堆積物

………………………………内山　高・輿水達司

O-403 11：45 富士山北麓，河口湖湖底ボーリングコアに認め

られる粗粒砕屑物の特徴……………野尻冴子・

輿水達司・内山　高・小坂共栄

O―404 14：00 富士山北麓のボーリングコアによる湖の環境変

遷史解析…………………輿水達司・内山　高・

吉澤一家・山本玄珠

O―405 14：15 鈴鹿山脈中部の六甲変動………………松葉千年

O―406 14：30 琵琶湖高島沖ボーリングコアテフラと大山テフ

ラの対比による爆発的大山火山活動の編年

……佐治一郎・木村純一・吉川周作・井内美郎

O―407 14：45 琵琶湖における過去４万年間の環境変動に対す

る珪藻群集の応答…………………加藤めぐみ・

谷村好洋・山田和芳・福沢仁之

O―408 15：00 貝類遺骸群集に基づく兵庫県豊岡市香住荒原遺

跡の堆積環境

………………松原尚志・佐藤裕司・半田久美子

O―409 15：15 ため池堆積物における聞き取り調査と210Pb法

による堆積年代の比較

…………………佐藤高晴・静間　清・瀬戸浩二

O―410 15：30 島根県西部域における後期完新世の花粉組成変

遷…………………………………………渡邊正巳

O―411 15：45 松山平野北部，堀江低地の基盤構造

…………………市原　寛・榊原正幸・大野一郎

O―412 16：00 中部九州中期更新世の湖水群の珪藻化石群集か

ら読み取れる水域環境変遷

………………打越山詩子・長谷義隆・岩内明子

O―413 16：15 沖縄本島中北部に分布する国頭礫層の花粉分析

による古環境…………黒田登美雄・古川博恭・

小澤智生・神谷厚昭

O―414 16：30 雲南省エルハイ湖湖底堆積物に記録された最終

間氷期以降のモンスーン変動

…………………山田和芳・福澤仁之・奥野　充

O―415 16：45 日本列島における更新世後期以降の気候変動の

トリガーは何か？―Indo-Pacific warm poolの

役割………………………………………福澤仁之

9月21日（日）9：00－17：00 ポスター会場
P―205 活断層の横ずれ変位に伴う変動地形と極浅部地質構造の

形成過程………………………………廣内大助・安江健一

P―206 石狩低地帯紅葉山砂丘の形成と珪藻遺骸群集の変遷

………………………………………………………志賀健司

P―207 中国雲南省エルハイと韓国済州島西帰浦マール堆積物の

磁気的性質：東アジアにおける過去10万年間の古地磁気

と環境磁気の記録………福岡正春・林田　明・安田喜憲

P―208 愛媛県野村町における高位段丘堆積物に挟在されるテフ

ラの岩石化学的特徴…………………岩崎仁美・榊原正幸

P―209 琵琶湖高島沖湖底堆積物における過去約20万年間の粒径

変動とその要因………………………齋藤笑子・井内美郎

P―210 珪藻類による湖沼水質環境変化の復元－茨城県北浦の

例－………納谷友規・谷村好洋・公文富士夫・天野一男

P―211 バイカル湖Posolskaya Bankの堆積物密度からみた過去

約40万年間の気候変遷史

……………………………川口優美・岩本直哉・井内美郎

P―212 山口県秋穂北域に分布する第四系の層序……田中和広・

山本朋佳・幡谷竜太・松尾征二

P―213 本州各地に分布するローム層の帯磁率と細粒石英堆積速

度の変化…………………楠本英祐・木村純一・土井宣夫

P―214 関東中央部に分布する御獄火山テフラの再確認

………………中井睦美・小林忠夫・加藤禎夫・齋藤尚人

P―215 湖成層の縞状構造が記録する季節変化とイベント堆積

…………………………………………安藤優子・長谷義隆
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日程：9月19日（金）～21日（日）9：30～17：00（最終日は

16：00まで）

会場：静岡コンベンションセンター（グランシップ）6階展示ギ

ャラリー

下記ホームページから案内をご覧いただけます．

http://www.gsj.jp/HomePageJP.html

日程：9月20日（土）13：30～16：00

会場：静岡コンベンションセンター（グランシップ）11階会議

ホール

講演内容：

１．「静岡県の地盤災害と地震防災対策の現状」13：30～14：

30

講師：岩田孝仁氏（静岡県総務部防災局防災管理室）

２．「巨大地震を探る－地球科学の最前線－」14：30～16：00

講師：平　朝彦教授

（日本地質学会会長・海洋科学技術センター）

入場無料，お問い合わせは，道林（TEL 054-238-4788：E-

mailsekmich@ipc.shizuoka.ac.jp）までお願いします．

１　実施期日　9月21日（日）日帰り

２　見 学 地　安倍川源流大谷崩
おおやくずれ

・日本平・三保半島

３　テーマとねらい

きわめて短距離の間に山地から海に流れ下る安倍川を題材と

し，まさに目の前に繰り広げられている川の侵食・運搬・堆積と

いったはたらきのありさま，それによって形成された三保半島を

含む静岡・清水平野の発達史と，この地方に暮す人々との関わり，

さらに，三保半島を題材に，波や沿岸流などによる海岸地形の形

成と変化の観察など，小・中学校の授業にも即生かせる内容が盛

り込まれています．これらの見学に併せて，河川や海水の働きに

かかわる防災や，環境保全の問題についても考えてみたいと思い

ます．

４　参加対象者（定員25名，含案内者）

地学に関心を持っている・地学の初歩を学びたい・身近な地域

の地学的自然について知りたい・地学の野外実習を体験したいな

どの希望をもつ小・中・高校の先生方（不問会員・非会員）を対

象に，静岡市周辺地域でまとめてみました．

５　コースの概要と観察・見学内容等

８：30 静岡駅南口集合・バスに乗車し（遅くとも９時には）

出発．

①　赤水の滝・大谷崩と土石流堆積物・砂防ダムなど，安倍川

源流域地層・川の侵食と防災対策等の見学・観察．（昼食）

②　安西橋付近の河床で，安倍川下流域の河床礫を観察し，礫

のふるさとと流域の環境保全等について考える．

③　日本平から，三保半島や静岡・清水平野の地形を観望し，

その成り立ちと人々の生活史との関わりを考える．

④　東海大付属高校裏の浜で，駿河湾の沿岸流や波浪による三

保海岸の変化の様子と海岸線の環境保全について考える．

⑤　東海大学自然史博物館の見学

夕刻（遅くとも17時頃には）静岡駅南口にて解散．

６　案 内 者　逢坂興宏（静岡大農学部），佐藤　武（東海大海

洋学部），柴　正博（東海大自然史博物館）の各

氏．

７　参加費用　5,000円（含資料代）．当日現地にて集めさせて頂

きます．

８　地 形 図　2.5万分の１ 梅ヶ島，湯の森，駿河落合，牛妻，

静岡西部，静岡東部，清水，興津（下線付の物だ

けでも間に合います）（５万分の１ならば，静岡，

清水，駒越，南部）

９　参考資料　地学団体研究会静岡支部編「静岡の自然をたずね

て」築地書館（日曜の地学13）

10 お問合先　世話人（府川）まで　

Tel & Fax．0463-93-7268，E-mail：amzinate@ja2.so-net.ne.jp

日　時：2003年9月18日（木）13：00～

場　所：静岡市追手町1-13 アゴラ静岡　7階会議室

参加費：2,500円（地質学会及び共催団体会員）

3,500円（会員外）,

＊一般の方は参加費500円，資料代3,000円

主　催：日本地質学会環境地質研究委員会

共　催：静岡県地質調査業協会，

Japan Branch of COGEOENVIRONMENT-IUGS,

（財）環境地質科学研究所,（NPO）日本地質汚染審査機構，

千葉県環境財団

後　援：静岡県（交渉中）

協　力：㈱建設基礎調査設計事務所

近年大きな地震の際には有害物質が管理敷地外に漏れ出すケー

スがしばしば見られる．1978年伊豆大島近海地震では，鉱さいダ

ムが決壊し鉱さいが流出し狩野川流域を汚染させた．1995年兵庫

第９回地質汚染シンポジウム　
地質災害に伴う地質汚染・環境汚染

第２回地学普及のための（教師向け）巡検

市民向け講演会

関　連　行　事

地質情報展
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県南部地震の際には，中小の工場の倒壊により有機塩素系化合物

が漏れ地質汚染を引き起こしている．

近い将来起こる地震の際には有害物質の事前の管理・漏洩予防

が重要となる．また，これら有害物質が漏洩した時の対策も必要

となる．一方，土壌汚染対策法ならびに水質汚濁防止法の地下水

汚染に関する項目では，このような災害時の汚染現象については

想定されていない．また抜本的な予防対策については，これまで

あまり議論されてこなかった．

このようなことから，今回のシンポジウムでは，過去の例を踏

まえて今後の対策を参加者の皆さんとともに考えていく．

講　演：13：00～16：30

１．伊豆大島近海地震での持越鉱山の鉱さいダムの液状化による

崩壊と鉱さいによる環境汚染・地質汚染（建設基礎調査設計

事務所　安間　莊）60分

２．阪神淡路大震災時の地質汚染現象（兵庫県南部地震地質汚染

調査団　鈴木喜計）40分

３．静岡県における地震防災対策（仮題）（静岡県防災局）40分

コメント：地震による石油の漏洩事例と予防対策（消防研究所

吉原　浩）20分

コメント：谷頭部を埋めた鉱さいを含む残土による六価クロム地

質汚染現象とその対策（千葉県地質環境研究室：楠田

隆）20分

総合討論　16：30～17：00

※問い合わせ先：日本地質学会環境地質研究委員会運営係　

風岡　修（千葉県地質環境研究室　Tel.043-243-0261）

高校地学クラブ発表会

日本地質学会学校教育委員会では，本大会から地学普及行事の一環として地質情報展と同じ会場で、高校地学クラブの発表

会を開催することにいたしました．地元はもちろん，近県の高校地学クラブの研究活動を紹介し，中・高校生ならびに理科教

員，市民に広く知ってもらい，地学教育の奨励と振興を図ることを目的としております．また，学会という機会に高校生と研

究者，一般市民が交流する場を設け，地質学，地球科学への理解が深まり，普及の一助となることを願っております．

１　日時　　2003年9月20日（土） AM9：00～PM4：00

２　場所　　静岡コンベンションセンター（グランシップ）

３　参加対象　　高等学校地学クラブならびに理科クラブ等(ただし，活動，研究内容は地学的なもの)

４　発表形式　　展示発表，口頭発表，演示発表等（応相談）

５　出展費　　　無料（出展申込〆切：8月29日（金））

６　派遣依頼　　参加者については学校長宛，日本地質学会より派遣依頼状を出します

７　問い合わせ先　（FaxかE-mailでお願いします）

日本地質学会学校教育委員会

〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F

TEL : 03-5823-1150 Fax : 03-5823-1156

ｅ-mail : main@geosociety.jp

＊出展申込〆切まで，まだ少し時間があります．奮ってご参加下さい．
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今年も，日本地質学会年会にあわせ，「地質情報展」が開催されます．

静岡という開催地の特色もふまえ，今年のサブテーマは「プレートの出会う場所で」．日本列島の地質構造の成り立ちを支配し，今も地殻変

動に大きく関与する，プレート運動のメカニズムを，地球スケールから地域スケールへ時間経緯とともに解説し，富士山と駿河湾に代表され

る特徴的な地理性と，地震・火山を通じて「地質」への関心へと導きます．

さらに，各種地球科学図とそれを取り巻く研究の紹介，多様な地球資源の利用法の紹介などに加え，主に子供を対象とした「化石レプリカ

作成」などの体験コーナーや，コンピュータを使った映像展示など，一般市民の方々の「地質」への興味を広げる企画を多数用意しています．

また，今回は地元の高校生による「研究発表」の場を提供し，隣室に展示スペースを設置するという新しい試みも企画されました．ぜひ，

皆さんの周りの方々へＰＲお願いいたします．

日時：9/19（金）～9/21（日）

9：30～17：00

場所：静岡県コンベンション

アーツセンター

「グランシップ」６Fギャラリー

（JR東静岡駅前）

主催：産業技術総合研究所 地質調査総合センター
日本地質学会

後援：静岡大学・静岡県・静岡市・静岡県教育委員会・静岡市教育委員会・静岡県地質調査業協会・静岡県地学会

問い合わせ：地質調査総合センター地質調査情報部
http://www.gsj.jp/ e-mail : gevent@m.aist.go.jp

tel : 029-861-3581 fax : 029-861-3672

体験コーナー（予定）

化石の話とレプリカ作成・砂を使った不思議な実験・触って割ってみる石の実感・大地を体験するモデル実験・いろんな3Dで見る地形の

立体視

展示テーマ（予定）

プレートテクトニクスと静岡［富士山と駿河湾］・地震［活断層・地下水と地震予知］・火山と地熱利用・

海の調査［東海沖の山や谷］・地下資源［鉱物と燃料/温泉と湧水］・

様々な地質情報［リモートセンシング・地球科学図（地質図/海洋地質図/地球物理図/地球化学図）・地質情報の役立て方］



100万分の1日本地質図　第3版　4枚組　￥6, 000 韓国南部・日本西部及び周辺海域の地球科学図集　￥1, 300, 

100万分の1日本重力図（ブーゲー異常） ￥3, 700 *東アジア地質災害図　￥3, 500

地球化学アトラス　－北関東－　￥5, 300 重力図　（ブーゲー異常）1：20万

200万分の1地質編集図 青森地域　￥2, 100, 秋田地域　￥1, 400, 

コンピュータ編集による日本地質図（付記付き）￥2, 200 山形地域　￥1, 400, 北上地域　￥2, 300, 

日本の磁気図（説付き） ￥2, 400 渡島地域　￥1, 700, 苫小牧地域　￥1, 500, 

300万分の1 日本列島地温勾配図　￥1, 600 札幌地域　￥1, 700, 帯広地域　￥1, 500, 

数値地質図 旭川地域　￥1, 500, 北見地域　￥1, 500, 

200万分の1東・東南アジアの数値地質図（説付き） ￥2, 500 根室地域（2枚組）￥2, 400, 天北地域　￥1, 800, 

20万分の1地質図幅集（画像）ver.2.0 ￥1, 500 名寄地域　￥1, 800, 大分地域　￥1, 700

日本の新生代火山岩の分布と産状　CD-ROM版　￥1, 200 *福岡地域　￥2, 300, 

東・東南アジア都市域の地球科学データ CD-ROM版　￥1, 100 空中磁気図

日本地質図索引図（第1集～第8集　CD-ROM版1963～1999） ￥900 尖閣諸島海域　￥2, 000

北海道地質ガイドマップ　CD-ROM版　￥900 伊豆大島地域（1：5万）伊東周辺地域（1：2.5万）￥1, 000

東・東南アジア都市域の地球科学データ （第２版）CD-ROM版　￥1, 100 雲仙地域（1：5万） ￥1, 000

富士火山地質図CD-ROM版　￥1, 100 西表島周辺地域（1：10万） ￥1, 000

日本重力図CD-ROM版（説付き） ￥900 *由利原地域高分解能空中磁気異常図（1：5万） ￥2, 600

400万分の1東アジア磁気異常図 CD-ROM版（第２版） ￥900 火山地質図

400万分の1韓国南部・日本西部及び周辺海域の地球科学図集 CD-ROM版（第２版） ￥1, 000 桜島火山（1：2.5万） ￥1, 200 ,  有珠火山（1：2.5万） ￥1, 100 

日本周辺海域音波探査データベース　CD-ROM版　￥900 草津白根火山（1：2.5万）￥1, 500 , 阿蘇火山（1：5万） ￥1, 100

東北・九州地熱資源図CD-ROM版　￥900 北海道駒ヶ岳火山（1：5万） ￥1, 700 , 浅間火山（1：5万） ￥1, 700 

特殊地質図 青ヶ島火山および伊豆諸島南方海底火山（1：1万, 1：65万）￥2, 500 

東京湾とその周辺の地質　￥5, 900 雲仙火山（1：2.5万） ￥1, 100 , 那須火山（1：3万） ￥2, 100

秋田地熱資源図 ￥4, 800 伊豆大島火山（1：2.5万） ￥1, 700, 霧島火山（1：5万） ￥1, 500

諏訪湖湖底堆積状況図（1：1.35万） ￥1, 500 日本炭田図

東海沖海底音響画像図（1：40万） ￥700 天草炭田地質図　￥6, 800 

札幌－岩内地域火山・鉱化熱水系分布図　￥3, 600 日本油田・ガス田図

札幌地熱資源図　￥4, 400 新潟県中部地域　￥3, 700 

青森地熱資源図　￥4, 900 20万分の1地質図幅

50万分の1鉱物資源図 相川及び長岡の一部　￥1, 700, 青森　￥2, 200, 奄美大島　￥1, 800, 

北海道（東部, 西部） ￥6, 800, 東北　￥4, 100, 飯田（第2版）￥2, 300, 厳原　￥1, 300, 岩内　￥2, 300, 

関東甲信越　￥4, 300, 中部近畿　￥4, 300, 宇都宮　￥2, 600, 浦河　￥2, 500, 宇和島　￥2, 000, *岡山及び丸亀　￥2, 500, 

50万分の1地質図幅 鹿児島　￥2, 400, 金沢　￥2, 600, 唐津（第2版） ￥2, 100, 

旭　川 （第2版） ￥2, 000 岐阜　￥2, 600, 木本　￥1, 300, 久米島　￥1, 800, 高梁　￥2, 400, 

50万分の1活構造図 徳島（第2版） ￥2, 000, 日光　￥2, 800, 富山　￥2, 300, 

東京（第2版） ￥3, 100, *京都（第2版） ￥3, 500 長野　￥2, 900, 名寄　￥2, 200, 八丈島　￥1, 300, 八戸　￥2, 200, 

2.5万分の1地質構造図 福岡　￥2, 400, *水戸　￥2, 600, 宮崎　￥2, 500, 村上　￥2, 600, 

阿寺断層系ストリップマップ（説付き）￥2, 800 夕張岳　￥2, 400, 和歌山　￥2, 500

中央構造線四国地域活断層ストリップマップ（説付き）￥4, 300 ５万分の１地質図幅　地質図1：5万, 地域地質研究報告

中央構造線近畿地域活断層ストリップマップ　￥2, 300 明石　￥2, 400, 赤名　￥2, 700, 姉崎　￥3, 400, 飯豊山　￥3, 000, 

柳ヶ瀬－養老断層系ストリップマップ（1：10万） ￥2, 400 飯山　￥5, 500, 出雲崎　￥3, 200, 厳島　￥2, 400, 犬飼　￥3, 400, 

糸魚川－静岡構造線活断層系ストリップマップ（1：10万）￥2, 400 伊平屋島及び伊是名島　￥1, 800, 今市　￥2, 900, 岩ヶ崎　￥4, 300, 

兵庫県南部地震に伴う地震断層ストリップマップ 石見大田及び大浦　￥3, 800, 上野　￥4, 000, 浦郷　￥3, 200, 

野島・小倉及び灘川地震断層－（1：1万, 説付き）￥3, 400 恵比島　￥2, 800, 大分　￥3, 800, 大阪西南部　￥2400, 

花折断層ストリップマップ　￥2, 700 大阪西北部　￥2, 400, 大阪東南部　￥3, 400, 大阪東北部　￥3, 800, 

海洋地質図 大須　￥2, 400, 小値賀島及び肥前平島　￥2, 400, 大宮　￥2, 900, 

鳥取沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 800 尾鈴山　￥3500, 折尾　￥3, 000, 海田市　￥2, 700, 柿崎￥3, 300, 

鳥取沖表層堆積図（1：23万, 説付き） ￥3, 100 柏崎　￥4200, 金山　￥3, 100, *川前及び井出　￥6, 000, 上高地　￥3, 500, 

室戸沖表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥2, 700 刈和野　￥2, 400, 木曽福島　￥4, 000, 北小松　￥3, 900,

経ヶ崎沖表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥2, 900 岐阜　￥3, 700, 京都東北部　￥3, 700, 熊川　￥3, 600, 熊田　￥3, 300, 

下北半島沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 200 倉橋島及び柱島　￥2, 900, 黒石　￥3, 400, 桑名　￥3, 200, 

経ヶ崎沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 下呂　￥2, 700, 神浦　￥2, 800, 神戸　￥3, 100, 小倉　￥3, 700, 

粟島周辺海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 200 佐伯　￥3, 000, 佐賀関　￥2, 600, 桜井　￥4, 000, 篠山　￥2, 900, 

佐渡島北方表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 500 *三条　￥4, 100, 椎葉村　￥4, 300, 志津川　￥4, 100, 清水　￥2, 700, 

佐渡島北方海底地質図（1：20万, 説付き） ￥4, 100 *白馬岳　￥3, 600, 末吉　￥3, 100, 須磨（2版）￥2, 400, 

豊後水道南方海底地質図（1：20万, 説付き）￥4, 800 洲本　￥2, 600, 相馬中村　￥5100, 園部　￥2, 900, 高遠　￥4, 200, 

豊後水道南方表層堆積図（1：20万, 説付き）￥3, 700 田島　￥3, 500, 龍野　￥3400, 立山　￥4, 700, 谷汲　￥2, 400, 

駿河湾海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 400 玉庭　￥4, 300, 竹生島　￥2800, 津西部　￥4, 100, 敦賀　￥3, 600, 

ゲンタツ瀬海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 900 十勝池田　￥3, 400, 豊岡　￥2, 400, 苗場山　￥2, 700, 

塩屋崎沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 000 長岡　￥4, 000, 中野　￥2, 500, 那古　￥1, 800, 名張　￥3, 200, 

響灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 700 奈良　￥3, 700, 二本松　￥2, 900, *西津　￥4, 100, 二本松　￥2, 900, 

ゲンタツ瀬表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 600 乗鞍岳　￥3, 200, 八海山　￥2, 700, 姫島　￥2, 600, 広島　￥1, 500, 

日向灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 広根　￥3, 500, 福江　￥2, 600, 福岡　￥3, 700, 福知山　￥3, 200, 

塩屋埼沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 北条　￥4, 000, 真　壁　￥3, 600, 松江　￥3, 300, 

響灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 松之山温泉　￥3, 700, 三重町　￥3, 200, 三津　￥2, 500, 美濃　￥2, 400, 

*能登半島西方表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 400 宮原　￥4, 500, 槍ヶ岳　￥2, 900, 温泉津及び江津　￥4, 200, 

海外地球科学図　（英文） 湯湾　￥3, 200, 横須賀　￥2, 700, 横山　￥3, 700, 四ッ谷　￥2, 500

東・東南アジア熱流量図（1：500万） ￥2, 200 寄居　￥3, 000, 和歌山及び尾崎　￥2, 300

中国モウス沙莫よび周辺地域の水文環境図（1：50万, 説付き）￥6, 700

*印のついたものは2002年新刊及び新刊扱いです．

*このほかの地質図, 産総研地質調査総合センター出版物の詳細は以下のホームページhttp://www.aist.go.jp/GSJ/Map/でご覧になれます．

取扱い地質図一覧（委託販売） 02/7/31現在
会員には代金後払いで注文をお受けします．電話かFaxにて（なるべくFaxで），地質学会事務局へお申込み下さい．

Tel. 03-5823-1150，Fax. 03-5823-1156
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「地質学調査の基本─地質基準─」
が完成しました！！

日本地質学会地質基準委員会　編著　

A５版　並製・約230ページ

第110年年会（静岡大会）より発売いたします．

もくじ

１．共通調査項目

２．正常堆積物

３．付加体堆積物

４．火山・火山岩

５．深成岩

６．変成岩

７．人工地質体

８．断　裂

９．重力移動

付録　第一次地質基準

索　引

訂正

前号７月号ニュース誌掲載の「地球環境時代における地質科学－資

源中心の体系から環境中心の体系へ－（岩松　暉）」（ｐ25－28）につ

いて，目次欄での欠落と表題に誤りがありました．ここに訂正し，お

詫び申し上げます．

（ニュース誌編集委員会）

誤：「地球環境時代に於ける地質科学　

－資源中心の体系から環境中心の体系へ－」

正：「地球環境時代における地質科学　

－資源中心の体系から環境中心の体系へ－」
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☆法人化準備委員会報告

会則改正案ならびに細則改正案にもとづく具体的移行措置案については，第４回評議員会には提案されていませんでした．その後，法人

化準備委員会で移行措置案が検討され，評議員会議長宛に報告し，９月18日の第５回定例評議員会での審議を経て総会に報告され，承認を

お願いする予定ですが．あらかじめ，法人化準備委員会から報告をいたします．

＜会則改正案ならびに細則改正案にそった移行措置に関する法人化準備委員会案＞
この移行措置は今後の状況の変化に対応して変更の可能性がありますが，そのつど評議員会で審議します．

法人設立時期：2004年千葉大会を任意団体の解散と社団法人の設立総会とするように設定しています．

移行準備ならびに移行する期間：改正会則による移行準備期間を2003年９月（静岡総会）～2004年９月（千葉総会）とし，その後の移行期

間は2004年９月～2006年３月までとします．

＜移行に伴う特別措置（案），2003年９月静岡総会以降＞
１）任期中および2003年９月から新任の現行役員の移行について

2003年９月以降留任の会長・副会長：理事に移行，2004年９月まで．

2003年９月以降留任の執行委員（5名）：理事に移行，ただし２名を追加選出して７名とし，2004年９月まで．

2003年９月以降新任の執行委員（7名）：理事に移行，2005年３月まで．

2003年９月以降留任の評議員（18名）：代議員兼評議員に移行，2004年９月まで．

2003年９月以降新任の評議員（16名）：代議員兼評議員に移行，2005年３月まで．

＊理事は評議員および代議員を兼ねることができないので，移行措置として理事になった評議員は評議員および代議員から外れる．

＊2003年９月～2004年９月までの理事数　17名，評議員兼代議員数　34名

２）2003年９月以降新任の監査

１年任期の監査：監事に移行，2004年９月まで．

２年任期の監査：監事に移行，2005年３月まで．

＊2004年９月からの監事１名については，会長が委嘱する．実質的に監事の選挙は隔年となる．

３）2004年１月公示　役員（会長・副会長）・代議員の選挙

会長・副会長：任期2004年９月から2006年３月までの１年半

代議員：任期2004年９月から2006年３月までの１年半

代議員：任期2004年９月から2005年３月までの半年

＊理事および評議員は代議員から選出

＊上記選出者の選任は千葉総会になります．

４）移行措置による総会

2004年９月の千葉大会における通常総会の定数および議決については，現行の運営細則に準じ全会員による総会とします（ただし，社

団法人としての設立総会を迎えることになった場合には，同設立総会は代議員制による総会となります）．
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日本地質学会第110年総会議案

日本地質学会評議員会議長　在田　一則

2003年度第４回評議員会議事抄録（ニュース誌７月号37～40ページ）にあるように，評議員会では法人化準備委員会からの提案を承認し，

日本地質学会第110年総会に審議事項の一つとして，「法人化に向けた会則改正などについて」を諮ることとしました．本審議事項は日本地

質学会にとって重要な事項ですので，あらかじめここに次の議案を提示します．会員のみなさまにおかれましては事前の検討をよろしくお

願いします．ご意見などがありましたら，９月10日開催予定の法人化準備委員会ならびに執行委員会までお知らせ下さい．

なお，「議案３．倫理綱領について」は，前号ニュース誌７月号２ページに掲載してありますので，あわせてご覧下さい．

議案４）．日本地質学会法人化に向けた会則改正などについて
＜議案の要点＞
①社団法人「日本地質学会」への移行準備措置として，定款案に沿って会則の改正を行います．

②会則改正（案）ならびに運営細則改正（案）・選挙細則改正（案）に沿った移行措置を進めます．

③社団法人「日本地質学会」としての基本財産ならびに事業推進のための活動資金の募金活動を進めます．

＜議案に関する経緯＞
日本地質学会第109年総会（新潟）では以下の提案が議決されました．

①日本地質学会の社団法人化を進めるために，評議員会のもとに「日本地質学会法人化準備委員会」を設置します．

②本準備委員会は社団法人「日本地質学会」の定款案策定をはじめ，法人化に向けた種々の準備を進めます．準備の一つとして，日本地

質学会の基本財産2000万円確保のための募金活動にも取り組みます．

③定款案は文部科学省の学会法人版定款案作成例に基づいたものとします．また，定款の枠内で，これまで学会がとってきた組織運営体

制をできるかぎり生かすように努力します．

この議決を受け2003年度評議員会のもとに設置された日本地質学会法人化準備委員会は，法人のもとでの地質学会の活動内容，法人の定

款案・運営細則案・選挙細則案，移行過程，募金の進め方などについて検討してきました．検討内容は随時評議員会に諮るとともに，

News誌６月号ならびに学会ホームページに掲載した案に基づいて，６月27日，ワークショップを開催し，会員の意見も聞いてきました．

それらを踏まえ，６月28日の2003年度第４回評議員会では「社団法人日本地質学会」としての定款案にそった会則改正を行うことを総会議

案とすることが了承されました．運営細則改正案・選挙細則改正案も同時に提示されましたが，特に異論は出されず，法人化準備委員会で

は細則改正案にそって更に検討を深め，法人化への具体的な移行措置についても検討を行ってきました．これらについてはすでに報告があ

りましたので（法人化準備委員会報告参照），総会直前の評議員会で審議のうえ，総会に諮る予定です．以下に議案についての補足的な説

明をします．

＜議案に関する補足説明＞
１）会則改正について

「社団法人日本地質学会」としての定款案に沿った会則改正を行うことは，日本地質学会が社団法人化する準備として，又，移行のため

の経過措置として必要不可欠です．会則改正案を掲載するとともに，資料として現行会則と法人化した場合の定款案を掲載しておきます．

定款案は文部科学省の学会法人版モデルにならっています．モデル案にならった都合上，いくつかの項目は会則からはずして，運営細則に

回しました．また，「任意団体」としての「日本地質学会会則改正案」では，定款案にあるような，社団法人の定款としては必要であって

も，任意団体では不要な項目，すなわち，文部科学省への届け出や報告，会計処理の方式などは除外しました．

社団法人としての定款の最終的な決定は文部科学省との詰め，「社団法人 日本地質学会」設立総会での承認，文部科学省への届け出，文

部科学省審議会での承認が必要となります．したがって，定款案は文部科学省との折衝過程などで今後も変更の可能性があります．

２）運営細則改正案・選挙細則改正案について

細則の改正は現行会則では総会での議決を要する事項ではありませんが，具体的な学会運営方式を定めたもので，移行を具体的に進める

上で必要かつ重要な規則ですので，会則改正案とあわせて資料として提示し，承認をいただく予定です．なお，これらの細則案については，

さらに詰めが必要な項目もあり，引き続き検討します．

３）募金について

当面，法人としての基本財産となる2000万円の募金に取り組みます．また，引き続き，法人のもとでの事業計画を推進・展開するための

活動資金の募金に取り組みます．
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日本地質学会（現行会則）
（2000年３月18日改正）

第１条（名称）本会は日本地質学会（The Geological Society of

Japan）という．

第２条（目的）本会は地質学および関連科学の進歩と普及をはかる

ことを目的とする．

第３条（事業）本会はその目的を達成するため，つぎの事業を行う．

その経費は主として第８条に定める会費により支弁されるが，他か

らの補助金または寄付金を受けることができる．

１．講演会，見学旅行などの開催

２．会誌，その他の出版物の刊行

３．研究の援助，奨励および研究業績の表彰

４．国際交流の推進

５．その他

第４条（会員）

１．本会はつぎにあげる会員で組織される．

ａ．正会員：地質学またはこれに関連する諸科学について学識ま

たは経験のある個人．

ｂ．学生会員：地質学に関心のある学部学生およびこれに準ずる

個人

ｃ．賛助会員：本会の目的を賛助し，別途定める賛助会員会費を

納める個人または法人．

ｄ．名誉会員：地質学について顕著な功績のある会員もしくは本

会活動に多大な貢献をした会員の中から，評議員会が推薦し総

会の議決で定めた個人．

２．会員はつぎの権利をもつ

ａ．会誌などの配布を受ける．

ｂ．本会の催す講演会，見学旅行などに参加できる．

ｃ．会誌に寄稿し，講演会で研究発表ができる．

ｄ．評議員会に本会の事業，運営について意見を述べることがで

きる．

第５条（入会）本会に入会を希望する者は，正会員１名の紹介で所

定の入会申込書を本会事務局へ提出し，執行委員会の承認を受けな

ければならない．

第６条（退会および除籍）会員はつぎの事項に該当する場合には，

執行委員会の審議を経て，評議員会の承認により退会あるいは除籍

となる．

日本地質学会会則（改正案）

第1章　総　　則

（名　称）

第１条　この学会は，日本地質学会（The Geological Society of

Japan. 略称J.G.S.）という．

（事務所）

第２条　この学会は，事務所を東京都千代田区岩本町2‐8‐15井桁

ビル内に置く.

（支　部）

第３条　この学会は，理事会の議決を経て，必要の地に支部を置く

ことができる．

第2章　目的及び事業

（目　的）

第４条　この学会は，地質学に関する学理及びその応用についての

研究発表，知識の交換，会員相互及び内外の関連学会との

連携協力等を行うことにより，地質学の進歩普及を図り，

もってわが国の学術の発展に寄与することを目的とする．

（事　業）

第５条　この学会は，前条の目的を達成するために次の事業を行う．

（1）研究発表会，講演会等の開催

（2）学会誌その他の刊行物の発行

（3）研究の奨励及び研究業績の表彰

（4）関連学術団体との連絡及び協力

（5）国際的な研究協力の推進

（6）その他目的を達成するために必要な事業

第3章　会　員

（種　別）

第６条　この学会の会員は，次の通りとする．

（1）正会員　　地質学あるいはその関連科学に関し学識経験を有

する個人

（2）賛助会員　この学会の事業を援助する個人または法人

（3）名誉会員　正会員の中で地質学の発展に関して功績が特に顕

著な者で，総会の議決をもって推薦された者

（4）準会員　　地質学に関心のある学部学生およびこれに準ずる

個人

（入　会）

第７条　会員になろうとする者は，入会申込書を会長に提出し，理

事会の承認を受けなければならない．

（会　費）

第８条　この学会の会費は総会の議決をもって別に定める．

２　名誉会員は，会費を納めることを要しない．

３　既納の会費は，いかなる事由があっても返還しない．

（資格の喪失）

第９条　会員は，次の事由によってその資格を喪失する．

（1）退会したとき．

（2）死亡，もしくは失踪宣告を受け，またはこの学会が解散した

とき．

（3）除籍されたとき．

○議案４）日本地質学会法人化に向けた会則改正などについて
資料①　会則改正案および現行会則：対応
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１．本人の退会申し込みがあった時．

２．正当な理由がなく，会費を１年以上滞納し，かつ請求に応じな

かった時．

なお，本人が死亡した場合および法人が解散した場合には会員

としての資格を喪失する．

第７条（除名）本会の名誉を著しくそこなった場合，もしくは本会

に多大な不利益を及ぼした場合には，執行委員会および評議員会の

審議により除名となる．

第８条（会費）会員（名誉会員を除く）は別途規定の定めるところ

により会費を納入しなければならない．会費は前納とし，既納の会

費はいかなる理由があっても返還しない．

第９条（役員）本会は選挙によりつぎの役員をおく

（役　　職） （定員）（任期）（被選挙者） （選挙者）

会長　　　　 １名 ２年 正会員 正会員および学生会員

副会長　　　 ２名 ２年 正会員 正会員および学生会員

会計監査委員 ２名 ２年 正会員 正会員および学生会員

評議員　　　 50名 ２年 正会員 正会員および学生会員

執行委員　　 10名 ２年 評議員 評議員

会長は本会を代表し，会務を総括する．副会長は会長を補佐し，

会長に事故のあるときはその職務を代行する．

会計監査委員，評議員，執行委員については第10条に示す．

役員は別途定める選挙規定により選出され，任期は総会での承認

時から翌々年の総会までとする．役員の再選はさまたげない．

第10条（組織）本会はつぎの組織で運営される．

１．総会：正会員および学生会員で組織し，本会運営の最高議決機

関である.

総会は正会員および学生会員の15分の１以上の委任状を含めた

出席によって成立する．

２．評議員会：評議員で組織し，総会で定めた基本方針にしたがい，

運営要項を審議，議決する．その結果を総会に報告し，承認を求

める．

なお，運営のために別途定める組織をおく．評議員会のもとに

必要な委員会をおく．委員会については別途定める．

３．執行委員会：執行委員で組織し，評議員会で定めた方針と運営

要項にもとづき本会の業務を執行する．

なお，運営のために別途定める組織をおく．

４．事務局：執行委員会が推薦し，評議員会が承認した事務局長お

よび事務局員で組織し，執行委員会の指示に従い本会の運営に必

要な業務を行う．業務の内容については別途定める．

５．会計監査委員会：会計監査委員で組織し，本会の会計を監査す

る．

第11条（本部および支部）本会は本部を東京都千代田区岩本町２丁

目８番15号井桁ビル内におく．また，地方において地質学および関

連科学の進歩と普及をはかることを目的として別途定める支部をお

く．会員はその勤務地（または居住地）により，それぞれの支部に

属する．

第12条（運営細則・役員選挙細則など）本会の運営に必要な運営細

則・役員選挙細則などについては別途定める．

第13条　本会会則の変更は総会の議決によって行なう．

（以上　現行会則）

（4）除名されたとき．

（退　会）

第10条　会員が退会しようとするときは，理由を付して退会届を会

長に提出しなければならない．

（除　籍）

第11条　この学会の会員としての義務に違反したときは，理事会の

議決を経て除籍することができる．

（除　名）

第12条　会員が次に該当するときは，総会の議決を経て，会長が除

名することができる．

会員としてこの学会の名誉を傷つけ，又はこの学会の目

的に違反する行為があったとき．

第4章　役員，代議員及び職員

（役　員）

第13条　この学会には，次の役員を置く

（1）理事　15名以上20名以内（うち，会長1名，副会長2名，常務

理事１名）

（2）監事　２名

（代議員）

第14条　この学会に170名以上220名以下の代議員を置く．

（役員の選任）

第15条　理事及び監事は総会で選任し，理事は，互選で会長，副会

長，常務理事を定める．

２　特定の理事とその親族その他特別の関係にある者の合計数

は，理事現在数の３分の１を超えてはならない．

３　理事及び監事は，相互に兼ねることができない．

（理事の職務）

第16条　会長は，この学会の業務を総理し，この学会を代表する．

２　会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，あらかじ

め会長が指名した順序により副会長がその職務を代理し，又は

その職務を行う．

３　常務理事は，会長を補佐し，理事会の議決に基づき，日常の

事務に従事し，総会の議決した事項を処理する．

４　理事は，理事会を組織して，この会則に定めるもののほか，

この学会の総会の権限に属せしめられた事項以外の事項を議決

し，執行する．

（監事の職務）

第17条　監事は，この学会の業務及び財産に関し，次の各号に規定

する職務を行う．

（1）学会の財産の状況を監査すること．

（2）理事の業務執行の状況を監査すること．

（3）財産の状況又は業務の執行について不整の事実を発見したと

きはこれを理事会，総会又は文部科学大臣に報告すること．

（4）前号の報告をするため必要があるときは，理事会又は総会を

招集すること．

（役員の任期）

第18条　この学会の役員の任期は，2年とし，再任を妨げない．

２　補欠又は増員により選任された役員の任期は，前任者又は現

任者の残任期間とする．

３　役員は，その任期満了後でも後任者が就任するまでは，なお

その職務を行う．



（役員の解任）

第19条　役員が次の各号の一に該当するときは，理事会及び総会で

各々の４分の３以上の議決により会長がこれを解任するこ

とができる．

この場合，理事会及び総会で議決する前にその役員に弁

明の機会を与えなければならない．

（1）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき．

（2）職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない行為があ

ると認められるとき．

（役員の報酬）

第20条　役員は，有給とすることができる．

２　役員の報酬は，総会の議決を経て会長が定める．

（代議員の選任）

第21条　代議員は正会員の中から，選挙により選出し，総会で選任

する．

２　代議員は役員を兼ねることができない．

３　代議員の選挙は，別に定める規程に基づいて行う．

４　代議員の欠員が生じた場合は.別に定める規定に従い，速や

かに欠員を補充する．

（代議員の職務）

第22条　代議員は正会員を代表して総会に出席し，審議事項を議決

する．

（代議員の任期）

第23条　代議員の任期は２年とする．ただし，再任を妨げない．

２　欠員又は増員により選任された代議員の任期は，前任者又は

現任者の残任期間とする．

３　代議員は，その任期満了後でも後任者が就任するまでは，そ

の任務を行う．

（代議員の解任）

第24条　代議員が次の各号の一に該当するときは，理事会及び総会

の各々の４分の３以上の議決により，会長がこれを解任す

ることができる．

（1）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき．

（2）職務上の義務違反その他代議員たるにふさわしくない行為が

あると認められるとき．

（代議員の報酬）

第25条　代議員は無報酬とする．

（事務局及び職員）

第26条　この学会の事務を処理するため，事務局及び必要な職員を

置く．

２　職員は，会長が任免する．

３　職員は，有給とする．

第5章　会　　議

（理事会の招集等）

第27条　理事会は毎年10回以上会長が招集する．ただし，会長が必

要と認めたとき，又は理事現在数の３分の１以上から会議

に付議すべき事項を示して理事会の招集を請求されたとき

は，会長はその請求があった日から10日以内に臨時理事会

を招集しなければならない．

２　理事会の議長は，会長とする．

（理事会の定足数）

第28条　理事会は，理事現在数の３分の２以上の者が出席しなけれ

ば，議事を開き議決することができない．ただし，当該議

事につき書面をもってあらかじめ意思を表示した者は，出

席者と見なす．

２　理事会の議事は，この会則に別段の定めがある場合を除くほ

か，出席理事の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長

の決するところによる．

（総会の構成）

第29条　総会は，役員及び代議員をもって組織する．

（総会の招集）

第30条　通常総会は，毎年９月に会長が招集する．

２　臨時総会は，理事会が必要と認めたとき，会長が招集する．

３　前項のほか，正会員現在数の５分の１以上から会議に付議す

べき事項を示して総会の招集を請求されたときは，会長は，そ

の請求があった日から40日以内に臨時総会を招集しなければな

らない．

４　総会の招集は，少なくとも30日以前に，その会議に付議すべ

き事項，日時及び場所を記載した書面をもって役員及び代議員

に通知する．

５　正会員は総会に出席し，意見を述べることができる．

（総会の議長）

第31条　総会の議長は，会議のつど，出席役員及び代議員の互選で

定める．

（総会の議決事項）

第32条　総会は，この会則に定めるもののほか，次の事項を議決す

る．

（1）事業計画及び収支予算についての事項

（2）事業報告及び収支決算についての事項

（3）財産目録についての事項

（4）その他この学会の業務に関する重要事項で理事会において必

要と認めるもの

（総会の定足数等）

第33条　総会は，役員及び代議員現在数の過半数以上の者が出席し

なければ，議事を開き議決することができない．ただし，

当該議事につき書面をもってあらかじめ意思を表示した者

及び他の役員及び代議員を代理人として表決を委任した者

は，出席者と見なす．

２　総会の議事は，この会則に別段の定めがある場合を除くほか，

役員及び代議員である出席者の過半数をもって決し，可否同数

のときは，議長の決するところによる．

（会員への通知）

第34条　総会の議事の要領及び議決した事項は，全会員に通知する．

（議事録）

第35条　すべての会議には，議事録を作成し，議長及び当該会議に

おいて選任された出席者の代表2名以上が署名押印の上，

これを保存する．

第6章　資産及び会計

（資産の構成）

第36条　この学会の資産は，次のとおりとする．

（1）財産目録に記載された財産

（2）会費

（3）資産から生じる収入
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（4）事業に伴う収入

（5）寄附金品

（7）その他の収入

（資産の種別）

第37条　この学会の資産を分けて，基本財産と運用財産の２種とす

る．

２　基本財産は，次に掲げるものをもって構成する．

（1）財産目録中基本財産の部に記載された財産

（2）基本財産とすることを指定して寄付された財産

（3）理事会で基本財産に繰り入れることを議決した財産

３　運用財産は，基本財産以外の資産とする．

（資産の管理）

第38条　この学会の財産は，理事会が管理し，基本財産のうち現金

は，理事会の議決を経て定期貯金とするなど確実な方法に

より，会長が保管する．

（基本財産の処分の制限）

第39条　基本財産は，譲渡し，交換し，担保に供し，又は運用財産

に繰り入れてはならない．ただし，この学会の事業遂行上

やむを得ない理由があるときは，理事会及び総会の３分の

２以上の議決を経て，その一部に限りこれらの処分をする

ことができる．

（経費の支弁）

第40条　この学会の事業遂行に要する経費は，運用財産をもって支

弁する．

（事業計画及び収支予算）

第41条　この学会の事業計画及びこれに伴う収支予算は，会長が編

成し，理事会及び総会の議決を経なければならない．事業

計画及び収支予算を変更しようとする場合も同様とする．

（暫定予算）

第42条　前条の規定にかかわらず，やむを得ない事情により予算が

成立しないときは，理事長は，理事会の議決を経て，予算成

立の日まで前年度の予算に準じ収入支出することができる．

２　前項の収入支出は，新たに成立した予算の収入支出とみなす．

（収支決算）

第43条　この学会の収支決算は，会長が作成し，財産目録，事業報

告書並びに会員の異動状況書とともに，監事の意見を付け，

理事会及び総会の承認を受けなければならない．

２　この学会の収支決算に収支差額があるときは，理事会の議決

及び総会の承認を受けて，その一部又は全部を基本財産に編入，

または翌年度に繰り越すものとする．

（事業年度）

第44条　この学会の事業年度は，毎年１月１日に始まり，12月末日

に終わる．

第7章　会則の変更及び解散

（会則の変更）

第45条　この会則は，理事会及び総会の各々４分の３以上の議決を

経なければ変更することができない．

（解散）

第46条　この学会の解散は，理事会及び総会の各々の４分の３以上

の議決を経なければならない．

第8章　雑　　則

（会計帳簿の閲覧等）

第47条　会員は所定の手続きに従って理事会に申し出ることによ

り，いつでも本会事務局において会計帳簿を閲覧すること

ができる．

（細　則）

第48条　この会則の施行についての細則は，理事会及び総会の議決

を経て，別に定める．
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第1章　総　　則

（目的）

第１条　日本地質学会（以下学会と呼ぶ）定款第48条にもとづいて

本細則を定める．学会の機構，業務運営，会務の分担，職制等の

会則施行に必要な事項は，この規則の定めによる．

（規則の変更）

第２条　この規則の変更は，評議員会に諮り，理事会の議決によっ

て行う．その結果を総会に報告し，承認を求める．

第2章　会員，会員名簿，入会，退会

（会員の権利）

第３条　会員は次の権利をもつ．

（1）会誌などの配布を受ける．

（2）本会の催す講演会，見学旅行などに参加できる．

（3）会誌に寄稿し，講演会で研究発表ができる．

（4）理事会および評議員会に本会の事業，運営について意見を述

べることができる．

（会員名簿）

第４条　本会に会員名簿を備え，会員の別に定める事項及び会員の

種別を記載し，その記載事項に異動があった場合にはすみやかに

整理するものとする．

（入　会）

第５条　学会に入会を希望する個人，法人または団体は，別に定め

る事項及び会員の種別を記載した入会申込書を学会に提出しなけ

ればならない．

（入会の承認）

第６条　理事会において入会を承認したときは，会長はすみやかに

会員名簿に登録し，かつ，所属支部及び本人にその旨通知する．

（異動届）

第７条　会員名簿記載事項について異動があったときは，会員はそ

の旨を記載した届出書を学会に提出しなければならない．

（学生会員の種別変更）

第８条　学生会員は，学生としての資格を失うと同時に正会員とな

る．
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（賛助会員の代表者届出）

第９条　賛助会員が法人もしくは団体である場合は，学会に対する

代表者を定めて届出なければならない．

（賛助会員の代表者変更届）

第10条　団体である賛助会員は，前条の代表者に変更があった場合，

すみやかにその旨を学会に届出なければならない．

（所属支部への通知）

第11条　第７条の規定による届出があったときならびに退会届を受

理した場合は，会長は会員名簿を整理し，所属支部にその旨を通

知する．

（会　費）

第12条　本会会費の年額（１月～12月分）を次のように定める．

（1）正会員：年額12,000円

ただし，大学院（または準ずる）に在籍し，定収のない者に

ついては所定の用紙により申し出た場合には，院生割引を適用

し，年額8,000円とする．

（2）準会員（学部学生およびこれに準ずる個人）：年額5,000円

（3）賛助会員：１口年額25,000円，２口以上

ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，1口とす

ることができる．

２　本会費の変更の提案は，評議員会に諮り，理事会の議決を経

なければならない．

３　会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入し

なければならない．

なお，やむを得ぬ理由により総務委員会が認める場合は，分

納することができる．

４　入会を認められたものは，直ちに所定の会費を納めなければ

ならない．

５　本会に再入会する者で，過去に未納会費がある場合には，こ

れを納めなければならない．

６　会費を滞納した会員については次の処置をとる．

（1）滞納が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．

（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑

誌等の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で

送付ができないことがある．

（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがあ

る．

（4）正当な理由がなく会費を１年以上滞納し，請求に応じなか

ったときは除籍とする．

第3章　理事会

（理事会の構成）

第13条　理事会は，理事によって構成され，必要に応じてオブザー

バの出席を求めることができる．

２　理事に欠員が生じた場合は補充する．

（理事会のもとにおく部会）

第14条　会務を執行するために，つぎの事業部会をおく．

（1）運営財政部会

本会の事務および財政の運営並びに会誌のうちニュース誌の

発行等の広報活動を担当する．下部組織として，総務委員会お

よび広報委員会をおく．

（2）学術研究部会

本会の学術研究および国際交流の推進を担当する．下部組織

として，行事委員会，専門部会連絡委員会，国際交流委員会を

置く．また，各種研究委員会との連絡，調整を図る．

（3）編集出版部会

本会の会誌のうち地質学雑誌，地質学論集等の出版物の企画

発行を担当する．また，関連学会との共同編集であるThe

Island Arcに関する連絡調整を行う．下部組織として，地質学

雑誌編集委員会，企画出版委員会およびThe Island Arc連絡調

整委員会をおく．

（4）普及教育事業部会

本会が行う地質学の普及・教育活動，地質学に係る各種基準

の策定・整備を担当する．下部組織として，学校教育委員会，

生涯教育委員会，地質基準委員会，地層名委員会をおく．

２　各事業部会は理事からなる部会長１名，副部会長１名および

部会運営のための下部組織である実務委員会から構成される．

部会長および副部会長の任期は１年であり再選はさまたげな

い．部会長は事業部会を代表し，事業部会を統括する．副部会

長は部会長を補佐し，部会長に事故ある時はその職務を代行す

る．

３　実務委員会は委員長および若干名の委員から構成され，委員

長および委員は正会員の中から部会長の推薦により理事会が選

出し，会長が委嘱する．任期は２年であり再任はさまたげない．

４　各事業部会の構成，任務の詳細は別途規約に定める．

（理事会のもとにおくその他の組織）

第15条　恒常的な会務運営のために以下の組織をおく．

（1）支部長連絡会議

担当理事および各支部長によって構成され，必要に応じてオブ

ザーバの出席を求める．議長は担当理事があたる．本会議は議長

が適宜召集し，支部活動の連絡，調整を行い，支部活動の推進を

はかる．

（2）地質災害委員会

担当理事，各支部長および若干名の専門委員によって構成され，

委員長は担当理事があたる．

専門委員は各支部長の意見をもとに正会員の中から理事会が選

出し，会長が委嘱する．任期は２年であり再任をさまたげない．

本委員会は，地質学に関連する緊急災害の発生に際し，情報収

集・連絡等の必要な対応をとる．

２　会務運営のために必要な委員会をおくことができる．委員は

正会員の中から理事会が選出し，会長が委嘱する．任期は当該

委員会の設置期間とするが最大２年とし，再任はさまたげない

（審議事項についての報告）

第16条　理事会は審議内容を速やかに会員に知らせなければならな

い．

（事務局）

第17条　事務局は，理事会が選任した事務局長１名および若干名の

事務局員からなる．事務局長および事務局員は本会会員であるこ

とを要しない．

２　事務局は理事会の指示のもとに，学会の運営と事業に必要な

業務を行う．

事務局長は事務局を統括して業務の遅滞なき処理に務めると

ともに，理事会に業務の処理状況を報告しなければならない．

３　事務局長および事務局員は本会との労働契約を締結するもの

とする．

第4章　評議員会

（評議員の定数）

第18条　この学会に評議員を置き，その定数は約40名とする．

（評議員の選任と任期）

第19条　評議員は別途定める選挙細則により代議員のなかから選出

し，会長が委嘱する．

２　評議員は代議員を兼務するものとする．
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３　任期は２年間とし，毎年約半数を交代する．

（評議員の職務）

第20条　評議員は評議員会を組織し，会長からの諮問に対して審議

を行い答申し，助言することができる．

（評議員会の種別，開催時期，運営等）

第21条　評議員会は定例評議員会と臨時評議員会の２種とする．

２　定例評議員会は年５回開催され，つぎの審議を行う．

（1）前年度事業内容

（2）前年度収支決算書および財産目録についての会計監査報告

（3）前年度収支決算書および財産目録

（4）当該年度の事業経過の報告

（5）次年度事業計画

（6）次年度予算

（7）評議員会のもとにおかれた委員会などの答申内容

（8）名誉会員，学会表彰等の候補者の推薦

（9）除籍，退会，除名

（10）その他必要な事項

なお，必要に応じて評議員会議長は，会長の承認の下に，定例

評議員会の開催時期を変更することができる．臨時評議員会は，

理事会から要請があった時，評議員５名以上の連名で要求があ

ったときに開催され，当該議案を審議する．

３　召集

評議員会は評議員会議長が召集し，評議員会議長は評議員会

開催の時，所および議案を開催日の１ヶ月前までに役員および

評議員に通知する．また，可能な限り会誌を通じて会員にも通

知する．ただし，臨時評議員会の開催通知についてはこの限り

ではない．

４　議案

評議員会の議案は，理事会が決定する．ただし，評議員５名

以上の連名による提案があった場合にはこれを議案に加えなけ

ればならない．

５　評議員会の構成

（1）評議員会は評議員により構成され，必要に応じてオブザー

バの出席を求めることができる．理事，監事は評議員会に出

席するものとする．

（2）通常総会直後の定例評議員会において，評議員の中から議

長１名，副議長１名を互選により選出する．議長および副議

長の任期は１年とし再選はさまたげない．

（3）議長は評議員会を代表し，評議員会を統括する．副議長は

議長を補佐し，議長に事故あるときにはその職務を代行する．

６　成立条件

評議員会は評議員の委任状を含む過半数の出席により成立す

る．

７　評議員会のもとにおく委員会等の組織

理事会の付託をうけて，評議員会のもとにつぎの委員会をお

く．委員会には担当理事は出席するものとする．委員会の組織

の新設，廃止については理事会の承認のもとに行う．

（1）各賞の選考および本会表彰を審議，候補者推薦等を行う委

員会，および名誉会員候補者の推薦を行う委員会

（2）科学研究費全般にかかわる委員会

（3）事業計画，研究企画，普及教育等の本会の将来を検討する

委員会

（4）女性科学者の地位向上など，本会員の地位向上を検討する

委員会

（5）その他必要な委員会

８　傍聴

評議員会の傍聴を希望する会員は，所定の期日までに申請し

なければならない．

９　報告

議長は評議員会での審議内容を理事会に報告し，代議員にも

知らせる．

第5章　専門部会

（専門部会）

第22条　地質学の専門分野の研究を恒常的に推進するために別途定

める専門部会をおく．

２　専門部会は正会員の発議により，評議員会の承認と理事会の

議決により発足する．

３　専門部会は，代表者（専門部会長）と専門部会に属する会員

とからなり，専門部会が別途定める規約にしたがい，自主的に

運営される．ただし，専門部会は理事会学術研究部会と協議・

調整をはかりつつ運営されなければならない．

４　専門部会が定める規約は理事会の承認を必要とし，専門部会

は毎年代表者氏名，連絡先，活動内容と活動方針，所属する専

門部会員の氏名等必要事項を理事会に報告しなければならな

い．

５　専門部会に入会を希望する会員は専門部会代表者もしくは本

会事務局に申し出る．会員は１つ以上の専門部会に所属するこ

とができる．

６　評議員会が当該専門部会の廃止を適当と認めた時には，理事

会の議決により，これを廃止することができる．

第6章　研究委員会

（研究委員会）

第23条　地質学およびこれに関連する諸科学の特定課題について研

究するために，正会員10名以上の連名による申し入れがあった時

には，評議員会の承認と理事会の議決により研究委員会を設ける

ことができる．

２　研究委員会設立の申し入れは，つぎの内容を含む研究委員会

設立趣意書として理事会に提出しなければならない．

（1）研究題目

（2）研究委員会として共同研究を必要とする理由

（3）研究委員会設置期間

（4）経費予算とその支弁方法

（5）代表者氏名，連絡先および予定される委員名

（6）研究委員会の運営規約

なお，研究委員会の設置期間は最長３年とする．ただし再申

請はさまたげない．

３　研究委員会は，代表者（研究委員長）と研究委員会に属する

会員とからなり，研究委員会が別途定める規約にしたがい，自

主的に運営される．ただし，研究委員会は理事会学術研究部会

と協議・調整をはかりつつ運営されなければならない．

４　研究委員会は，毎年代表者氏名，連絡先，活動内容と活動方

針，所属する委員の氏名等必要事項を理事会に報告しなければ

ならない．

５　研究委員会に参加を希望する会員は，研究委員会代表者もし

くは本会事務局に申し出る．研究委員会は当人に参加の承認結

果を通知する．

なお，会員は単独あるいは複数の研究委員会に参加を申し入

れすることができる．

６　つぎの時には，評議員会及び理事会の承認により研究委員会

を解散することができる．

（1）研究目的が達成されたとき

（2）研究委員会設置期間が満了となったとき

（3）研究委員会自ら解散を希望したとき

（4）研究委員会が本来の目的を達成しえず，理事会がその解散

を適当と認めたとき

第7章　会　　計

（財政会計の総括責任者）
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第24条　会長は，財政会計に関する総括責任者となる．

（予算案作成，提出）

第25条　運営財政部会担当理事は，翌事業年度の事業計画を作成し，

予算とともに会長に提出しなければならない．

（事業計画，収支予算の議決）

第26条　会長は，運営財政部会担当理事から提出された事業計画及

び予算を取りまとめて，調査審議し，毎年通常総会前までに理事

会の議決を経なければならない．

２　前項の規定により決議された事業計画及び収支予算は，通常

総会において承認を得なければならない．

３　前項に規定する通常総会の日までの収支予算については，会

長の承認を得て，必要最小限度額の予算執行をすることができ

る．

（暫定予算）

第27条　前条の規定にかかわらず，やむを得ない理由により予算が

成立しないときは，会長は，理事会の議決を経て，予算成立の日

まで前年度の予算に順じて暫定予算を編成し，これを執行するこ

とができる．

２　前項の規定により暫定予算を執行した場合における収入支出

は，新たに成立した収支予算の収入支出とみなす．

（予算の流用）

第28条　予算に計上された各費目の支出及び同一項目内の各費目間

の予算の流用は，別に定めある場合のほか会長が専行する．

（予算の変更等）

第29条　予算の変更，予算の超過又は予算外支出については，理事

会の議決を経なければならない．ただし，会長が重要事項と認め

た場合は総会の承認を得るものとする．

第8章　支　　部

（支部の区分）

第30条　この学会は，つぎの支部を置く．

（1）北海道支部：北海道

（2）東北支部：青森，秋田，岩手，山形，宮城，福島

（3）関東支部：茨城，栃木，群馬，埼玉，千葉，東京，神奈川

（4）中部支部：新潟，長野，山梨，静岡，富山，石川，岐阜，愛

知，福井

（5）近畿支部：滋賀，奈良，京都，三重，大阪，和歌山，兵庫

（6）四国支部：徳島，香川，高知，愛媛

（7）西日本支部：岡山，広島，鳥取，島根，山口，福岡，熊本，

長崎，佐賀，大分，宮崎，鹿児島，沖縄

また，理事会が必要と認めた場合には支部の下に地方部会をお

くことができる．

（支部の運営）

第31条　支部は別途定める支部規約により運営される．

２　支部長は支部長連絡会議に出席し，本会並びに各支部との調

整等を行う．

３　支部は支部規約，所在地，役員名，および支部活動および会

計の状況を適宜理事会に報告し，承認を得なければならない．

（支部の区分の変更，増設または統合）

第32条　会長は，必要に応じ，理事会および総会の議決を経て，第30

条の区分を変更し，支部を増設し，または統合することができる．

（支部会員）

第33条　会員は，登録した住所を管轄区域とする支部の会員となる．

第9章　学会誌その他の刊行物

（学会誌）

第34条　本会の学会誌その他の刊行物は次のものとする．

（1）地質学雑誌：毎月１回発行

（2）地質学会News：毎月１回発行

（3）会員名簿：隔年発行

（4）地質学雑誌総目録：10年毎に発行

（5）地質学論集：不定期

（6）年会講演等の予稿集：年会では年１回，その他は随時

（7）その他の出版物：随時

地質学雑誌，地質学会ニュース，会員名簿，地質学雑誌総目録

は会員に配布し，その一部を販売することができる．地質学論集，

年会講演等の予稿集は会員に有料配布とし，その一部を販売する

ことができる．

（印刷物の刊行）

第35条　前条以外の印刷物の刊行は，理事会の議決を得なければな

らない．

（刊行物の寄贈先）

第36条　学会誌その他の刊行物の寄贈先は，理事会で決める．

（学会誌その他の刊行物の編集）

第37条　学会誌その他の会誌，刊行物の発行にあたっては，次のよ

うに行う．

（1）地質学雑誌：地質学雑誌編集規約に従って，地質学雑誌編集

委員会が編集する．

（2）地質学会News：ニュース誌編集規約に従って，広報委員会

が編集する．

（3）会員名簿：総務委員会が編集する．

（4）地質学雑誌総目録：地質学雑誌編集委員会が編集する．

（5）地質学論集：地質学論集編集規約に従って，企画出版委員会

が企画立案し，評議員会および理事会の承認を得て，編集・発

行する．

（6）年会講演等の予稿集：行事委員会あるいは所轄する各種委員

会が企画立案し，理事会の承認を得て，編集・発行する．

（7）その他の出版物：企画出版委員会が企画立案し，評議員会お

よび理事会の承認を得て，編集・発行する．

２　「The Island Arc」誌は，関連4学会（日本第四紀学会，日

本岩石鉱物鉱床学会，日本古生物学会，資源地質学会）の協力

のもと，日本地質学会の公式欧文誌として発行する．The

Island Arc誌の編集はThe Island Arc編集委員会が行う．

３　支部が刊行する出版物については，各支部規約による．

第10章　学術研究活動

（講演会および見学旅行）

第38条　会員の研究発表のために年会（学術大会）を，行事委員会

が企画し，評議員会および理事会が承認した後，毎年９月～10月

に開催する．年会の日程等については，行事委員会がその都度公

告する．

２　その他の講演会，シンポジウム，セミナーあるいは見学旅行

を，随時開催することができる．いずれも行事委員会あるいは

所轄する各種委員会が企画し，評議員会あるいは理事会が承認

した後開催する．

３　支部が主催する講演会および見学旅行については，各支部規

約による．

第11章　表　　彰

（表彰）

第39条　本会は地質学に関する優秀な研究業績を納めた会員もしく

は地質学の発展・普及に貢献のあった会員等に対し，表彰を行う．

日本地質学会News ６（８）10



２　表彰の内訳は次のとおりである．

（1）日本地質学会賞：地質学に関する優秀な業績をおさめた会

員

（2）日本地質学会国際賞：とくに日本の地質学に関して顕著な

功績があった非会員

（3）日本地質学会論文賞：「地質学雑誌」あるいは「The

Island Arc」に優れた論文を発表した会員

（4）日本地質学会小藤賞（短報賞）：「地質学雑誌」に重要な

発見または独創的な発想を含む短報を発表した会員

（5）日本地質学会研究奨励賞：「地質学雑誌」あるいは「The

Island Arc」に優れた論文を発表した35才以下の会員

（6）日本地質学会優秀講演賞：本会が主催する講演会等におい

て優秀な研究発表を行った会員

（7）日本地質学会功労賞：長年にわたり地質学の発展に貢献の

あった会員および非会員

（8）日本地質学会表彰：地質学の教育活動，普及・出版活動，

新発見および露頭保全，あるいは新しい機器やシステム等の

開発等を通して地質学界に貢献のあった非会員の個人，団体

および法人

（9）日本地質学会永年会員顕彰：地質学会において長年にわた

って活躍してきた会員

３　表彰は，別途定める規約に従い，各賞選考委員会が受賞候補

者の選考を行って，評議員会が候補者を決定し，理事会及び総

会の承認を経て，総会で行う．

第12章　関連学（協）会等

（関連学協会等との協力）

第40条　学会は，内外の関連学（協）会等と協力し，相互に便宜を

供与することができる．

（会員等の推薦）

第41条　学会は，学術会議，関連学（協）会等から依頼があった場

合には，会員ならびに委員を推薦することができる．学会の推薦

する会員，委員に対して，学会はその活動を支援する．

附　則

（運営細則施行）

第42条　この運営細則は，総会の議決のあった日から施行する．
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（目的）

第１条　日本地質学会定款第48条にもとづいて本細則を定める．

（規則の変更）

第２条　この規則の変更は，評議員会に諮り，理事会の議決によっ

て行う．その結果を総会に報告し，承認を求める．

（選挙管理委員会）

第３条　役員（会長，副会長，その他の理事および監事）と代議員

および評議員の選出作業は，選挙管理委員会が行う．

２　選挙管理委員会は会長，副会長，常任理事，理事，監事（１

名，もう１名は会長が専門家を委嘱する）および代議員を除く

正会員のなかから理事会が推薦し，会長が委嘱する５名の委員

により構成される．

３　委員長は委員の互選によって選出され，委員会を代表する．

４　委員の任期は１年とし，再任はさまたげない．

５　委員会は，役員及び代議員選挙の公示，立候補受付，投票の

実施，開票，選挙結果の会長への報告等を行う．

６　委員の任期中は，本会役員および代議員選挙への立候補およ

び推薦はできない．

７　選挙管理についての規定は別途定める．

（役員，代議員および評議員選挙）

第４条　会長および副会長以外の理事，および代議員は毎年，定数

の半数を改選する．

２　会長・副会長，監事および代議員の選挙は正会員による投票

とする．

３　会長・副会長及び監事候補者は，正会員２名以上の連署によ

る推薦を受け，必要事項と立候補にあたって意見等の参考事項

を記した文書を所定の期日までに選挙管理委員会に届けなけれ

ばならない．

４　代議員は毎年，全国区50名および地方区（区分は支部に準ず

る）50名を選出する．候補者は自薦および他薦（本人の承諾書

必要）とする．全国区の選出にあたっては所属別定員充足数を

考慮する．

５　会長および副会長以外の理事の選挙は，その年度に選出され

た代議員および前年度代議員による投票とし，被選挙者はその

年度に代議員に選出された者とする．理事候補者は意見等の参

考事項を記した文書を所定の期日までに選挙管理委員会に届け

なければならない．理事に選出された者は代議員から除く．

６　評議員は毎年，定数の半数を選出する．評議員の選出は全国

区代議員の選挙結果にもとづいて，毎年定数20名を決定する．

決定にあたっては所属別定員充足数を考慮する．

７　いずれの選挙においても，立候補者が定数を越えない場合は

無投票当選とする．

８　投票方法，当選者の決定等については別途定める．

９　役員，代議員および評議員が任期中に何らかの理由で欠員と

なった際の補充方法は，以下のように取り扱う．

会　長　副会長の年長者が代行する．

副会長　理事の年長者が代行する．

監　事　会長が委嘱する．

代議員　会長が評議員会に委嘱する．

評議員　補充は行わない．

全国区代議員の選出および評議員決定の際の最低定員充足数

所　属　　　　　　　備　　考　　　　　　　　最低充足数

全国区　評議員

代議員

大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６　　　３

小中高　　教育センター等を含む　　　　　　　　６　　　３

官公庁等　公団，行政法人，公立私立博物館等を含む ６　　　３

会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６　　　３

大学院　　大学院生　　　　　　　　　　　　　　２　　　１

（選挙日程）

第５条　選挙は次の日程で行わなければならない．

（1）選挙公示：毎年　月　日

（2）立候補受付：毎年　月　日～

（3）投票期間：毎年　月　日

（4）開票ならびに選挙結果報告：毎年　月　日
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第1章　総　　則

（名　称）

第１条　この法人は，社団法人日本地質学会（The Geological

Society of Japan. 略称J.G.S.）という．

（事務所）

第２条　この法人は，事務所を東京都千代田区岩本町２－８－15井

桁ビル内に置く.

（支　部）

第３条　この法人は，理事会の議決を経て，必要の地に支部を置く

ことができる．

第2章　目的及び事業

（目　的）

第４条　この法人は，地質学に関する学理及びその応用についての

研究発表，知識の交換，会員相互及び内外の関連学会との

連携協力等を行うことにより，地質学の進歩普及を図り，

もってわが国の学術の発展に寄与することを目的とする．

（事　業）

第５条　この法人は，前条の目的を達成するために次の事業を行う．

（1）研究発表会，講演会等の開催

（2）学会誌その他の刊行物の発行

（3）研究の奨励及び研究業績の表彰

（4）関連学術団体との連絡及び協力

（5）国際的な研究協力の推進

（6）その他目的を達成するために必要な事業

第3章　会　員

（種　別）

第６条　この法人の会員は，次の通りとする．

（1）正会員　　地質学あるいはその関連科学に関し学識経験を有

する個人

（2）賛助会員　この法人の事業を援助する個人または法人

（3）名誉会員　正会員の中で地質学の発展に関して功績が特に顕

著な者で，総会の議決をもって推薦された者

（4）準会員　　地質学に関心のある学部学生およびこれに準ずる

個人

（入　会）

第７条　会員になろうとする者は，入会申込書を会長に提出し，理

事会の承認を受けなければならない．

（会　費）

第８条　この法人の会費は総会の議決をもって別に定める．

２　名誉会員は，会費を納めることを要しない．

３　既納の会費は，いかなる事由があっても返還しない．

（資格の喪失）

第９条　会員は，次の事由によってその資格を喪失する．

（1）退会したとき．

（2）死亡，もしくは失踪宣告を受け，または法人である学会が解

散したとき．

（3）除籍されたとき．

（4）除名されたとき．

（退　会）

第10条　会員が退会しようとするときは，理由を付して退会届を会

長に提出しなければならない．

（除　籍）

第11条　この法人の会員としての義務に違反したときは，理事会の

議決を経て除籍することができる．

（除　名）

第12条　会員が次に該当するときは，総会の議決を経て，会長が除

名することができる．

この法人の名誉を傷つけ，又はこの法人の目的に違反す

る行為があったとき．

第4章　役員，代議員，社員及び職員

（役　員）

第13条　この法人には，次の役員を置く

（1）理事　15名以上20名以内（うち，会長１名，副会長２名，常

務理事１名）

（2）監事　２名

（代議員）

第14条　この法人に170名以上220名以下の代議員を置く．

（社　員）

第15条　役員及び代議員をもって，民法上の社員（以下「社員」と

いう）とする．

（役員の選任）

第16条　理事及び監事は総会で選任し，理事は，互選で会長，副会

長，常務理事を定める．

２　特定の理事とその親族その他特別の関係にある者の合計数

は，理事現在数の３分の１を超えてはならない．

３　理事及び監事は，相互に兼ねることができない．

（理事の職務）

第17条　会長は，この法人の業務を総理し，この法人を代表する．

２　会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，あらかじ

め会長が指名した順序により副会長がその職務を代理し，又は

その職務を行う．

３　常務理事は，会長を補佐し，理事会の議決に基づき，日常の

事務に従事し，総会の議決した事項を処理する．

４　理事は，理事会を組織して，この定款に定めるもののほか，

この法人の総会の権限に属せしめられた事項以外の事項を議決

し，執行する．

（監事の職務）

第18条　監事は，この法人の業務及び財産に関し，次の各号に規定

する職務を行う．

（1）法人の財産の状況を監査すること．

（2）理事の業務執行の状況を監査すること．

（3）財産の状況又は業務の執行について不整の事実を発見したと

きはこれを理事会，総会又は文部科学大臣に報告すること．

（4）前号の報告をするため必要があるときは，理事会又は総会を

招集すること．

（役員の任期）

第19条　この法人の役員の任期は，２年とし，再任を妨げない．

４　補欠又は増員により選任された役員の任期は，前任者又は現
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任者の残任期間とする．

５　役員は，その任期満了後でも後任者が就任するまでは，なお

その職務を行う．

（役員の解任）

第20条　役員が次の各号の一に該当するときは，理事現在数及び正

会員現在数の各々の４分の３以上の議決により会長がこれ

を解任することができる．

この場合，理事会及び総会で議決する前にその役員に弁

明の機会を与えなければならない．

（1）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき．

（2）職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない行為があ

ると認められるとき．

（役員の報酬）

第21条　役員は，有給とすることができる．

２　役員の報酬は，理事会の議決を経て会長が定める．

（代議員の選任）

第22条　代議員は正会員の中から，選挙により選出し，総会で選任

する．

２　代議員は役員を兼ねることができない．

３　代議員の選挙は，別に定める規程に基づいて行う．

４　代議員の欠員が生じた場合は.別に定める規定に従い，速や

かに欠員を補充する．

（代議員の職務）

第23条　代議員は正会員を代表して総会に出席し，審議事項を議決

する．

（代議員の任期）

第24条　代議員の任期は２年とする．ただし，再任を妨げない．

２　欠員又は増員により選任された代議員の任期は，前任者又は

現任者の残任期間とする．

３　代議員は，その任期満了後でも後任者が就任するまでは，そ

の任務を行う．

（代議員の解任）

第25条　代議員が次の各号の一に該当するときは，理事現在数及び

社員現在数の各々の４分の３以上の議決により，会長がこ

れを解任することができる．

（1）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき

（2）職務上の義務違反その他代議員たるにふさわしくない行為が

あると認められるとき

（代議員の報酬）

第26条　代議員は無報酬とする．

（事務局及び職員）

第27条　この法人の事務を処理するため，事務局及び必要な職員を

置く．

２　職員は，会長が任免する．

３　職員は，有給とする．

第5章　会　　議

（理事会の招集等）

第28条　理事会は毎年10回以上会長が招集する．ただし，会長が必

要と認めたとき，又は理事現在数の３分の１以上から会議

に付議すべき事項を示して理事会の招集を請求されたとき

は，会長はその請求があった日から10日以内に臨時理事会

を招集しなければならない．

２　理事会の議長は，会長とする．

（理事会の定足数）

第29条　理事会は，理事現在数の３分の２以上の者が出席しなけれ

ば，議事を開き議決することができない．ただし，当該議

事につき書面をもってあらかじめ意思を表示した者は，出

席者と見なす．

２　理事会の議事は，この定款に別段の定めがある場合を除くほ

か，出席理事の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長

の決するところによる．

（総会の構成）

第30条　総会は，社員をもって組織する．

（総会の招集）

第31条　通常総会は，毎年３月に会長が招集する．

２　臨時総会は，理事会が必要と認めたとき，会長が招集する．

３　前項のほか，正会員現在数の５分の１以上から会議に付議す

べき事項を示して総会の招集を請求されたときは，会長は，そ

の請求があった日から40日以内に臨時総会を招集しなければな

らない．

４　総会の招集は，少なくとも30日以前に，その会議に付議すべ

き事項，日時及び場所を記載した書面をもって社員に通知する．

５　正会員は総会に出席し，意見を述べることができる．

（総会の議長）

第32条　総会の議長は，会議のつど，出席社員の互選で定める．

（総会の議決事項）

第33条　総会は，この定款に定めるもののほか，次の事項を議決す

る．

（1）事業計画及び収支予算についての事項

（2）事業報告及び収支決算についての事項

（3）正味財産増減計算書，財産目録及び貸借対照表についての事

項

（4）その他この法人の業務に関する重要事項で理事会において必

要と認めるもの

（総会の定足数等）

第34条　総会は，社員現在数の過半数以上の者が出席しなければ，

議事を開き議決することができない．ただし，当該議事に

つき書面をもってあらかじめ意思を表示した者及び他の社

員を代理人として表決を委任した者は，出席者と見なす．

２　総会の議事は，この定款に別段の定めがある場合を除くほか，

社員である出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは，

議長の決するところによる．

（会員への通知）

第35条　総会の議事の要領及び議決した事項は，全会員に通知する．

（議事録）

第36条　すべての会議には，議事録を作成し，議長及び当該会議に

おいて選任された出席者の代表２名以上が署名押印の上，

これを保存する．

第6章　資産及び会計

（資産の構成）

第37条　この法人の資産は，次のとおりとする．

（1）設立当初の財産目録に記載された財産

（2）会費

（3）資産から生じる収入
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（4）事業に伴う収入

（5）寄附金品

（7）その他の収入

（資産の種別）

第38条　この法人の資産を分けて，基本財産と運用財産の2種とす

る．

２　基本財産は，次に掲げるものをもって構成する．

（1）設立当初の財産目録中基本財産の部に記載された財産

（2）基本財産とすることを指定して寄付された財産

（3）理事会で基本財産に繰り入れることを議決した財産

３　運用財産は，基本財産以外の資産とする．

（資産の管理）

第39条　この法人の財産は，理事会が管理し，基本財産のうち現金

は，理事会の議決を経て定期貯金とするなど確実な方法に

より，会長が保管する．

（基本財産の処分の制限）

第40条　基本財産は，譲渡し，交換し，担保に供し，又は運用財産

に繰り入れてはならない．ただし，この法人の事業遂行上

やむを得ない理由があるときは，理事現在数及び社員現在

数の３分の２以上の議決を経，かつ，文部科学大臣の承認

を受けて，その一部に限りこれらの処分をすることができ

る．

（経費の支弁）

第41条　この法人の事業遂行に要する経費は，運用財産をもって支

弁する．

（事業計画及び収支予算）

第42条　この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は，会長が編

成し，理事会及び総会の議決を経て，毎事業年度開始前に，

文部科学大臣に届け出なければならない．

事業計画及び収支予算を変更しようとする場合も同様と

する．

（暫定予算）

第43条　前条の規定にかかわらず，やむを得ない事情により予算が

成立しないときは，理事長は，理事会の議決を経て，予算

成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出することができ

る．

２　前項の収入支出は，新たに成立した予算の収入支出とみなす．

（収支決算）

第44条　この法人の収支決算は，会長が作成し，財産目録，貸借対

照表，事業報告書及び正味財産増減計算書並びに会員の異

動状況書とともに，監事の意見を付け，理事会及び総会の

承認を受けて毎事業年度終了後３月以内に文部科学大臣に

報告しなければならない．

２　この法人の収支決算に収支差額があるときは，理事会の議決

及び総会の承認を受けて，その一部又は全部を基本財産に編入

し，又は翌年度に繰り越すものとする．

（長期借入金）

第45条　この法人が借り入れをしようとするときは，その事業年度

の収入をもって償還する短期借入金を除き，理事現在数及

び社員現在数の各々３分の２以上の議決を経，かつ，文部

科学大臣の承認を受けなければならない．

（新たな義務の負担等）

第46条　第37条ただし書及び前条の規定に該当する場合並びに収支

予算で定めるものを除くほか，この法人が新たな義務の負

担又は権利の放棄のうち重要なものを行おうとするとき

は，理事会及び総会の議決を経なければならない．

（事業年度）

第47条　この法人の事業年度は，毎年１月１日

に始まり，12月末日に終わる．

第7章　定款の変更及び解散

（定款の変更）

第48条　この定款は，理事現在数及び社員現在数の各々４分の３以

上の議決を経，かつ，文部科学大臣の認可を受けなければ

変更することができない．

（解　散）

第49条　この法人の解散は，理事現在数及び社員現在数の各々の４

分の３以上の議決を経，かつ，文部科学大臣の許可を受け

なければならない．

（残余財産の処分）

第50条　この法人の解散に伴う残余財産は，理事現在数及び社員現

在数の各々の４分の３以上の議決を経，かつ，文部科学大

臣の許可を受けて，この法人の目的に類似の目的を有する

公益法人に寄附するものとする．

第8章　雑　　則

（書類及び帳簿の備付等）

第51条　この法人の事務所に，次の書類及び帳簿を備えなければな

らない．ただし，他の法令により，これらに代わる書類及

び帳簿を備えたときは，この限りでない．

（1）定款

（2）会員の名簿

（3）役員及びその他の職員の名簿及び履歴書

（4）財産目録

（5）資産台帳及び負債台帳

（6）収入支出に関する帳簿及び証拠書類

（7）理事会及び総会の議事に関する書類

（8）官公署往復書類

（9）収支予算書及び事業計画書

（10）収支計算書及び事業報告書

（11）貸借対照表

（12）正味財産増減計算書

（13）その他必要な書類及び帳簿

２　前項第１号から第５号までの書類，同項第７号の書類及び同

項第９号から第12号までの書類は永年，同項第６号の帳簿及び

書類は10年以上，同項第８号及び第13号の書類及び帳簿は１年

以上保存しなければならない．

３　第１項第１号，第２号，第４号及び第９号から第12号までの

書類並びに役員名簿はこれを一般の閲覧に供するものとする．

（細　則）

第52条　この定款の施行についての細則は，理事会及び総会の議決

を経て，別に定める．

附　則

１　この定款は，文部科学大臣の設立許可があった日（平成○年○

月○日）から施行する．

２　第41条の規定にかかわらず，この法人の設立初年度の事業計画

及び収支予算は，設立総会の定めるところによる．

３　第46条の規定にかかわらず，この法人設立当初の事業年度は，
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平成○年○月○日から平成○年12月31日までとする．

４　第13条の規定にかかわらず，この法人設立当初の理事及び監事

は次の通りとする．

理　　事（会長） ○○○○

理　　事（副会長） ○○○○

理　　事（副会長） ○○○○

理　　事（常務理事） ○○○○

理　　事　　　　　　　○○○○

理　　事　　　　　　　○○○○

理　　事　　　　　　　○○○○

理　　事　　　　　　　○○○○

理　　事　　　　　　　○○○○

理　　事　　　　　　　○○○○

・　・・

・　・・

・　・・

５　従来日本地質学会に属した権利義務の一切は，この法人が継承

する．
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午後，ラスベガスへ移動

５日目　終日デスバレー見学，デスバレーを

横切る断層地形，砂丘，塩湖など

６日目　朝サンフランシスコに移動し，サン

アンドレアス断層の動きが見える場

所を数か所見学．

７日目　サンフランシスコ発→８日目成田空

港着

おもな見学予定地点

グランドキャニオン※（写真）

コロラド高原にある長さ500km，幅20km

の大峡谷です．今回は標高2091ｍの崖上から

峡谷中間点標高1158ｍのインデアンボイント

までの標高差930ｍ（谷底までの約半分）を

実際に下って，地球の歴史を足で感じていた

だきます．

デスバレー

ラスベガスの西150kmにある断層谷です．

中心部の標高は－87ｍ，６月～９月は最高気

温が40℃を越えるために団体バスは入ること

ができません．11月は最高気温24℃，最低気

温９℃で，見学に最適な季節です．断層地形，

砂漠地形，塩湖などを見学します．

サンアンドレアス断層

カリフォルニア州を北北西－南南東に走る

長さ1000km以上の右横ずれ断層で，北アメ

リカプレートと太平洋プレートの境界をなす

トランスフォーム断層です．今回は，サンフ

ランシスコ近郊の断層変位のわかりやすい２

か所（サンアンドレアス湖・ベアバレー周辺

を予定）で観察します．

他，ローウェル天文台・アリゾナ隕石孔

問い合わせ先

企画主催：（社）東京地学協会

〒102－0084 東京都千代田区二番町12－２

電話：03－3262－1401

FAX：03－5226－9120

旅行主催：静鉄観光サービス（株）

〒420－8509 静岡県静岡市追手町２－12

安藤ビル

電話：054－252－4194 担当益田　豊　

FAX：054－251－2784

Email = y-masuda@sts21.com

http://www.sts21.com/kaigai/chigaku.htm

下記のとおり本年も開催いたします。関心

をお持ちの方々のご参加を期待します。

日　時：平成15年11月４日（火）

13：30－16：00

会　場：静岡商工会議所会館５階ホール

（JR静岡駅北口西側）

テーマ：東海地震とその防災への備え

東海地震防災セミナー2003の
お知らせ[第20回]

－グランドキャニオン・隕石孔・デスバ
レー・サンアンドレアス断層・ローウ
ェル天文台－

アメリカ西部は，グランドキャニオンで代

表されるように多くの国立公園があり，その

美しい風景の中には５億年以上にもわたる地

球史が秘められています．この見学旅行では，

風景に秘められた地球史の解説を聞きなが

ら，実際に自分の足で歩いてみます．またロ

ーウェル天文台での火星観望，アリゾナ隕石

孔の見学を通して惑星としての地球を体験し

ます．

企画主催：（社）東京地学協会

対　象：地学に興味をもつ一般の人々

旅行日程：2003年11月１日（土）～８日（土）８

日間

案内者：白尾元理（写真家・サイエンスライ

ター．専門：火山・惑星地質学．）

遠田晋次（（独）産業技術総合研究

所勤務．専門：活断層．）

※添乗員も同行します．

募集人員：25名（最低実施人数10名）

費　用：265,000円（学生割引あり）

申込締切：９月30日（火）定員なり次第締め切

ります．

日　程　

１日目　成田空港発→フェニックス・・ロー

ウェル天文台にて火星，月を観測

２日目　アリゾナ隕石孔・サンセットクレー

ター（火山砕屑丘）を見学．隕石孔

と火山との違いを観察．

３日目　グランドキャニオンの地層を観察し

ながら，インデアンポイントまで徒

歩で下ります．

４日目　午前，グランドキャニオンの各展望

ポイントから地層の説明．

座長：静岡大学理学部教授　里村 幹夫

１．東海地震で予想される災害とその防災

静岡大学名誉教授・地球科学

土　隆一

２．災害時のメンタルケア

静岡大学教授・保健管理センター所長

石川憲彦

主　催：東海地震防災研究会

連絡先：〒422－8035 静岡市宮竹

１－９－24 土研究事務所

Tel : 054－238－3240 Fax :

054－238－3241

（土　隆一）

主催　計測自動制御学会　計測部門

企画　リモートセンシング部会

協賛　日本地質学会ほか

第29回リモートセンシングシンポジウムを

下記要領にて開催いたします．あらゆる分野

のリモートセンシング技術とその利用に関す

る講演を募集いたします．今回，２件の特別

講演を予定しておりますが，この他一般講演

といたしまして，多くの講演を募集いたしま

す．講演時間は質疑応答を含め20分程度を予

定しております．奮ってご参加ください．

期　日　2003年11月10日（月），11日（火）

会　場　つくば研究交流センター・国際会議

場〔つくば市竹園２－20－５，電話

（029）851－1331〕

参加費（講演論文集込み）会員7,500円，学

生3,500円，会員外8,500円

申込・問合せ先

〒113－0033 東京都文京区本郷１－35－

28－303

（社）計測自動制御学会　第29回リモートセ

ンシングシンポジウム係

E-mail：bumon@sice.or.jp

FAX（03）3814－4699，

電話（03）3814－4121

メタンハイドレート（MH）は，石油に替

わる新エネルギーの一つとして注目を浴びて

いる資源の一つであり，特に資源小国の日本

にとっては日本近海に眠るMHは将来のエネ

ルギー源として期待されています。しかし，

メタンハイドレートの産出手法については未

だ確立されていません。平成13年12月から平

成14年３月にかけて，カナダ，マッケンジー

デルタで，将来のメタンハイドレート生産本

「マリック国際シンポジウム
～マリックから未来に向かって
～」のご案内

第29回リモートセンシング
シンポジウム
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海外見学旅行
「アメリカ西部の大峡谷を行く」

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会よ

りの催し物のご案内

を掲載します．

サウスリムから見たグランドキャニオン
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協賛：カナダ地質調査所（GSC），ドイツ地

球科学研究所（GFZ）ポツダム，米国

地質調査所（USGS）米国エネルギー

省（USDOE），インドガス供給公団

（GAIL）及び石油・天然ガス公団

（ONGC）並びにBP - C h e v r o n -

Burlingtonグループ

協力：国際陸上科学掘削計画（ICDP）

予定されている主なセッション：

・マリック調査井において実施された減圧法

と熱水循環法による産出試験の結果

・最新のシミュレーション技術による産出試

験データの解析

・ハイドレート試料の岩石物理，化学特性と

貯留層特性

・光ファイバーを用いた坑内温度計測結果

・坑井間物理探査と生産層の状況把握

・NMRと最新のロギング手法：マリックに

おけるガスハイドレートの賦存形態の解釈

格化に向けた「メタンハイドレート陸上産出

試験」が実施され，試験的ですが地中のMH

層から遊離ガスを分解させて産出することに

世界で始めて成功しました。

本シンポジウムは，この陸上産出試験で得

られた膨大なデータについて，世界で始めて

公表するものであり，今後のメタンハイドレ

ート研究の大きな指標になる会議であると考

えています。是非ご参加いただくよう，ご案

内申し上げます。

会議名：マリック国際シンポジウム（英文

名：Mallik International Sympo-

sium）

日時：2003年12月８日～10日

開催場所：ホテルニューオータニ幕張（千葉

市美浜区）

主催：マリック産出試験調査井プログラム及

び石油公団

・学際的なフィルードテスト結果と室内実験

結果

・60を超える口頭発表とポスター発表

・各国の専門家による基調講演

参加費：US$500（60,000万円）/人です。なお，

マリック産出試験調査井プログラ

ム，メタンハイドレート資源開発研

究コンソーシアム及び国際陸上科学

掘削計画（ICDP）の研究関係者の

参加費は無料です。

事務局：石油公団　石油開発技術センター

杉山　康文

〒261-0025 千葉市美浜区浜田1丁目2番2号

Tel: 043-276-9298 Fax: 043-276-4062e-mail:

sugiym-y@jnoc.go.jp

http://www.gashydrate.com/（英語）

http://www.mh21japan.gr.jp（日本語）

http://www.jnoc.go.jp（日本語）

（4）博物館（含む類似施設）および図書館

で研究活動に従事する学芸員・図書館

司書等の職員

４　申請の方法

所定の「平成15年度笹川科学研究助成交

付申請書」を用いて下さい．

なお，申請書の書式はホームページをご

覧ください．

５　募集期間

平成15年９月１日（月）～平成15年10月15

日（水）＜必着＞までとします．

７　申請書の申込方法

申請書のお申し込みは，E-mailもしくは，

FAXにて郵便番号，住所，氏名，電話番

号および希望部数を明記の上，ご連絡下さ

い．また，申請書はホームページからも申

し込みおよびダウンロードできます．

財団法人日本科学協会　笹川科学研究助成係

〒107－0052 東京都港区赤坂１－２－２　

日本財団ビル５F

TEL 03－6229－5365

FAX 03－6229－5369

E-mail：jss@silver.ocn.ne.jp

URL：http://www.jss.or.jp

「女性科学者に明るい未来をの会」（1980

年創立）は，自然科学の分野で，顕著な研究

業績を収めた女性科学者に，毎年，賞（猿橋

賞）を贈呈してまいりました．

1990年度からは，さらに海外のシンポジウ

ム等に出席史，論文を発表する若手の女性研

究者に対し，研究助成をすることに致しまし

2004年度「女性地球科学者に
明るい未来の会・猿橋賞」の
受賞候補者および研究奨励賞候
補者の推薦について

１　趣　　旨

「笹川科学研究助成」は，21世紀を迎え

て真に質の高い社会の実現のため萌芽性，

新規性および独創性のある内容をもった研

究を奨励し，振興することを主旨とし，他

からの研究助成が受け難い研究を全国的に

掘り起こすとともに，意欲に満ちた優れた

若手研究者の育成ならびにその研究に対す

る助成を目的とします．

２　研究計画および助成額

研究計画は，単年度（平成16年４月１日

から平成17年２月10日まで）内で研究が完

了し，成果をとりまとめられるものとしま

す．助成額は，１研究課題あたり年間100

万円を限度としています．

３　募集の対象者

平成16年４月１日現在，35才以下の者で

あって，次の条件を満たす者

ただし，大学院生，博物館（含む類似施

設）および図書館の学芸員・図書館司書等

にあっては，年齢制限はありません．

＜応募条件＞

（1）平成16年４月１日現在，大学院修士課

程ならびに博士（前期・後期）課程に

在籍する者および進

学予定者

（2）大学院生と同等以上の能力を有する者

（3）大学，研究所，研究機関，教育機関等

において研究活動に従事する者

た（研究奨励賞）．

賞金と助成金は，本会を母体として新設さ

れた，公益信託（1990年３月13日文部省認可）

「女性自然科学者研究支援金」（受託者　東洋

信託銀行株式会社）から支出されます．推薦

を希望される方は，執行委員会宛に11月15日

（金）までにお申し込み下さい．

猿橋賞；

１．本賞は自然科学の分野で，顕著な研究業

績を収めた女性科学者（ただし，下記の推

薦締切日で50才未満）に贈呈いたします．

２．本章は賞状とし，副賞として賞金（30万

円）を添えます．

３．本賞の贈呈は１年１件（１名）です．

４．所定の用紙に受賞候補者の推薦対称とな

る研究課題，推薦理由（400字程度），略歴，

主な業績リスト，主な論文別刷り10編程度，

及び推薦者氏名・肩書きを，本会事務所ま

でお送り下さい．

５．締切は2003年11月30日（必着）

６．第22回の賞贈呈式は，2004年５月，東京

にておこなう予定です．

研究助成；

１．海外シンポジウム等に出席し，論文を発

表する女性研究者に対し，研究助成をいた

します．

２．助成金は１件10万円とし，年に数件とし

ます．

３．所定の用紙に推薦対称者（ただし，各締

切日において，満40才未満）の略歴，研究

業績，国際会議名（主催団体，開催場所，

年月日），発表論文題目，推薦理由等，お

よび推薦者氏名・肩書きを記入して，本会

事務所までお送り下さい．

４．締切は2003年11月末日と，2003年４月末

日の２回．

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は締切日半月前

までに，執行委員会まで

お申し込み下さい．

平成16年度笹川科学研究助成
募集要領
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〒166－0002 東京都杉並区高円寺北

４－29－２－217

問い合わせ先

女性科学者に明るい未来をの会

電話　03－3330－2455（FAX兼用）

大阪大学大学院理学研究科
宇宙地球科学専攻挙移管公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募 jp.html 

９．問合せ先：

大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻

土山　明

電話：06－6850－5800

ファックス：06－6850－5480

e-mail：akira@ess.sci.osaka-u.ac.jp

研究グループのホームページ：

http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/̃akira/

indexjhtml

１．職名，人員　秋田大学工学資源学部附属

鉱業博物館助教授または教授，１名

公募対象者は鉱業博物館の研究・教育に

携わると共に，工学資源学部地球資源学科

の研究・教育も兼務する．

２．研究分野　　構造地質学

３．採用予定　　2004年１月１日

４．応募資格　　以下の条件を満たす方

１）博士の学位を有する方

２）年齢は45くらいまでの方

３）博物館活動に関心があり，赴任後は新

生界の構造地質学の研究・教育を主体

とし，かつ貝化石または植物化石に興

味を持つ方

４）野外調査に堪能な方

５．担当内容　　博物館関係：展示物の収集

および研究，博物館の案内，企画展や子供

科学教室などの企画及び実施

学部・大学院担当授業：構

造地質学に関連した科目

６．提出書類　　以下の書類をA４版で作成

すること

１）履歴書（市販の用紙使用，学位記明記，

署名捺印）

２）研究業績目録（研究論文＊，学位論文，

国際会議報告，著書，その他の論文・

総説・資料に区分し，それぞれ年代順

に記載する），および学位論文を除い

たそれらの別刷り

＊研究会誌・紀要・研究所報告などで

も査読制度が確立している論文は査

読論文として扱う．

３）これまでの研究・教育活動の概要

（1,500字以内，形式自由）

４）博物館の研究・教育活動に対する赴任

後の抱負（1,500字以内，形式自由）

７．応募締切　　2003年10月15日（水）必着

秋田大学工学資源学部附属
鉱業博物館公募１．職種・人員：宇宙地球科学専攻　助教授

または助手・１名

２．所属グループ：惑星物質学

３．専門分野：地球惑星物質科学

主として物理学的な観点から，実験的手

法を用いて地球惑星を構成する固体物質に

ついて研究をおこなう．また，教育にも熱

意のある方．

４．着任時期：平成16年４月１日予定

（大阪大学は平成16年４月１日より独立法

人化されます）

５．応募資格：着任時に博士の学位を有する

か，平成15年度中に取得見込みの者

この公募は，若手の助教授もしくは助手

を対象としています．

助教授または助手のどちらを希望される

か，忘れずにご明記下さい．

６．提出書類

（1）履歴書（写真添付）

（2）研究業績リスト　原著論文，総説，報

告書，著書に区分

（3）主要論文の別刷もしくはコピー，３篇

以内（研究業績リストに○印付して下

さい）

（4）これまでの研究歴（A４用紙１枚）

（5）着任した場合の研究・教育に関する抱

負（A４用紙１枚）

（6）応募者について照会可能な方２名の氏

名・所属と連絡先

７．公募締切：平成15年９月15日（月）必着

８．書類送付先：

〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町1－1

大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻

専攻長　高原文郎

電話：06－6850－5481

ファックス：06－6850－5504

e-mail：takahara@vega.ess.sci.osaka-u.ac.jp

当専攻のホームページ：

http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/index-

８．提出先

〒010－8502 秋田市手形字大沢28－２

秋田大学工学資源学部附属

鉱業博物館長　丸山孝彦

（封書には「応募書類在中」と朱書きし簡

易書留で郵送のこと）

９．照会先

秋田大学工学資源学部附属鉱業博物館

丸山孝彦

TEL : 018－889－2461

FAX : 018－889－2465

１．職名および人員　教授または助教授　１

名

２．専門分野　地球科学（特に地質学，岩石

学，鉱物学，地球化学分野，あるいはこれ

らの分野を基礎とした地球環境科学分野）

３．担当授業　上記分野に関連する学部・大

学院の講議，実験，実習および共通教育の

授業

４．着任希望時期　平成16年４月１日

５．応募締切　平成15年10月17日（金）必着

６．提出書類

１）履歴書

２）研究業績目録（査読論文とそれ以外に

分類）

３）主要な原著論文別刷（コピー可） ５

編

４）これまでの研究概要（2000字程度）

５）今後の研究・教育の計画および抱負

（2000字程度）

６）参考意見を伺える方２名の氏名および

連絡先

注意：応募書類には，教授希望または，助教

授希望を明記してください。

７．書類送付先および問い合わせ先

〒790－8577

愛媛県松山市文京町２－５

愛媛大学理学部生物地球圏科学科

主任　大野一郎

電話　089－927－9647

Fax 089－927－9640（事務室）

E-mail ohno@sci.ehime-u.ac.jp

＊封筒の表に「地球科学教室教官応募」と朱

書し，書留送付してください．

愛媛大学理学部生物地球圏
科学科地球科学系教官公募



ットとサイエンティストたちが，実物を実際

目で見，体で触れる，深海での臨場感なので

ある．

探検物や紀行文は，時に自慢話になりがち

である．それもそうである．世界初や史上最

大，最高，最深などは，他の人に自慢し得る

ものである．ある人が宇宙旅行士に応募しよ

うとしていたので，周囲の人が，宇宙に行っ

て何をするのかと聞いたら，彼の答えは「自

慢だよ」というものだったという，笑うに本

当の話がある．地球上でも極地となると，そ

こには自慢以上の何かがあるし，サイエンテ

ィフィックにも意義深い箇所でもある．さら

にその体験が貴重なだけ，またコストが高い

だけ（１回800万円から1,000万円もするとい

う），もったいないことなのである．ただ，

そのポジティブな代表が，毛利さんの日本で

最初のサイエンティフィックな宇宙旅行体験

であると思う．私は今でも，彼が宇宙船の中

で行った，液体に働く表面張力や拡散の実験

と，紙飛行機の飛び方の実験を授業で紹介し

て，学生とともに考える時間を持っている．

実は，当初，紙飛行機の飛び方を予見できた

人は誰もいなかったそうである．彼は，空

理・空論が実験の前にいかにもろいかを実際

に示してみた．彼も今年ついに深海に達した

そうである．深海に潜ってみて，宇宙の暗さ

と深海の暗さは違う，との，両方に行った人

でしか分からない名セリフを残している（本

書より）．

深海の（氷河時代の）条件は低温・高圧で

ある．この条件下でガスハイドレートが発見

されたし，化学合成生物群集も発見された．

これらは20世紀後半の最大の発見とも言われ

ている．それによって，我々の宇宙・地球の

真のありさまと，人間や生物の歴史が再認識

されたのはよく知られている．これらは，無

人探査機では発見はされても，その真の有様

はそのままは伝わらなかったのではないかと

思われる．（一方，宇宙旅行では無重量条件

が重要であり，これによっても新物質の発見

や合成が期待されている）．

宇宙では宇宙船の外に出られるが，深海で

は出られない．もっとも，本書で詳しく紹介

されている数百メートル深度での，シートピ

ア計画の成果や状況も知られているが，一般

には深海底には降り立てない．このように，

宇宙旅行と深海探査が，対比・比較されて論

じられる．それらがどれほど我々の認識に関

与して大であっただろうか．

深海探査については，最近ほかの新書や

TVでも紹介されているが，本書ほど実際現

場で経験をこなしてきた本人たちによって，

リアルに描かれている書物はない．彼らの一

様に謙虚で誠実なサイエンスアンドテクノロ

ジーに我々も耳を傾けたい．従来，深海探査

は限られた人々のためであったかのようでも

ある．しかし，海洋科学技術センターは，こ

の数年来，テーマ・計画の公募制度を取り入

れ，軌道に乗っているようである．これは成

果が参加者の個人のためであるのではなく，

本書はサイエンス・ドキュメント，冒険物，

探検物であるが，同時にサイエンスアンドテ

クノロジーそのもののでもある．有人潜水船

に関わる３人の忌憚のない考えが述べられて

おり，結論は，人間の目，感覚，それによる

直接の観察がサイエンスには重要であるとい

う点でこの３人は共通している．

20世紀後半の急激なサイエンスとテクノロ

ジーの発展は，人類を宇宙と深海へ至らしめ

た．前者のうち月や惑星への旅行はロボット

によるモニターに取って代わられたが，宇宙

船の旅行は続けられているし，後者は依然と

して実際の観察や測定が人間によってなされ

ている．しかし深海底の探査では，すべてロ

ボットに代わられるかもしれないとの危機感

がある．深海探査は日本が世界に誇るサイエ

ンスとテクノロジーである．有人でも無人で

もトップである．これは海洋国家日本の当然

の帰結かと思われるが，本書で紹介されてい

るように，その道は決して平坦ではなかった．

しかし，関係者の努力によって，「しんかい

2000，6500」によって，トップに立つことが

できた．本書では，その労苦の紹介は最小限

に抑えられ，実際の探査の現場での実況中継

的記述が主たるものとなっている．読者は，

参加したことがあるないに関わらず，臨場感

を抱くであろう．しかし，何よりも重要だ，

と口を合わせて唱えられているのが，パイロ

選ばれた人々が責任をもって行う真に人類皆

のための共通の資産の発見・構築となってい

る，ということを意味するだろう．その意味

でも，人間に勝るセンサーの持ち主はいない

（本書より）とのごとく，今後とも最高のセ

ンサーたる人間による有人深海探査が継続さ

れることを願うものとして，同感の至りであ

る．欲を言えば，本書にサイエンスに踏み込

んだ，深海の原理をもう少し含めてもらいた

かった．深海は地球上に残された最後の秘境

であり，そこでは，実際どういう原理でもの

が存在し，その意味を示しているのかを紹介

した続編を期待したい．ともかく，本書の一

読を多くの人々に広く薦めたい．

（筑波大学地球科学系　小川勇二郎）

地球科学に携わる一人として，昨今話題に

なっている「地学離れ」に対して無力感を感

じていたわけだが，まさか資源探査のような

地道な作業がゲームソフトになってしまうと

は驚いた．しかもパソコンソフトではなく一

般向けのプレステである．まずこのことに拍

手を送りたい．

ゲームの内容は，名の通り探鉱シミュレー

ションなのであるが，同時に登場キャラのス

キルアップや，友情あり裏切りありのドラマ

がからむRPG（ロールプレイングゲーム）と

しての側面を持たせることで「ゲーム性」の

確保を狙っている．なかなかの野心作といえ

よう．

ゲームはそれぞれ出身国が異なる５名の一

匹狼的山師がチームを作り，全部で10のステ

ージで設定された世界各地の鉱区を探査する

というものである．各ステージでは限られた

予算および期間内に，パンニングや露頭調査

といった基礎的調査から，地化学探査や電磁
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深海のパイロット：6500ｍの
海底に何を見たか

藤崎慎吾，田代省三，
藤岡換太郎　著

光文社， 2 0 0 3 年７月発行， I S B N :

4334032052，315頁，定価850円

紹　介

金鉱脈探査シミュレーション
ゲームソフト「インゴット79」

発売元：株式会社ファブコミュニケーシ

ョンズ，共同開発：三菱マテリアル資源

開発株式会社，Play Station2用DVDゲー

ムソフト，解説書付，2002年11月発売，

6,800円（税別）

http://www.ingot79.com



テージがクリアできず断念したが・・）一通

りの探鉱作業が自分でできるような感覚（錯

覚？）を得た．

さて，ゲームは楽しくてなんぼのものであ

る．このゲームはどうかというと，残念なが

らそこまでは至っていない．先ほども述べた

が「教育用シミュレーション」としては良い

が，「ゲーム性」という点では今ひとつであ

る．一番の原因は，ただでさえ単調な探鉱作

業の連続の上に，データロードの時間が長過

探査を駆使し，最後はボーリング調査で金鉱

脈を当てていく．そして推定される金の埋蔵

量が目標値に達したところでステージクリア

となる．ここで予算や期間をオーバーすると

ゲームオーバーである．各探査の手法は，ゲ

ームの途中でかなり手の込んだアニメーショ

ンによる説明が入るが，この辺りは教育用ソ

フトとして丁寧に仕上がっていると感じた．

筆者自身は金探鉱について全くの素人同然で

あったが，このゲームをやってみて（最終ス

ぎることだ．さらに各ステージ最後のボーリ

ングの最中に流れるアニメが大変長く，しか

もスキップできない．学生数人にもプレイし

てもらったが，これらは共通した感想だった．

この辺りは技術的な改善の可能性があると思

われるので，もし次回作の計画があるのなら

考慮して欲しいところだ．

（茨城大学理学部　岡田　誠）
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国立情報研究所の電子図書館をご利用下さい
インターネット（電子図書館http://els.nii.ac.jp/）で，地質学雑誌（2003年２月号まで），

地質学論集（2000年，no.57まで），ニュース誌（2003年２月号まで），講演要旨集（1999年

分まで）が第１号から無料閲覧できます．これで，ご家庭の蔵書・スペース問題は一挙に解

決です．ただし，地質学論集は会員でも有料です．アイランドアーク誌はBlackwell社に版権

がありますので，このサービスの対象となっていません．利用可能な対象は毎年１年ずつ新しくなります．

利用するためには利用申請（登録）が必要となります．上記URLへ入り，利用申請についての説明（登録要項，記入例，研究分野一覧

表など）を参考に申込書を書いて，下記宛に申し込めば，１～２週間でIDとパスワードが送られてくることになっています．地質学会発

行の雑誌等の無料閲覧には所属学会の会員証明が必要です．非会員は有料となります．学会事務所へ申し込んでいただけば，学会の会員証

明を済ませた利用申込用紙をお送りいたします．

利用登録をしなくても，題目と著者名までは閲覧が可能です．なお，pluginの設定条件に制約があることが判明しています．ホームペー

ジの説明に従って新しいpluginをインストールしてください．

地質学雑誌：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN00141768

地質学論集：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN00141779

日本地質学会news誌：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN11417064

日本地質学会学術大会講演要：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN10269961

※以上は日本語（非SSL）版へのリンク先です．

利用申込み用紙送付先：

〒101－8430 東京都千代田区一ツ橋２－２－１　

国立情報研究所開発・事業部企画調整課　共同利用係　宛

（日本地質学会総務委員会）

第１作「大地の動きを知ろう―

地盤・活断層・地震災害―」，

第２作「大地のいたみを感じよ

う―地質汚染Geo-Pollutions」

に引き続きリーフレットシリー

ズ第３作「大地をめぐる水―水

環境と地質環境-」が発売になりました．

A2版裏表カラー印刷，ハンディータイプでさらにポスター

にもなります．

ご希望の方は以下の要領でお申込下さい．
会員価格300円　非会員価格400円
申込方法：学会事務局宛に，希望部数を記入し，返信封筒（切
手貼付のこと）を入れてお申し込み下さい．
※少部数の場合は，代金は切手で同封可．
なお，サイズが横15㎝・縦21㎝，重さ25ｇ/部ですので，郵

送につきましては，以下のようにお願いします．
定型封筒の場合：90円切手貼付．ただし，二つ折りにしての郵
送となります．
定型外（15㎝×21㎝以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

☆リーフレットシリーズ・3 好評発売中！！

『大地をめぐる水―水環境と地質環境―』
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また，静岡県の豊かな自然をテーマに，

「ネイチャースクール化石を掘ろう！」や

「自然観察フィールドワーク」，学校団体を対

象とした「体験学習プログラム」などの普及

教育活動も開催しています．

博物館の展示に関しては，1983年４月に展

示拡張として「地球館」を併設し，1993年に

は展示場全体をリニューアルしました．また，

2000年10月に社会教育センターの人体科学博

物館と文化ランドが閉館したことから，2002

年１月に自然史博物館を旧人体科学博物館の

建物に移設し，あわせて展示をリニューアル

しました．

■展示概要
展示は，恐竜化石の展示を中心に，脊椎動

物の歴史を過去から現在にたどるストーリー

になっています．

地球とその歴史をイメージしたエントラン

スホールには，トリケラトプスやデイノニク

スなどとともに各時代の化石が来館者を迎え

ています．そこからトンネルに入り，エスカ

レータに乗って，脊椎動物が発展した約４億

年前の古生代デボン紀の世界（３階）へと向

かいます．

■沿革と概要
東海大学自然史博物館は，1981年10月に恐

竜化石骨格の展示を主体とした恐竜館（自然

史博物館）として開館しました．

東海大学になぜ恐竜化石かという経緯につ

いては，30年ほど前に遡ります．1973年に東

海大学と読売新聞社が共催して，ソビエト科

学アカデミーの所蔵する恐竜化石標本などを

紹介した「大恐竜展」を清水三保と東京上野

の国立科学博物館で開催しました．その時に，

恐竜を含む多くの化石標本のレプリカが日本

で制作されて，残されました．

東海大学では，それらのレプリカのいくつ

かを所有していたこと，展示会を開催した会

場が残っていたことから，すでにあった海洋

科学博物館や人体科学博物館とともに，社会

教育センターの博物館のひとつとして自然史

博物館を開館しました．

自然史博物館では，地球と生命の歴史を展

示し，来館者に自然のなりたちを理解しても

らうことにつとめるために，専門学芸員を配

置し，恐竜化石関連の資料とともに，海洋学

部の教員・学生とともに駿河湾周辺地域の地

質や生物に関する標本資料の収集や調査を行

ってきました．

デボン紀の世界では魚類や両生類の化石

が，それに続く古生代末のコーナーではディ

メトロドンやイノストランケビアなど単弓類

に属する爬虫類の化石が展示されています．

さらにゲートをくぐると，そこは「恐竜の

世界」です．ディプロドクス，トリケラトプ

ス，ステゴサウルス，ユーオプロケファルス，

タルボサウルス，プロバクトサウルス，プロ

トケラトプスなどの全身骨格が，フロアいっ

ぱいにひしめきあっています．サウロロフス

やイグアノドン，アロサウルス，カマラサウ

ルスなどの頭骨や，その他の恐竜化石標本も

展示してあります．

「恐竜の世界」では，最近の恐竜学の成果

をもとに「恐竜とはなにか」など恐竜の系統

を概観し，モンゴルゴビの化石や恐竜のたま

ご化石についても紹介しています．

2階は「中生代の海」，「生きている化石」，

「新生代の哺乳類の発展」および「氷河時代」

などの展示コーナーで構成しています．リニ

ューアルにともない，「氷河時代」のコーナ

ーにケナガマンモスの全身骨格を展示しまし

た．

１階はディスカバリールームになってい

て，ここでは化石や生物，岩石・鉱物などを

より身近に体験的に楽しみながら学習しても

らうために，「わくわくボックス」，「化石を

さがそう」，「恐竜Ｑ＆Ａ」，図書コーナーな

どがあります．また，自然史博物館でのネイ

チャースクールや掛川での発掘調査などの研

究活動の紹介も展示してあります．
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東海大学自然史博物館

学芸員　柴　正博

博物館紹介○55

タルボサウルス

恐竜ホール トリケラトプス



そう」，「磯の生物」，「三保海岸の植物」など

を実施しています．

学校団体を主に対象とした「体験学習プロ

グラム」には，「レクチャーコース」，「ガイ

ドツアーコース」，「たいけんコース」があり，

「たいけんコース」には「化石クリーニング」

や「海岸の石」などのテーマがあります．

「恐竜夢旅行」は年に１または２回，恐竜

ホールで親子で恐竜といっしょに寝て恐竜の

夢を見ようという行事です．博物館が閉まっ

てから，恐竜ホールに集まってもらい「恐竜

弁当」を食べて，食後はモンゴルの恐竜発掘

の話やひさくにひこさんの恐竜の話を聞きな

がら恐竜とすごし，みんなそれぞれの場所で

寝袋を広げて眠ります．

「出前野外授業」は，小学校の「大地のし

くみ」の分野の授業を，実際に学校のまわり

の地層や化石が見られる露頭で展開しようと

いうもので，近隣の小学校の先生と協力して

行っています．

■研究活動
自然史博物館では東海大学海洋学部の教員

や学生などと，地域の地質や化石，生物の研

究を実施しています．それらの結果について

は「海・人・自然」（東海大学博物館研究報

告）に随時発表しています．

なお，不定期ですが，毎年ないし１年おき

に１回程度，特別展を開催しています．2003

年の１月～４月までは「牡羊の角？アンモナ

イト化石」展を開催しました．2004年１月～

４月には「中生代の海-首長竜」展を開催し

ます．

■普及教育活動
普及教育活動としては，中学生を対象とし

た「ネイチャースクール化石を掘ろう！」や

一般・家族を対象とした「自然観察フィール

ドワーク」，学校団体を対象とした「体験学

習プログラム」，恐竜ホールで泊り込む「恐

竜夢旅行」，「出前野外授業」などを行ってい

ます．

「ネイチャースクール化石を掘ろう！」は，

中学生向けの化石スクールで，毎年５月の第

４週の土日に開催しています．１日目に掛川

市へバスで出かけ，地層見学と化石採集を行

い，２日目に博物館で採集してきた化石をク

リーニングして標本づくりを行います．

自然観察フィールドワークは，身近な自然

に親しみ，より自然を理解することを目的と

して，一般および家族向けに行っている自然

観察会です．毎年10月下旬～11月上旬の日曜

日に，３～４のテーマで行っています．これ

までに，「久能山の化石」，「清水の水」，「三

保の魚」，「富士川の野鳥観察」，「めだかを探

■組織
自然史博物館に独自の組織はなく，東海大

学社会教育センターの中に学芸課と総務課が

あり，センターとして海洋科学博物館と自然

史博物館の両館を運営しています．学芸課に

は，水族部門を除いて博物担当者が実質４名

いて，そのうち自然史博物館担当は１名です．

■利用案内
開館時間：９時～17時

休館日：火曜日（祝日のときは翌日）と12月

24日～１月１日．ただし正月とゴー

ルダンウィーク，７～８月は火曜日

は開館．

■交通
JR東海道線清水駅下車，駅前より三保ラン

ド行きバスで終点で下車．徒歩３分．車では，

東名高速清水インターから湾岸道路，または

東名高速静岡インターから久能街道を経由し

て，三保街道を利用．

連絡先

所在地：424－8620 静岡県静岡市清水三保

2389 東海大学社会教育センター

Tel : 0543－34－2385 Fax : 0543－35－7095

http://www.scc.u-tokai.ac.jp/sectu/sizensi.

html
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ケナガマンモス

出前野外授業（興津川）ディスカバリールーム
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博物館だより

特集　しずおかの博物館
静岡県内の自然系博物館・資料館のご紹介です．静岡大会の帰り道に

ちょっと足をのばしてみてはいかがでしょう．

※開館時間や観覧料は各館で異なります．お出かけ前にご確認下さい

A：東海大学自然史博物館
http://www.scc.u-tokai.ac.jp/sectu/sizensi.html
本誌p.22－23 博物館紹介をご参照下さい．

所在地：〒424－8620

静岡県静岡市清水三保2389

東海大学社会教育センター

Tel 0543－34－2385 Fax 0543－35－7035

C：奇石博物館（石の博物館）
http://www.kiseki-jp.com

富士山の南麓標高520ｍの緑の中に奇石博物館はあります．近くには景勝地の白糸の滝や朝霧高原，富士五湖があり，晴れた日に

は遠く駿河湾も望めます．当館は，昭和46年（1971年）に設立され，昭和55年（1980年）に財団法人として認可された，石の総合

博物館です．当館では，石，広くは地学に興味をもってもらうための道具として，感覚的な石の見方“奇石”を重視し，展示キャ

プションの切り口としています．

代表的な奇石例

・コンニャク石（写真）：固いと信じていた石がクニャッと曲がってしまう．

ほか収蔵標本およそ12000点の内，常時1600点あまりを展示しています．

９月の催し

《石おもしろ観察会》　2003/9/14（日）

“河原の石ころ図録作り”

富士川の河原にて河床礫を観察し，オリジナルの「立体石ころ図鑑」を作成します．川原に転がる多種類の石ころの成因を検証し

ながら，それぞれのふるさとを探ります．

《体験イベント》

予定日：2003年9/21（日）

“宝石探し大会”

休館日：水曜日（祝日に

当たる場合は翌日），

所在地：静岡県富士宮市

山宮3670番地

電話：0544－58－3830

Fax：0544－58－5061

F：浜松科学館
http://www.hamamatsu-kagakukan.jp/top.htm

自然・宇宙・光・力・音・エレ

クトロニクスのそれぞれのテーマ

に基づいた展示があり，遠州地方

の地質も露頭モデルや，天竜川の

石を埋め込んだ「標本ステップ」

など，さまざまなかたちで紹介さ

れています．プラネタリウムも上

映しています．

休館日　月曜

（祝日の場合は開館）・祝日の翌日

所在地　静岡県浜松市北寺島町

256－３

電話　053－454－0178
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B：富士市立博物館
http://dmz-www.city.fuji.shizuoka.jp/sisetu/hakubutukan/

先史時代の郷土は，富士山の噴火があったにもかかわらず，旧石器時代にさかのぼって人々の足跡をたどることができます。

古墳時代までの代表的な遺跡や遺物を展示し，当時の生活文化の一端を示します。特に，火山灰による富士山噴火と遺跡との関

係をはじめ，温暖な気候の中での清冽な湧水，広大な山麓原野の生活を，縄文時代の比較的豊富な資料で示します．

絵図や明治期からの写真をはじめとした富士山に関する様々な歴史資料が収蔵されており，子文書のデータベースも収蔵され

ています．

○第７回紙ing博物館

「えっ！こんなに！地球にやさしい紙づくり」

平成15年７月１日（火）～８月31日（日）

休館日　月曜（祝日の場合は開館）・祝日の翌日

問い合わせ先

〒417－0061 富士市伝法66－２

TEL 0545－21－3380 FAX 0545－21－3398

D：裾野市立富士山資料館
http://www.city.numazu.shizuoka.jp/sunzu/htm/guide_htm_main/06_g03.htm

富士山資料館は，富士山に関する資料と郷土の文化財が豊富に展示されてい

ます．時節にあった特別展も開催されています．博物館のある須山地区は，宝

永山のほぼ正面に位置し，噴火の際には，噴出物が飛来して大被害を受けまし

た．

特別展：

～8/31 富士百景写真展

9/13～10/13 富士山麓を訪れた歌人たち　若山牧水・水原秋桜子

休館日　月曜（祝日の場合は開館）・祝日の翌日

問い合わせ先　裾野市須山2255－39

TEL 055－998－1325

E：伊豆アンモナイト博物館
http://www.ammonite-museum.com/

アンモナイトをはじめ，はるか昔にこの地球上から姿を消した魚の化石や恐竜のレプリカなどを展示しています．

化石たちが語りかけてくる太古の物語に耳をかたむけ，遠い世界に一時思いをはせてみてください．

無料の化石発掘コ－ナ－では，専門家の館長自ら説明・指導いたします．

掘り出した小化石は貴重なもの以外，持ち帰ることもできます．

休館日　水曜日，及び

第２・４火曜日（祝・

祭日）

〒413－0235

静岡県伊東市大室高原

10－303

TEL

0557－51－8570

FAX

0557－51－8571

各博物館のご案内のほか，企画展・特別展催し物の情報をお寄せ下さい．ご投稿をお待ちしています．
お問い合わせは　journal@geosociety.jp（ニュース誌編集委員会）まで．

博物館関係者の皆様へ



環境地質研究委員会では，IUGSのCOGEOENVIRONMENT委員

会日本支部，NPO法人日本地質汚染審査機構，財）環境地質科学

研究所，日本情報地質学会，日本鉱物学会などとの共催（交渉中）

で下記のシンポジウムを開催します．

このシンポジウムは，環境地質に関する調査・研究に携わる方々

から広く発表を募り，投稿された論文の内容から数セッションに分

けてプログラムを組みます．講演時間は質問時間を含めて１題15分

とし，各セッションの終わりには総合討論の時間をもうけ今後のそ

の分野の研究の方向性などを議論してもらうようにしています．

本シンポジウムは独自会計で実施しております．地質学会会員・

非会員を問わず，広く環境地質に携わる方々の積極的参加を期待し

ています．

記

期日：2003年12月６日（土）・７日（日）

会場：神戸大学発達科学部

募集講演論文内容：

地質環境の変遷（グローバルな地質環境変化，地質環境指標，地球

環境とその変遷，海水準変動，過去の気候変化，地質環境計測とそ

の測定手法，地質環境へのリモートセンシングの応用，測地，重力

など）

水域の地質環境とその変遷（潮位・潮流の変動，水域の変遷と環境

変化，湖沼の成因と環境変遷，汽水湖の形成と環境変化，湾の環境

変化，沿岸域の地質環境の変化，海洋環境の変化など）

水文地質学・地下水盆管理（地下水資源の利用と地質環境問題，水

文地質，地下水位変動とそれによる障害，地下水枯渇，地盤の沈下，

地層収縮，地下水涵養と涵養域，湧水，地盤沈下観測，地下水位観

測，地下水質測定，地下流体の移動の観測など）

地質汚染（地下空気汚染，地下水汚染，地層汚染，土壌汚染，底質

汚染，液体有害物質の地質汚染，重金属による地質汚染，浄化対策，

汚染機構解明，調査法，調査ツール，モニタリング，シミュレーシ

ョンなど），

廃棄物層（廃棄物層序，廃棄物堆積構造，廃棄物層基底問題，廃棄

物層による地盤の有効利用とメンテナンス，立地適正，処分場の構

造，モニタリング方法など）

地震地質（地震地質災害，地層の液状化と流動化およびその被害，

斜面崩壊と地震動，地質と震動増幅特性，地質構造と震動特性，異

常震動域，地震動の観測，活構造，活断層，活褶曲，活地塊，震源

と地質構造，地震災害の編年，地震と地質環境の変化，地震発生機

構とその予知・予測など）

地質災害（地質災害，防災地質，地すべり，斜面崩壊，火山災害，

災害予測および予測図，ハザードマップ，災害予測図，災害の変遷

など）

地質環境の有効利用（温泉開発，地下水開発，その他持続可能な地

下資源開発，土地利用とメンテナンス，宅地やゴルフ場などの大規

模土地造成と地質環境の変化，環境影響評価，環境資源管理，鉱山

開発とメンテナンス，各種立地適正，人工地層，盛土層，埋立層，

都市地質，都市計画と地質環境，都市の立地適正と地質環境，都市

開発と地質災害・防災，都市型洪水，都市開発と地下水の涵養域の

変化，都市域のおける地質環境保全とその修復，都市域における地

質環境創造，地質環境の持続的利用とその問題点，地質環境に関す

るシミュレーションなど）

法地質学・社会地質学（リスクマネージメント，地質環境損害の具

体例，地質環境損害と保険，地震保険，地質災害と保険，法地質学，

土地に関する法体系，地質汚染と法体系，地質環境問題と法体系，

大地の利用と法，大地に関する訴訟例など）

この他，有害地質，地質環境の長期安定性，医療地質，地質圏にお

ける生物資源とその利用，地質の多様性，Green Geology，地質

環境指標（Geo-Indicators），現世堆積物，地層採取技術・方法，環

境教育，環境倫理など環境地質に関すること．

講演申込み要領：

１）申込み方法：講演は同一発表者（トップ名）２題まで受け付け

ます．下記様式にて，2003年９月25日までにFAXまたは葉書，な

いし日本地質学会環境地質研究委員会ホームページ（http://www.

bekkoame.ne.jp/̃jcengeo）にて申し込んでください．FAXおよび

葉書にて申し込まれる方は，下記の日本地質学会環境地質研究委員

会宛にお願いします．発表講演数１題の場合には下表１欄に，２題

の場合は１，２欄にそれぞれ記入して下さい．

２）申込書受領後，講演論文原稿用紙および執筆要領を10月上旬に

送付します．

３）講演論文は，環境地質研究委員会所定の原稿用紙に４枚または

６枚（５枚は不可）でまとめ，2003年11月４日までに提出して下さ

い．

４）論文は，邦文または英文で書いて下さい．なお邦文論文につい

ては，英文要旨を1枚つけるとともに，図・表はキャプションも含

めてすべて英文で書いて下さい．

５）講演論文集は，原則として原稿をそのままＢ５版にオフセット

印刷します．よって，引用漏れや誤字・脱字等の原稿の不備，論理

構成や論文内容は執筆者の責任となりますので注意して下さい．

６）また，当委員会ホームページに事前に講演要旨を掲載いたしま

すので，11月４日までに，400字以内の日本語要旨も電子ファイル

化してお送りください．

７）なお，論文講演者には別刷30部を進呈いたします．

講演申込み先：

日本地質学会環境地質研究委員会

〒101－0032 東京都千代田区岩本町２－８－15 井桁ビル

電話　03－5823－1150 ファックス　03－5823－1156

会費（予定）：

＊講演および参加　１題講演の場合7,500円

２題講演の場合8,000円

（これらには，参加費・論文集代を含みます）

＊＊参加のみ　一般参加費（論文集代含む）7,000円

学生参加費（論文集代含む）5,000円
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委 員 会 だ よ り

☆環境地質研究委員会

第13回環境地質学シンポジウムの開催と講演論文募集のお知らせ

（講演申込用紙様式） 

第13回環境地質学シンポジウム発表申込み書 

題　名 

発表者 

内　容 

原稿送付先 

１ 

題　名 

発表者 

内　容 

２ 

住　所 

 

連絡先 電話番号：　　　　　e-mail： 

〒 

氏　名 
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1. Clarification of the regional and local in situ stresses using

the CCBO technique and numerical analysis

SEONG-SEUNG KANG, JUN-NO KIM, KATSUHIKOKANEKO,

KATSUHIKO SUGAWARA  AND  YUZO OBARA

CCBO（同心円オーバーコアリング）法を用いた広域および地域的

現位置応力測定と数値解析

鳥形山の開削された採石場において，CCBO（同心円オーバーコ

アリング）法を用いて現位置応力測定を行った．さらにバックおよ

びフォワード解析法を用いて，それらと人工的に作られた斜面の安

定性についての３次元有限要素法についても解析した．最大水平圧

縮応力軸はNE-SW方向であり，バック解析では，地域的なものと

広域的なものの方向はよい一致を示した．しかし，テクトニックな

最大水平圧縮応力は現位置測定値よりも大きい値を示す．それは，

テクトニック応力の推定に，重力の影響が考慮されておらず，それ

が，CCBOによる現位置応力では考慮されているためである．フォ

ワード解析では，水平応力値はCCBO値とよい一致を示した．鉛直

方向の応力は，深度とともに水平方向よりも急速に増大する．その

結果，開削の比較的浅い部分で水平と鉛直応力との比が最大となり，

この比は深度とともに小さくなる．つまり，鉱山開削により形成さ

れた人工的斜面の応力場は地域的な現位置応力の水平成分に依存す

ることが分かった．

2. UHP metamorphic records hidden in zircons from

amphibolites in Sulu terrane, eastern China

Fulai LIU, Zeming ZHANG, I.KATAYAMA,Zhiqin Xu and

S.Maruyama

東部中国スルテレーンに産する角閃岩中のジルコンに記録された超

高圧変成作用

東部中国スルテレーンに層状またはブロック状に産する角閃岩

は，角閃石＋斜長石＋緑簾石±石英±黒雲母±イルメナイト±チタ

ナイトの鉱物組み合わせを有している．また，同テレーンには，

28kbar以上の高圧で形成されたエクロガイト相の岩石も分布して

いる．今回，この角閃岩に含まれるジルコン中の包有物として，コ

ーサイトを含む超高圧鉱物の組み合わせ（コーサイト，ザクロ石，

オンファサイト，ルチル，アパタイト，フェンジャイト，マグネサ

イト）を，ラマン分光・電子線プローブ微小域分析によって確認し

た．これらの超高圧鉱物はジルコンの中央部に，一方石英などの低

圧鉱物は周縁部に産する傾向がある．これらの超高圧鉱物の化学組

成は，エクロガイト相岩石の基質部を構成する鉱物とほぼ同一の化

学組成を有し，これらから推定される最高変成作用の温度圧力条件

は，エクロガイト相岩石のそれらに匹敵する．これらの観察事実は，

本地域の角閃岩は，超高圧エクロガイト相の岩石が，下降変成作用

の過程で角閃岩相の変成作用を被ったことを示している．

3. Lithology and palynology of Neogene sediment on the

narrow edge of the Kitakami Massif(basement rocks),

northeast Japan: A significant change for depositional

environments due to plate tectonics

Koji Yagishita, Akiko Obuse and Hiroshi Kurita

北部北上山地東縁（太平洋岸）には，上部白亜系Santonianとさ

れる浅海性堆積層を主とする種市層がほぼ南北方向に狭く分布す

る．しかし，北端部では明瞭な基底礫岩層を有する河川堆積層が見

られ，この堆積層は産出する微化石に基づいて第三系と考えられた

がその詳細な年代は不明であった．岩相解析から網状河川の堆積場

を示すこの堆積層からは,明らかに異地性（再堆積）であることを

示すチップ状の泥炭層があり，始新世を指示する渦鞭毛藻化石群集

が産出する．しかし同時に産出する花粉化石群集は後期漸新世～中

新世を示唆する．また泥炭層は径40cm以上の巨礫群をドレープ状

に被い，さらに巨礫群には洪水に伴うarmored mud ballも含まれ

ることが判った．これら誘導化石の産状および岩相から，該当する

北上山地東縁は中新世の大陸より分離した,弧状列島上の急峻なる

後背地をもつ網状河川系の堆積環境であった，との結論を得た．

4. Cenozoic deformation history of the Tan-Lu fault zone

(north China) and dynamic implication

YUEQIAO ZHANG, WEI SHI AND SHUWEN DONG

北中国のタンルー断層帯の新生界変形史とそのダイナミックな解釈

北中国のリフト盆地に関連させて，白亜系と第三系の岩石中のス

リップベクトルの野外での解析を行った結果，タンルー断層帯の新

生界変形史は３つの主たるフェーズに区分された．すなわち，初期

第三紀の正断層とNW-SE方向の水平引っ張り，中新世の正断層と

NE-SW からNNE-SSW方向の水平引っ張り，および第四紀におけ

る右水平ずれとENE方向のトランスプレッションである．最初の

ものは，北中国におけるリフト盆地の形成に直接関与し，アジア大

陸下への太平洋プレートの沈み込みのロールバック効果によるもの

である．二番目のものは，日本海の拡大に伴うものかもしれない．

最後のものは，タンルー断層帯中央部付近に限られ，インド・ユー

ラシア衝突の後期の影響がこの遠隔地まで及んだものである．

5. Lithofacies and eruption ages of Late Cretaceous caldera

volcanoes in the Himeji-Yamasaki district, SW Japan:

Implicaton for ancient large-scale felsic arc volcanism.

Takahiro Yamamoto

西南日本内帯姫路―山崎地域に分布する後期白亜紀火山岩の層序

と噴火年代を再検討し，異なる陥没カルデラを埋積した15の累層に

区分し直した．その活動時期は82～65Maにわたる．各累層が埋め

るカルデラの直径は１～20kmで，高角度の不整合面で囲われてい

る．いずれの累層も基盤の角礫からなる岩屑なだれ堆積物をレンズ

状に挟んだ，厚い火砕流堆積物からなる．後期白亜紀西南日本での
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The Islands Arcは，年4回発行されます．最新号

のVol. 12 Issue 3が2003年9月に発行されます．日本

語 要 旨 を ニ ュ ー ス 誌 と 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.geosociety.jp）にも掲載しています．

全文はオンライン（http://www.blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

Vol. 12 Issue 3には，以下の６編が掲載されていま

す．

Vol.12, Issue 3 要旨



単位面積あたりカルデラ形成マグマ噴出率は，ニュージーランドの

タウポ火山地域などよりも１桁以上小さく，新生代後半の東北日本

と同程度である．西南日本内帯の膨大な後期白亜紀火成岩も，生産

性の低い珪長質マグマ活動の長期間の蓄積により形成されたもので

ある．

6. Evolution of the Komiji Syncline in North Fossa Magna,

central Japan ---Paleomagnetic and K-Ar age insights---

SACHIKO NIITSUMA, NOBUAKI NIITSUMA  AND  KOZOU

SAITO

北部フォッサ・マグナ南西縁の褶曲構造の一つである込地向斜の

軸部には鮮新統柵層が分布する．この研究では，柵層中の安山岩類

の古地磁気とK-Ar年代測定を行った結果，込地向斜を形成した褶

曲運動は，4.42±0.12Ma以降に始まり1.65 Maにはほぼ終了したこ

とが明らかになった．古地磁気測定用の定方位試料は，浅海性堆積

物中へ貫入する安山岩岩床で4地点と河川性堆積物中に狭在する安

山岩溶岩の3地点から採取した．熱消磁と交番磁場消磁実験の結果，

これらの試料からは安定した残留磁化が検出された．各地点の残留

磁化方位は，堆積岩の走向傾斜を用いて傾動補正を行うと，D＝

169.0°，I＝－58.5°，α95＝9.0°の逆帯磁方位によく集中し，褶曲テ

ストに合格する．このことは込地向斜の形成前に，溶岩と岩床は定

置したことを示している．また古地磁気測定を行った試料から新鮮

な4試料を選び，石基を用いてK-Ar年代測定を行った．その結果，

岩床から採取した３試料は，4.42±0.12，4.49±0.12，4.69±0.12Ma，

溶岩から採取した１試料は5.91±0.26Maを示し，Gilbert逆磁極期に

対応する．これらの安山岩類を狭在する込地向斜は，1.65Maの広

域対比されているTZ100凝灰岩層を狭在する更新統の堆積物に不整

合で覆われている．従って込地向斜の形成は，最も新しい岩床の年

代である4.42±0.12Ma以降の鮮新世に起き，更新世初めにはほぼ終

了していたと考えられる．今回明らかになった込地向斜の形成時期

は，南部フォッサ・マグナにおける丹沢ブロックの衝突以降である

ことから，フィリピン海プレートの北西進が北部フォッサ・マグナ

の変形に影響している可能性があることを示唆する．
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○第13回Goldschmidt国際会議
９月７日（日）～12日（金）

会場：岡山県倉敷市

http://www.ics-inc.so.jp/gold2003/

○2003地球環境保護　土壌・地下水
浄化技術展
９月10日（水）～12日（金）

場所　有明・東京ビックサイト

☆日本地質学会第110年年会・総会
（静岡大会）
９月19日（金）～21日（日）

会場：静岡大学

http://www.geosociety.jp

○日本海洋学会秋季大会
９月23日（火）～27日（土）

場所　長崎大学

http://wwwsoc.nii.ac.jp/kaiyo/

○平成15年度日本土木学会全国大会
９月24日（水）～26日（金）

場所　徳島大学（常三島キャンパス）

http://www.jsce.or.jp/committee/zenkoku/

index.html

○第47回粘土科学討論会
９月24日（水）～26日（金）

会場：広島大学大学院理学研究科　講義棟

http://wwwsoc.nii.ac.jp/cssj2/

○第６回国際鉱山ヒストリー会議
（赤平大会）
９月26日（金）～29（月）

場所　北海道赤平市

http://www.imch2003.com

月　October
○日本地震学会秋季大会
10月６日（月）～８日（水）

10

2003.8～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

月　August
○（社）日本地すべり学会第42回研究
発表会
８月20日（火）～21日（水）

主会場　国際会議場大手町フォーラム（富山市）

http：//japan.landslide-soc.org/index.html

○第６回テチス浅海域に関する国際
シンポジウム
８月25日（月）～29日（金）

開催地：ハンガリー、ブダペスト市、ハンガ

リー科学アカデミー

http://pangea.elte.hu/paleo/tethys/circ2.ht

m

○日本第四紀学会2003年度大阪大会
８月29日（金）～31日（日）

場所：大阪市立自然史博物館

http://wwwsoc.nii.ac.jp/qr/QR2home.htm

月　September
○第５回ハットンシンポジウム
９月２日（火）～６日（土）

会場：愛知大学（豊橋市町畑町1-1）

http://www.gsj.jp/Info/event/hutton/

（official Web）

http://www.bunbun.ne.jp/̃hutton/index.ht

ml（Japanese）
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場所　京都国際会館

http://wwwsoc.nii.ac.jp/ssj/ssjinfo/ssjinfo.html

○日本火山学会秋季大会
10月11日（土）～13日（月）

場所　九州大学箱崎キャンパス

野外討論会は：松浦玄武岩類（13日～14日）

http://hakone.eri.u-tokyo.ac.jp/kazan/

jishome/VSJNews.html

○日本応用地質学会平成15年度研究
発表会
10月16日（木）～17日（金）

主会場　札幌市教育文化会館

http：//wwwsoc.nii.ac.jp/jseg/index.html

○第23回南極地学シンポジウム
10月16日（木）～17日（金）

場所　国立極地研究所

http://polaris.isc.nipr.ac.jp/̃geo/jp/index.ht

m

月　November
○ISRM（Asian Rock Mechanics
Symposium）International
Symposium : 3rd ARMS 2004
11月30日（火）～12月２日（木）

主催　岩の力学連合会，国際岩の力学会議

場所　京都市　京都国際会館

問い合わせ先　京都大学（岸田）

電話　075－753－5075

e-mail : kishida@mbox.kudpc.kyoto-u.ac.jp

月　December
○「マリック生産調査井プログラム」
国際会議
12月８日（月）～12月10日（水）

場所：ホテルニューオータニ幕張（千葉県）

主催：マリック産出試験調査井プログラム・

石油公団

http://www.mh21japan.gr.jp
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この度，平成13・14年度の２か年にわたって文化庁国庫補助事業

として愛媛県教育委員会が実施した「地質鉱物分布状況実態調査」

の結果をまとめた「愛媛県の地質鉱物-天然記念物緊急調査（地質

鉱物）報告書」（A４版194頁）が刊行されました．

調査内容は「層序，古生物，地形，岩石鉱物」の各分野に区分さ

れ，層序分野（高橋治郎・千葉　昇・平岡卓郎），古生物分野（山

崎哲司・勝田　毅・高橋　司），地形部門（鹿島愛彦・芳我幸正・

山内　正），岩石鉱物（小牧正幸［総括責任者］・榊原正幸・皆川鉄

雄）の各所査員が，県下市町村教育委員会の行った予備調査をふま

えて調査物件を選択し，資料収集・現地調査などを行い調査票が作

成されました．

調査物件として，層序（層位・堆積・構造）27件，古生物30件，

地形71件，岩石鉱物（岩石・鉱物・鉱床）40件，合計168件が取り

上げられました．各物件の重要度の判定（各調査員の個人的な）結

果は，ランクⅠ（ローカル）：９物件，ランクⅡ（外内的）：55物件，

ランクⅢ（広域的）；70物件，ランクⅣ（全国的）：29物件，ランク

Ⅴ（世界的）：５物件となっています．

連絡先：〒松山市一番町四丁目4－2

愛媛県教育委員会文化財保健裸

電話（089）941－2111（代表）
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愛媛県の地質鉱物-天然記念物緊急調査
（地質鉱物）報告書
鹿島愛彦（愛媛）

2003年年会報告

2003年6月14日，岐阜大学共通教育棟において中部支部2003年総

会・シンポジウムが開催され，39名の参加者がありました．

総会は，小嶋　智会員（岐阜大）の議長選出に続き，竹内　誠代

表幹事（名古屋大）による2002年事業経過報告，新妻信明支部長

（静岡大）による支部長会議報告ならびに地方地質誌編集委員会（6

月13日開催）報告があり，2002年度決算，支部規約の一部改正，次

期支部役員の選出について承認を受けました．選出された役員は以

下のとおりです．支部長：新妻信明，各県幹事：立石雅昭（新潟県，

新潟大），竹内　章（富山県，富山大），石渡　明（石川県，金沢大），

東　洋一（福井県，県立恐竜博物館），輿水達司（山梨県，県環境

科学研），原山　智（長野県，信州大），小井土由光（岐阜県，岐阜

大），延原尊美（静岡県，静岡大），星　博幸（愛知県，愛教大），

会計監査：束田和弘（名古屋大），災害担当委員：野澤竜二郎（玉

野総合コンサルタント㈱），事務局幹事：竹内　誠（代表幹事），野

澤竜二郎，星　博幸，伊藤　孝（ダイヤコンサルタント㈱），足立

守（名古屋大），吉田英一（名古屋大），束田和弘．最後に，野澤竜

二郎担当委員より支部内での地質災害についての状況報告があり，

今後の対応について意見交換がなされました．

引き続き，『飛騨外縁帯研究の進展と展望』と題したシンポジウ

ムが開催され，研究の進展がめざましい飛騨外縁帯に焦点をあて，

いろいろな立場からの議論がなされました．発表者は以下のとおり

で，まとめは何らかの形で出版する方向で検討されることになって

います．田沢純一（新潟大），竹内　誠，栗原敏之（新潟大），竹之

内　耕（フォッサマグナミュージアム），小嶋　智，椚座圭太郎

（富山大），大藤　茂（富山大），束田和弘．

シンポジウム終了後，岐阜大学内レストラン「フォレスト」で懇

親会が行われ，次年度開催予定の富山県を代表して大藤　茂会員の

あいさつを皮切りに歓談の時を過ごし，盛況のうちに幕を閉じまし

た．

地質巡検報告
翌15日には，小嶋　智・鹿野勘次・小井土由光の3名が案内者と

なって，11名の参加者（案内者を除く）が3台（＋1台）に分乗し，

美濃帯構成岩類（鵜沼および上麻生）新第三系（可児市土田および

兼杖），濃飛流紋岩（金山町田島）について地質巡検を行いました．

それぞれに有名な見学ポイントですが，最近のデータを交えての説

明を受け，新たな視点から熱心な討論がなされました．曇り空なが

ら，雨は一滴も降らなかったこともあり，後の方ほど時間が気にな

る討論が続き，充実した見学が実施できました．

（支部年会担当幹事　小井土由光）

支部コーナー

☆中部支部
報告

列島各地から 列島各地からの情報発信をめざし，各地の会員の方からお寄せいただいた
地球科学に関連したいろいろな記事を掲載したコーナーです．



○群馬大学教育学部について

群馬大学教育学部の学生は，７割近くが群馬県内の出身であり，

そのほとんどが教員になることを目的として入学しています．その

ため学生は，教員免許を取得するために必要な教育専門科目とそれ

ぞれの専攻科目を平行して，４年間で履修していくことになります．

教育専門科目は卒業に必要な単位数の半数近くを占め，教育法，

教育心理学などが必修科目としてあげられます．また，特に小学校

の教員は全教科を教えるため，自分の専攻科目だけにとどまらず

様々な分野に広く精通することが必須になります．そのための国語，

算数などの各教科の指導法も，教育専門科目に含まれます．これら

の科目は主に２，３年生の間に履修します．

教員となるためには他にも，ボランティア活動や教育実習を行う

必要があります．平成11年度から，教員免許を取得するためには介

護ボランティア等の体験実習が義務づけられました．そのためわが

教育学部では，学生は全員２年次に１週間の介護体験を行います．

養護学校に２日間，民間の老人介護施設や福祉施設に５日間通い，

施設の見学だけでなく実際に介護作業などを経験します．また介護

体験以外にも，授業の一環として学校や民間イベント等にボランテ

ィアスタッフとして参加することもあります．

教育学部生にとって最大のイベントは，３年次に行う教育実習で

す．３年次の前期と後期に，小学校と中学校にそれぞれ3週間ずつ

の教育実習を行います．わが教育学部は教育実習に相当な力を入れ

ており，またほとんどの学生が教員志望でもあるため，どの学生も

寝食を惜しんで実習に励みます．体力的にも精神的にも相当に大変

な教育実習ですが，その分得る物も多く，実習で経験したことはい

つまでも語り草になるほどです．はじめは教員志望でなかった学生

も，教育実習を経験することによって教員の良さを実感し，教員志

望に転向する人も多いようです．

そして４年次には，教員採用試験が控えています．群馬県の教員

採用試験は，最近の少子化の影響で採用数が非常に少ないのが現状

です．この高い倍率をくぐり抜けるために，学生は３年後期の教育

実習終了後から採用試験が終わるまで約１年近い期間を，受験勉強

に費やすことになります（それでもなかなか合格できないのが実状

です）．卒業後教職関係の仕事に就かない学生は，民間企業に就職

するか大学院に進学するかになります．大学院に進学する学生は，

全体の約１割程度に留まっています．大学院に進学した学生も，大

学院修了後はほとんどが教職関係の仕事に就いています．

○理科教育講座について

理科教育専攻生は，１，２年次に物化生地の一通りの基礎および

実験などを履修し，そして３年生になる際に個人の希望により各研

究室へと配属になります．学生数は一学年に25人ほどで，その年の

状況にもよりますが，各研究室にはそれぞれ２～３人ずつが入るこ

とになります．研究室は物化生地の各分野に分かれてはいますが，

修論発表会など大きなイベントは理科全体で行い，各分野間，各研

究室間での交流が活発に行われています．

教育を主体に置いた単位履修を行うため，理工学部などに比べ専

門性に関して劣る点は否めません．しかし，物化生地の各分野およ

び，各教科の専攻間の垣根が低く，専攻を越えた共同研究を行える

のが教育学部の強みとも言えます．

○地学教室について

ここで紹介する地学教室には４つの研究室があり，それぞれ鉱物

学，地質学，気象学，大気環境学です．また地学教室には含まれま

せんが，理科教育教室には天文学研究室もあります．現在，地学教

室全体で院生１人，学部生（３，４年）６人が所属しています．年

度により学生の数はまちまちで，学生が多い年少ない年の差はあり

ますが，全般に地学を希望する学生は少ない傾向にあります．その

理由として，高校で地学を勉強する学生がほとんどいないこと，地

学を専攻しても教員採用の枠がないことが挙げられます（平成16年

度群馬県教員採用試験において，高校地学教員の採用はゼロ）．学

生数が少ない上に，教育実習や教員採用試験で時間を取られてしま

うため，専門的な研究を行うには難しい面もありますが，主に群馬

県の地域性や特性を活かした研究や，教育学部らしく教育に関連し

た研究が行われているのが特徴といえます．また，野外調査や実習

などにも特に力が入れられています．

ここでは，それぞれの研究室ごとについて，その研究内容を紹介

していきたいと思います．

鉱物学研究室：群馬県産の鉱物や岩石について，主に記載を重視し

た研究を行っています．研究方法としては，偏光顕微鏡での観察と

平行して，X線回折装置を用いた鉱物の同定を行っています．X線

回折ではギニエカメラやガンドルフィカメラを用いることで，より

微細かつ微量な試料にもおいても鉱物同定を可能にしています．ま

たこれらのカメラでは格子定数の精密測定も行うことができ，これ

らのデータと産状と比較し成因を明らかにすることに重点をおいて

います．これまでに扱ってきたテーマとしては，群馬県内に産出す

る沸石鉱物，赤城・榛名山の岩石構成鉱物，上越帯に分布する蛇紋

岩メランジなどで，岩石種や鉱物種の別なく研究対象は多岐に渡っ

ています．

現在特に力を入れているのは，群馬県に存在していた鉱山につい

ての調査です．群馬県にはかつて，規模はあまり大きくありません

が，数多くの鉱山が稼鉱していました（いくつかは，現在でも採鉱

が続けられています）．それらの鉱山跡を調査し，ズリ山や採掘抗

などから採集した鉱石から，その鉱山の産出鉱物やその産状を調べ

ています．また鉱山に関する資料などを集め，忘れられつつある鉱

山の記録を残すことに力を入れています．これら鉱山に関する研

究・調査結果は，毎年秋に行われる学園祭の際に鉱石を鉱山の紹介

と共に展示し，一般の方々にも群馬の鉱山や地質に関心を持って頂
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くことに努めています．

一方で群馬県内には縄文時代から平安時代にかけての多くの遺跡

や古墳があり，しばしば発掘・調査が行われています．鉱物学研究

室では県の埋蔵文化財調査所と連携し，それらの出土品，特に土器

についての調査も行っています．土器の薄片からその土器に使われ

た粘土の性質を調べ，焼成温度や時間の推定を行います．また，遺

跡中の粘土採掘抗と思われる場所から粘土を採集し，その特性を調

べ土器に用いられた粘土との対比も行います．古墳から発掘された

勾玉などの，材料となった鉱物の同定を依頼されることもあります．

それ以外の研究としては，学生の興味に応じたテーマで研究もな

されています．最近では，貝化石および現存する貝殻を構成する鉱

物の比較研究，酸性溶液による鉱物の腐食反応の研究，石灰岩のド

ロマイト化作用についての研究なども行われています．

野外調査にも力を入れており，ほぼ月１回の割合で巡検を行いま

す．行き先はその都度，卒論に関係する露頭，ゼミに合わせた地質

見学，学生の興味に応じて決められます．これは講義とは関係なく

参加は学生の自由となります．研究室の学生が参加しますが，興味

があれば他専攻の学生でも参加することが可能です．

地質学教室：地質学研究室では，群馬県内の火山活動史や地質につ

いて研究を行っています．群馬県内には浅間山，草津白根山など今

も活動を続けている火山が存在しています．また榛名山は6世紀の

噴火により，麓の遺跡などに大きな災害がもたらされたことが分か

っています．これらの火山がかつて起こした噴火による災害などを

調べることで，今後どのような火山による災害が起こりうるかを予

測し，将来の防災に役立てていくかに関心を強く持っています．

研究方法としては，フィールドワークを主体とする場合と，文書

やインターネットを利用した情報収集とがあります．野外では，噴

火によるテフラの分布を地道に歩いて探したり，火砕流や火山灰の

堆積した露頭の観察などを行います．学生は研究テーマにより何度

も野外を歩くことになります．また噴火災害に関する調査ではその

地域の人々に聞き込み調査なども行っています．

最近の研究手法としては，野外調査に加え，古文書に残された記

述を元に，過去の噴火・地震災害史を解き明かすということも行わ

れています．こういった研究は，社会科教育専攻の日本史研究室と

提携しながら行います．例えば『類聚国史』には西暦818年に北関

東に大きな災害がもたらされた記録が残っています．この災害は巨

大地震によるものと考えられていますが，震源などは全く分かって

いない状態です．この災害の記録にもとづき，災害があったとされ

る遺跡の調査や野外での地震の証拠等と照らし合わせ，未だ不明な

点の多いこの地震の震源や被害の様子をより明らかにすることを行

っています．また，浅間の噴火災害に関しても，特に天明三年

（1783年）の噴火について，古文書の記録と実際の野外の記録を照

らし合わせることもしています．

地質学研究室のもうひとつのテーマとして，どのようにこれらの

研究成果を分かりやすく一般に伝える，または教育にいかすかとい

うことがあります．小・中学生を対象にした群馬の火山についての

学習会，特別授業などを行っています．また，火山を分かりやすく

かつ楽しく勉強するための，パソコンやインターネットを利用した

教材の作成も今後のテーマとなります．

気象学教室：気象学研究室では，積乱雲の発達原因と活動過程を解

明するための研究を行っています．群馬県は特に夏場，積乱雲の活

動が活発であり，それは群馬県の特徴的な地形（半盆地地形）が引

き起こす大気循環に起因していると考えられています．GPSを用い

た可降水量の観測と，レーダーエコーを利用した降雨量データなど

を利用しながら，積乱雲が発達する気象条件と地形との関係を明ら

かにしています．観測機器は夏期群大構内などに設置され，また積

乱雲発生の場である山岳地域，特に谷川岳や草津白根山などにも観

測機器を設置ししばしば観測を行っています．

また最近では，大陸域の気候に関する共同研究も手がけています．

モンゴルにおける積乱雲活動の基礎研究を行うことを目的とし，積

乱雲活動の観測で用いたGPSによる観測機器などを応用して行われ

ます．この他，モンゴルにおける熱的局地循環の実態調査や，積乱

雲活動の日変化の関係を調査することも目的としています．

＊これまでに地学教室で行われた修士論文の例

「群馬県藤原産の沸石およびシリカ鉱物の研究」

「酸性溶液による鉱物の変質についての研究」

「夏期の関東地方における積乱雲の融合に関する研究」

「半盆地における可降水量の日変化と積乱雲活動度の関係」
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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
No. 38以前の論集 : 院生・学生は４割引，正会員は２割引　No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 21 号　続・日本列島の基盤．加納　博ほか編，331pp., 1982年４月刊，会員頒価 2,400円，〒380円
第 26 号　白亜系の国際対比―現状と問題．平野弘道編，172pp., 1985年３月刊，会員頒価2,000円，〒310円
第 30 号　日本の第四紀層の層序区分とその国際対比．市原　実ほか編，221pp., 1988年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 33 号　西南日本内帯高圧変成帯とテクトニクス．西村祐二郎ほか編，357pp., 1989年４月刊，会員頒価3,000円，〒380円
第 34 号　堆積盆地と褶曲構造―形成機構とその実験的研究―．三梨　ほか編， 209pp., 1990年３月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 37 号　古日本海東縁の新第三系―層序・古地理・古環境．小林巌雄ほか編， 326pp., 1992年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 38 号　変動帯における砕岩類の組成と起源―日本列島を例として―．君波和雄ほか編，401pp., 1992年３月刊，会員頒価

3,500円，〒380円
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 41 号　中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒310円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒380円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒380円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（僅少ですが残部ありました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒310円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒380円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒380円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒380円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒380円．
第 57 号　砕層岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Poollututions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）
下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

第109年年会講演要旨（2002年９月刊，新潟）会員頒価3,500円，〒500円

出　版　物　在　庫　案　内



第９回　執行委員会だより

期　日：2003年５月12日（月）13：00～16：10

場　所：地質学会事務局

執行委員出席者：公文執行委員長，運財－天野・立石，学研－，編

出－渡部・狩野，普教－永広，橋辺（事務局），欠席者：玉生・

徐・伊藤・会田

おもな報告と議題

１．学会講演要旨についても保証書と著作権譲渡同意書を求めるこ

ととした

知的財産権等検討委員会での審議を受けて，今年度の学術大会

（静岡）より，学会講演や巡検案内書についても内容のオリジナリ

ティに関する保証書と著作権譲渡の同意書を求めることとした．

「ちょっと面倒だ」という方も多いかと思いますが，前者は学術出

版物としての質を保証するためです．後者は著作権が地質学会にあ

るということを明確にすることによって，学会の責任と権利を保障

するものです．ご協力をよろしくお願いします．

２．地学の普及を進めまよう

その一環として，静岡大会から高校生の活動成果の出品・発表を

行うこととした．表彰システムの公平さや費用の確保などに課題が

あるが，会員の意気が上がる取り組みとして，普及させることとし

た．

３．第19期の学術会議の会員選挙が行われます

第19期の会員選挙日程が紹介された．また，第19期においては学

術会議のシステムが大きく変わる方向で議論が進んでいる．日本の

科学が健全に発展していくために学術会議の役割は大きい．地質学

関連学会の権利と発展が図れるような改革を求めていきたいと思

う．

第10回　執行委員会だより

期　日：2003年６月16日（月）13：00～16：00

場　所：地質学会事務局

執行委員出席者：公文執行委員長，運財－天野・立石，学研－，編

出－渡部・狩野，普教－会田・永広，橋辺（事務局），欠席者：

伊藤

おもな報告と議題

１．「環境」分野へも地質学の幅を広げる戦略を

地球化学宇宙化学研連から「環境学における地球化学の在り方に

ついて」というアンケート調査結果が送られてきた（その内容は本

会ホームページに掲載）．理学的立場から環境学分野に果たすべき

役割は大きいので，地質学会でも戦略的な取り組みをもつことの必

要性が確認された．とりあえず静岡大会で専門部会にも呼びかけて，

夜間小集会を開くこととした．

２．学術会議の研究連絡委員の推薦方法

第19期の学術会議は従来通りに委員が選出されることとなり，研

連委員もほぼ従来通りに選出される予定（ただし，任期は１年半程

度）．地質学会からの委員推薦については，候補者数が確定してか

ら従来通りの手続き（推薦委員会の設置→委員会別候補者のリスト

アップ→評議員による投票）を行うことを評議員会へ図ることにし

た．適材適所で，行動力のある研連を組織することが大切だという

認識である．

３．法人化に向けた取り組み

政府の公益法人に対する見直しが遅れているので，従来の基準で

の「社団法人」化を具体化する方向で検討した．特に法人化を契機

として，如何に活力のある，魅力のある学会にできるのか，と言う

点を，木村副会長の提案を基礎に議論した．その結果は６月27日に

予定している検討会へ反映させることになった．

今回は出席率も良くて，かつ熱い議論ができました．その熱気が

反映してか，夜部会での生ビールはたいへん美味しく喉を潤しまし

た．

第11回　執行委員会だより

期　日：2003年６月28日（土）10：10～12：15

場　所：地質学会事務局

執行委員出席者：公文執行委員長，運財－天野・立石，学研－伊藤，

編出－渡部，普教－会田・永広，橋辺（事務局），欠席者：徐・

狩野（行事委員会へ出席のため），玉生副委員長（支部長会議へ

出席のため）

おもな報告と議題

１．法人化について

前日（6/27）に行われた検討会での議論を受けて，法人化後にも

そのまま引き継ぐことのできる定款と細則などの組織整備，これを

契機とした活動の活性化（特に若手の獲得），財政基盤の充実，と

いう諸点について議論し，その結果を評議員会での議論に引き継い

だ．

２．倫理綱領案（第二次案）について

二次案の文案を検討した．また，付随して提案された問題の内，

倫理綱領に関わる問題を受付けて処理する常設的委員会の設置は法

人化に際しての運営細則などで規定すること，それが実現するまで

の間は会長が問題へ対応することが適当と判断し，評議員会へ諮る

こととした．綱領への違反などに対処する「規定」については，必

要性は認めるものの，十分な内容の規定を作成するのは難しいとい

う意見も出された．
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静岡大会にて，上杉　陽編著，日本地質学会関東支部発行，
“地学見学案内書「富士山」”（1,800円）を発売致します．
本案内書は，関東支部が長年に渡って取り組んできた「火
山灰巡検」の内容を会員内外に普及する目的で出版するもの
です．その第一弾として，昨年度，山梨地学会との共催で実
施した「富士火山の地形地質」巡検の見学案内書を出版しま
す．内容を充実させ，見学地点を大幅に増やしました．また，
昨年春の関東支部講演会「富士火山は今？」において，編著
者が講演した「富士火山の火山灰層序学的発達史」の内容も
盛り込んであります．以下に，編著者の言葉および前関東支
部長加藤碵一氏の巻頭言を抜粋して示します．
「この富士山の地学的見学案内書は，主として教師用～地
質関係者用に作成しました．どなたかを，例えば，児童，生
徒，学生，海外の方々を案内する際に，参考書としてご利用
いただければ幸いです．地球科学は，自然保護や防災の土台
をなす重要な学問分野です．各地の皆々様に，その点を実感
していただくためには，様々な角度からの普及書を学会が揃
える必要があると考えています．本書がその一助になれば幸
いです．」

（上杉　陽）

「編著者の上杉　陽先生は，多くの共同研究者や関係者の
方々と，長年にわたって，情熱を持って，富士山の探求に当
たられた一方の泰斗であられます．本書は，その成果・精華
の一端であり，一読されればおわかりのように，精細，かつ，
きわめて具体的な記述は，他の追従を許さないものがありま
す．本書の構成は，大きく２つに分けられます．第１部とも
いうべき部分は，「富士山一般教養」とされており，富士山
の学術的・社会的位置付け，研究史，内部構造，周辺山地を
含めた発達史，防災上の提言などが示されています．第２部

にあたるのが，本書の主
部をなす21の見学箇所の
記載です．豊富な図表，
写真を駆使した，明快な，
また，興味深い説明は，
ぜひ現地で実見したい念
を起こさずにはいられま
せん．特に露頭写真は，
単なる風景写真ではな
く，説明を加筆上書きし
たもので，巡検に際して
第１級の資料となってお
ります．また，研究面・
教育面でまことに得がた
い，好個の普及書ともなっております．この巡検案内書が広
く活用され，より多くの方々の富士山に対する関心と理解を
深める一助となることを願ってやみません．」

（加藤碵一）

本案内書は，一般の書店には置いておりません．静岡大会
終了後の販売は，申し込みによる通信販売となります．お申
し込み戴いた方に，郵便振替用紙を同封した本書をお送り致
します．送料込み2,000円となります．申し込み方法の詳細
に付きましては，次号ニュース誌，および，日本地質学会関
東支部のホームページに掲載します．
地質学界・地質学会全体の，社会貢献の一環として役立つ
と，関東支部幹事一同，自負しております．奮ってご購入願
います．

（関東支部幹事　染野　誠記）

地学見学案内書「富士山」刊行のお知らせ

表 紙 紹 介

【日本地質学会第110年学術大会（2003静岡）見学旅行案内書　第Ｉ班（富士山）より抜粋，一部加筆】

上杉　陽（都留文科大学） 千葉達朗（アジア航測） 染野　誠（基礎地盤）

富士山には，山頂火口外側斜面に発達した二つの大沢があ

る．一つは静岡県側の「富士宮大沢」（表紙写真），もう一つ

は山梨県側の「吉田大沢」である．二つの大沢は谷頭部に急

崖を持ち，その部分の谷幅が400～500mで，下流で谷幅が狭

まる点で共通する．両者は，山頂火口と宝永火口を結ぶ富士

山の長い割れ目方向（N30°W方向）から見て，ほぼ対称の

位置にある．両者の違いは，富士宮大沢では谷の中軸部が深

く浸食されているのに対して，吉田大沢では原地形，すなわ

ち平底型のスプーン状谷地形を今なお残している点である．

＜富士宮大沢はいつ発生したのか？＞

町田（2000）は，富士宮大沢谷頭部の急崖を観察し，最表

層部には，山頂火口外側斜面に平行する厚い４枚の溶岩層が

あり，その直下に，おびただしい数の見かけ上は緩傾斜の薄

い溶岩層～スコリア層があり，さらに，その下位に不整合面

があるとし，この不整合面が概略2700年前の御殿場岩屑流発

生時の崩壊壁に当たる可能性があると述べている．現在の吉

田大沢は，ここで言う最上位の４枚の厚い溶岩流下後に発生

したことになる．

井上・田島（2000）は，富士宮大沢下流の大沢扇状地扇頂

部のテストピットでは，下位より中期溶岩，天城火山カワゴ

平軽石KgPを含む黒色土壌層，大沢スコリア（S-12期？），赤

褐色風化部～黒色土壌層，小規模な亜円～亜角土砂層（1700

～1500yrs.B.P.）があり，これを覆って直径１m以上の巨礫を

含む土石流性～雪代性砂礫層が16m以上累積しているとした．

つまり，扇頂部テストピット観察からは，巨礫が卓越する富

士宮大沢扇状地は，概略1500年前以降のある時期に発生した

ことになるという．古文書記録に残る発生期としては，1181

年または1182年（立川年代記），1330年（神明鏡，桜雲記），

1331年（土井本太平記）を挙げられるという．特に，1331年

の「富士の絶頂崩るること，数百丈（ほぼ１㎞？）なり」に

注目している．この時期が，潤井川沿岸入山瀬にあった滝泉

寺が全滅した時期で，元弘東海大地震の発生期とされるため

である．もし大地震がきっかけで，富士宮大沢が発生したの

なら，周辺には岩なだれ堆積物や粉塵堆積物ash cloud

depositsが広く薄く残されている可能性がある．

＜文献＞

井上公夫・田島靖久，2000，富士山「大沢扇状地」の堆積構

造と地形形成史．月刊地球，22（8），564-568．

町田　洋，2000，建設と崩壊を繰り返してきた富士山－とく

に縄文時代末の大崩壊－．月刊地球，22（8），507-511．

（写真は，2003年２月８日，染野撮影）
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